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訳 者

牧野質源に関するすべての間題に対して、牧野の生座件は 牧野の最も基木的な屋性と 

しての m 密件を持つ。而して「岐地の生ﾡ量の潤定は研究新に対してるくの特県な間題を 

機示す る ・Wats on は民限災験の なかで放牧他の生曲: 量の正確な評価を 最 % 田ぼな技術 

の一つと考えた。他の作初と違って、放牧地の車の生產量は、予め定められた単一の時間 

に測定される こと は稀であっ て. 全生産量は二つ以上の収獲量の合計であり、 また収獲は 

飼料物が生長を続けているかなりの長時間に旦:る連続的な過程である。更に収獲の機構は 

meChamealであるよりひしろbiologicalでめり、放牧ぶ命に件う変N性が、問 

ﾡを山に旗ﾡにする。 (Burdick,1957)」。

Cの よ うな旅地の生産力の調定の重要性とWﾡの故に、従系る (の方法が提案されて 

いる。これ らの方法が. D • Brown著Methods of Surveying and Meas_ 
uring VegetationのPartmProdue tivity(第9～16i) (Bu11
2,Commonwealth Buroau of pastures and Field Crops； 

19ゝ4) に要領よ«取りまとめられているので. 地の研究上、または施業上に参考に 

なればと思つて职出した。

な原著は4部 すなわち Part I Vegetation and itsmSampling 
i Part I Botanical Analysi s ; Part JU Productivity ;

Part N・Utilization から成り. Part N については引続き釈出する予定

である。

井上室長には本書の校関の労を煩わした。

昭和ろ 5年1月

営ﾡ林牧野研究守 狩野高英
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第91 生産量と 牧養力を測定する方法 
について

(On methods for Measuring
* Yield and Grazing Capacity)

この部 の各なでは植生の生血I:を見置るための方法を述べる。そしてその方法は殆ど

ら家市の飼料のために生配された並を対象とする。このは与えられた期間、単位面積

の 土地が養える:家畜の也 即ちその土地の牧養力 (grasing capacity または 

carrying capacity )一とれはまた与えられた期間に1頭のSを養うに必災な 

土地の皿、または与えられた土地のm積が1頭の家市をずえる日な (または月数)で表 

わ される —— を計するのに用いられる。

生証を調る方は、 簡なものから不を過って述べるが、 そのM論として、c、では 

それら を旅生の角度から考察 し、放牧地 (grazing land) のt損毎にそれに適す 

る ものを示す。

§ 1 開ﾡ地 と 開ﾡ木一液木生地のた めの方法

アメ リカ西部にはとの型の放牧地が7.2 8億エーカーある。この牧野 .(rcnge 1ana) 
はア リカの価価ある天然F像の一つであり、流座業 (牛、ﾡ\、一部で山羊) と野生:

助物のかなりの集団の維持に大き く貫献している。 この牧野は Forest service, 
Pur°au of Ia.nd M/anst., India Sorv ic 0 , 8tate, wildlife 
"。「V 1G 9 ・ 仙人の所布者などにより 普理されている。これ ら の役所 が大学.•と共に、牧 

野の 訳:の開拓者で ある。従つ て こ の型のﾡ生 cつ いて は他処よ り、アメリカ 西部で よ り 

集中的に研死された。

古くから、そして今でも一般に 用いられて いる 牧野の評価の方法—— cれは1 911年 

から牧野鋼査 (renge 6ロrveめのにsc式cめられた―— は被度の見ﾡり (踏査ま 

たはプロ ット によ つて)と植生で被われた 血ホを forege acre と牧養力に変換す 

るにとに基づいている。被度と真の重量の間の相関が乏しいので、重ﾡ見積り法 —— これ 

は1 ッう。 年代に アメリ で発展 さ れた ­  が多 く の研究計画に い て 被賢の 帆 り c 取 

つて代りつ、ゐる。ﾡの見ﾡりは特徴のある生育習性を持っ草面に適し、草木木型

(m1xed Er"ee and"oasebrush) のための方法で ある。これは南オースト ラ

リの blue bush (ocnia sodifolia) の地域で採用された。

派木ステツブ (ahrub eteppe)の牧ﾡ力はあるﾡまでは木の飼料価 (fooa-
9 工 yalue)-- 多 く の場合と れが常に項どで ある:—— とi木 ととも に生育 し て

・ 訳者のまえがさを参照のこと。 ** ヨモギ風の W牀
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いる 飼料の量に似る。オー ストラリ のﾡ木地域の炭民はﾡ木の間 と、その部に生育 

している、短年生のﾡ料の量から牧ﾡブを計ﾡする。 (u100ve,190) 例えば 

Stipa nitidsは eaユt buoh (Atripユex apP・)の部に生育する、 非常 

に価值の ある一 年生の我の 斛料率 (oummer fodder gra90) である。 との制料 

を伴う ocユt bush は年間 、1平方マイルﾡり 50～60ﾡの粘羊を炎うとと 

が出来るが、saユt buoh だけだとたつた25ﾡを犯うのみであら。もし木が非常 

c絡生し、飼料草の生育を妨げるなら、械力は非除こ小さ くなる。例えば6料が証 

座に生育している術縁戒木型 (chapar2l) の開けた処は1ヶ月1家市位(aninal 
un1t) について 2 エーカー とい う牧知 J を持つが、一方液木の物生地では1ヶ月1家

畜単位当り 5 0エーーという牧獲力に迫ぶない。 (西部の牧野では 1 家密単位は 5～6 
頭の緬羊に柑等する。)

§2 ﾡ木生地 Ghrube) のための方法

濯木の生産力 は 家御こ 喰われ、利用され得る核の当年の生長 (curront yedre 
growth) のﾡ合に く。 木の生西は小枝の長さ を測 るととにより 見ﾡられるが、 

生函量の的としての長さについてはどのﾡで も述べられないから、こゝで簡単に使われ 

ている方法を述べる。 Nelson は5日毎に小枝——その 小枝 は 同定のた め に札を*却*  

れた一の生長速度を 測定 した。 Hornay は樹冠の証を測定し、小枝の長さを見ﾡり、 

そ してその両者を次の式で結びつけた。

〔掛冠の面ﾡ*探喰されてない小枝の平光 。3との積は生証に関係のある任意の故であ 

って、生証量の直接の尺度ではない。 それはあるﾡ木と他のﾡ木の生証量の比較に役立つ。 

S9 牧野のコンデイション (Range Condition)
牧野調在の比較的新しい見方は牧野の健全さに姫いている。 そしてそれはコンデイショ 

ンとよばれている。新しい牧野の コンデイシ ョンが決定される と、 そこの放牧についての 

価値は、既知の牧野 と比較する こ とによ り評価される。牧野の評価のためのと の方法はコ 

ンデイション法 (runge-condition method) として知られている。これは 

開絡草地、ﾡ木ス テソブ、ﾡ木生地に適用され る。牧野の コンデイシ ロンの概念は未だ形 

成中であり、修正 されている。それ故、現在との"ﾡを適切に概説すると と は難しいが、 

このこ とは近要である。この本の最政のﾡ*でコンデイションの概念と 、利用度

(utilization) への適用の説明 をしてい る。しかしこのオ う部生.産母のなかの章 

では、この間が収扱われていないから、こゝでごく簡4に概ﾡを述べる。

牧野の コ ンデ ィショ ンの研は、牧野の現在の生配力と、その牧野の潜在的な生晚力 と 

関休ずける。牧野はまず催 または民、可、 不可の=ンデイションにあると分ﾡされる。こ 

のコンデイションは2 つの基的ーナな わ ち飼料植物の必 と生1学的な状態 -のうちの 

一つによつて判定される。 もし加者なら、牧野を判定する基的はその場所が生配すること 

の山来る あ料位句のﾡ大のでゐる。そ れ故 "優 のコンデイション、ク ラスの牧野はこ 

の可ﾡなる大の飯料中のの7 5～100%を生証し、良、可、不可のコンデイショ 

ンのものは夫々50〜75%、25～50% 0〜25%を生証する。 "侵. のコンディ 

シ ヨ ンに ある牧野の放牧の度合か 高の度合と考えられる。他の= ンデイ ション、クラ 

スに許される牧ﾡ力は、 "優のクラスに対するそのコンデイション、クラスの相対的な 

飼料仙物の尚合から 求めら れる。コンデイショ ンが その牧野の生態学的状態 (ocoioei= 
cal Btatus) によつて分類される時は、その基体は極盛相のﾡ生であり、 そして優 

または良、可、不可のコンディショ ンの分ﾡは現在のそれぞれのﾡ生の本米の国ど相のﾡ 

生に対する割合によってなされる。

以上述べた牧呼の評価の方法は土地管理計画の 目的のために用いられた。政期の厳密な 

試験、研究のためには、ﾡ物の門量を含む、より正確な方法が用りられなければならない。 

SI 密生地 (Denee owarde) のための方法

湿潤、温暖な気下の地は乾革用地または放牧地として用いられる。乾用に刈収ら 

れる地では、イネ 科草類 とその 故物 也 開花期まで生奨を予け、 その後に収獲される。

屹草の収獲は他の栽培植物の収獲と比皎する こと が出来、その生証量の決定に、特別に難 

しいと とはない。一方放牧地は 他の 作物と異り、その生育している間中、放牧家により 

間断なく収獲されている。それは一SE の成獲から 成り、その収獲は 未成熟の時 にな され、. 

そして、それぞれの収ﾡは前の収ﾡの時に与れられた条件によつて強く影さよ う される。 

そ の生証量の測に は多 く の 岡性があり、他の作物の生ﾡ量に比べて少ししか知ら れて 

ない。放牧地は間断なく放牧家ﾡにより収獲されているから、 cage 法"にけるょ 

うに、一定の実験状件下を除いては直接その生長を見ﾡると とが出来ない。

ﾡ生湿洲放牧地 (dense humid。 pagturo) の生配量を見積るので適用され

* こゝでは訳されなcかった、才部才20算のことである。

* ガ1 う章参照のこ と。
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る方法は 2 つのおもな個に別けられる。すなわち(適当な時間の間で、一定面積から 

の飼料草の標本をメ、ﾡ量するととにょり、飼料の量を決定する提学的な方と、(2) 
放牧家畜を 用いて、(a) 家畜の生産物 と(b)家面によ り実際に消化された飼料のユを決定す 

る方法法である。刈反法は1料の生及の災際の生証 (grogs y1e1d) を与え、家 

盗法は利用出米るものから、家奮がっくつたもの(正味の生証量 net yield) を調測 

定する。正味の生証量と全生証量の比較は放牧地の番理の効報を反映する。用いられる方 

法は飼料革の性ﾡ、・気炭条件、実験の •目的、関求される正岡に適合したものでなくては 

ならa。そしてそれはまたﾡ金、用州具、人ムの制限内になけれらない。

(y 銅料版の性

救培植物は、頻繁な刈取の もとで も 生き残る。それは trimming cut—— すな 

わちサムブリングの高さまでの刈収反—— を含む方法で研死される。 ewoot clover 
や 8oyabean のような野生物は trimming cut から回復出米ないから、そ 

れを 用いない方法 が使われる。生長の逃い飼料には生長量を測定する 方法がﾡ求さ れる。 

生長の遅い ものはそれを必要と しない。生育の遅い飼料卒には消四法 (congumption 
netnod) は避けなければならない。何故なら採喩された処と採喰されない処の飼料草 

の間の僅かな差が、75い比率の ﾡ差のもとになる か ら。

(2)鹹
風が少 く、雨量の多い処にの み、刈草を ブロットに灰す ことを 含む方法が適用 出 る。 

灰された刈草は次回の調査の際に加えられるととのない様に、下に落着さ、分解する機会 

を持たねばならない。降雨量が、 Sear の方法ﾡ の適用を制限する。挑花物はブロ

ットに灰される前に 水で商 められるから、降雨量が多 く て、排ﾡ物に よって 加え られる水 

の量が、降雨量に比して小さな部合でしかない時にのみCの方法がﾡ足すべき ものである。 

ﾡ燥気下ではかんがいの影響があり、 それは多分植物の組成に変化を起すだろう。

かんい放牧地では、ﾡ水と刈収の割合と頻度のような他の因子が入つて来る。これ ら 

の因子の生証量に対する影響はケージ法の一価 Gerbage-coneunption cago 
teckniquo) としばし刈反ると と により、採喚 された処とされない処の夫々 で調査 

された。かんがい旅牧地では 生座址の 傾斜の 可/性があ るた 双 プロットの配列が、突験 

の獭な要素で ある。かんがい放牧地に関ナる多くの研究がオース トラリのビクト リ 

州でなされ報告されている。

* オ1う資参照のこと

(う) 試験の目的

子備災験は主なる日向を見出すためになされる。休物哂の生長を 測定する 方法、刈 

を灰す刈収広、牧徒力の拭叫〇 ような単純で、安価に出来る方法が適している。石灰と記 

料の影客、ス トレイ ンの生長、ﾡ掃された革山間の鼓合のょ う な特別のM題についての知 

誠を得るためにﾡ山来米るデークは次の方法で得られる。 すなわち0=ュージーラン Fで 

実行されたメ輙と放牧を在にする方法(2).cag。法のうちの一つ。陽遙の物血こよ • 

る法。純然たる研究のためにﾡ料の全生証量は cage 法法で正味の生証量は流征比験 

(+eostten trtaa) で求められる。 著は面例でR用がか、るが、現在発展しっ 

・あ8 indicator 法のうちの1っを使うととにより、消化央験の労力の大部分は 

発除され得る。 ・

以上述べた方ﾡのすべては1 うmと1 "衆のとれモれ特地の題目の下に脳開される。

§ 5 実欧の条件のﾡ的化

当然のことと して、一様な条件の もとで、一の実験が行われるが、別々の研死著に上 

って寿られた結果を比較するための基準的な条件はまだない。Llnohanらは次の提 

楽べをした。(1比土地は突験を始める前に適切に肥培されてなくてはならず、肥浜雌の水ﾡは 

少く とも善良な農民 feraosland farnor) にょり央行されている位高くなくて 

( ならぬ。(②放牧地には初 めc 例料本のﾡ戦的な量が なくてはなら へ(う便験 に 便 う 家命, 

は実験過まる前に、一定の栄典の水準に達してなくてはならない。何故なら冬に飢饑の 

書を う けた 家面は、放牧されたﾡ初の時期に初めからな高い栄ﾡ水的にある家奮よ り大さ 

な ホ公 の増加(明らかに より 高い放牧地の生明め を記録するから。(怖給飼料が与えら 

れるならば、結果が比較される前に同の補給飼料が全部の実験にいて全部の家奮に与 

えられ なけれ ならない。(5出来 る 限 り ・は差 をなくするととにょる家稲 体の標準化が 

本質的な用題である。これは後で踰議する。

§ 6 放牧地の長虫と小動物の数

放牧地の生配量の推定 に 昆虫 その他の小動物に よ る 飼料草の減少を 考店ナ るととは稀 

である。 Volcott (19) はとのよ うにして消費される飼料を計算しないこ とに 

よって起る誤差の大きさに注意をひいた。

-8-



「放牧地に ける 生態学的因子 として、小さ い 目 立た ない無背推動物か ら成る、野生政物 

が 少 «と も考他 され な. く てはならぬ。 そ の影呼が、家の ﾡ炎、雑の民 合、イ ネ科障類の各 

卒団の活力、地形、気侯、土樹について等しいと考えられないとしても 小動物のとの因 

子を無初することは大きな誤差に海く。信じられないかも知れないが、 その牧養力まで強 

く放牧されてない多くの放牧地では、はつさり目につく牛や馬の重量は、そこcいる兵虫 

や小野生動物の重量と比べて大さな批ではない。紫や業孤ﾡ (oaf boPpeウ は

地に無数に居るが、小さいためにその存在はバック別 (era3g hopper)、根切 

り虫、ジムッ (mh1te grub) の存在ﾡ目立たないが、家畜と殆ど同じ位多くの嗣 

斜を喰う。英国の草地で、環境のかなりの変化のある処で行われた統計的研究は、不幸 

cも、民虫、ﾡ株、 ◆スァ、カタッムリ、 ミミズ 線虫の各協ﾡがその土地のﾡ生から、 

どの位多く引lき出すか、または加えるか、そして またそれら の結合した全体の影響はどう 

である かを示す cは +分 では なか った。放牧地と採地の野生動の このよ う な記録を 1 
るこ との失敗は重大にﾡ曲された映像に結果するととは確かである。」

87 家査の生証と再生証 ・! ・

8ttpユodox Q9め) は家査の再生ﾡを無視して単に生証量のみにいて放牧地の 

価位Cついての結論を出す こ との危険を 警吿しエ 「吾々 は非常に注意 し なければ、再生 

番について触れることなく、牛の生配量、または生休重の地加によって放牧地を評価す 

ることは誤った、 そして非術に危険な結験を導さ易い。例え、全部 ueh eye 
(在一般に新しい方法で使用され管理されている型の ueh leys) からのみ成 

る飼料を、何も答わない乳牛の群またはその他の家畜群を維持する のに、政高の飼料、あ 

るいは木当に適当な飼料であると仮定する確かな根拠を吾々は持つているだろうか。唯危 

険をかして、 ある地方そして"ある 長場 で、再生証の困撫が正に提出を 

れたという実を吾々は無視出来ようか。 " ・. .

これから 述べよう とす る 方法に戻るが、その述べられる 章 と 章の中の節の順序は 全体 

として 論理的な順序に従 う。そ の順序 は必ず し も 災さ を 示す も ので は ない。

第10章 被度の見 積 り
(Estimate of Cover 〔the 

Ra.nge Survey〕 )

§ 1 まえがき

牧野 (rang。 and) の調についてアメリカで採用されている標的的な方法はﾡ 

生の被の見膜りに基いている。被度の 見位 り は、銅料物の生産量 (forage yield) 
の尺度、または見出りの何れを も与えるべく企図された ものではなへ 「それは十分に深く 

研所究され、実際の利用状況の適切な記録を持ち、比較することの出来る牧野との系統内な比 

較を通して相対的な牧力 (rolative grazing capacity) の評価に変負出来 

る 牧野の 爾植敢の指標 を与 える。それ放それらの 牧力は 役に 立つ逃 ﾡの範囲内 で決定 さ 

れる。」 (Chaplino 1950) 同じ牧野内で植生で覆われた面積の方が、植生の 

より年々の変動が少いので、銅料ﾡ物の指ﾡ(forage index) は面積に姫ずくのが 

最 よいと とが判った。この方法はアメ リカ西部で見られら多 くのﾡ生型- すなわち長、 

短、 mixed prairie , bunch Ercse, 一年立、 燥性革地、大型と小型派 

木、 本一液木型、常緑液木型 (ehaparral) -に適用された。

牧野調査 (range Burvey) - 調正が全休としてこう呼ばれるー はを営者と牧 

夫が、牧野を管理するのに役立つ知--  それは可能なる最良の利用は、利用出来る嗣林 

エ运 構成 され、順生は経済的に補給され、破載される ことのない方法で 的 される ょうなも. 

の一を与える。牧野調査は「飯料資源を効果的に管理する計画をたてるのに先行する牧野 の 

利用に関係するすべての災素の系統的な目録と分析を与える。.......  地図上の場所に示 

されるデータは放牧させ得る家奮の頭ﾡ、牧野の14位内に放牧し得る期問、特殊な処に 

分布さすべさ 塩の 拡 給水世 備の必要な こと、その 他牧野の 管理に 不可欠な ことがらのガイ 

ドでのる.。牧野調査図は牧野管理計画 と共に特殊な問題の補正に役立ち、その解答にいて 

なされる進歩の価値を.保っのに役立つ。」

完全ななる牧野訳在は植生型 とそ の亜型の境界線の池図イ 厶 牧野の書理に影 客す る 補足的. 

な知職(悩生以外の) の地化と記入、ﾡ料伝物の量と成の見積り、各生型とその亜 

羽の牧養力の計媒から敗るよ下の一般的な記述はい く つかの女からった。その主なる 

ものは、 U.S. Intor-cgency Range Survey Comitt6e (19う7 
U・S・ Dep・ Agx. Ior・ Ber.(19う9) Reid & Pickford (19412) 
Roid (190). である。



82 植生調査 GTh。 V9g9tation Surv9y)
牧獲型とその亜型の地図化の技術や!査 (reconnaigeanco) 法またはpOint- 

oboervation-plot 〔以下単にプロ ッ ト法法と呼ぶ。〕にkる被の見試りの技術に 

ついては、 オ7章で述べた。地1化と採4地抽出の扱術を状択する場合、一つ は植生か 

ら導かれる。同じような植生、または同じような牧養力を持つ大而救の処は grid- 
campling 法がでぶ比される。一方小面積の多くの牧養里またはその亜型から成る異 

ﾡの処は typo-sampling 法で訳される。若しプロ ットが便われるならは 

その大ささと数は巳に述べた。"" 両してﾡに牧野が全休として反扱われる場合より、 そ 

れのコンデイションに従つて牧野の以的地抽山出をする場合にはよ り多くのブロ ットが必要 

であるという ととをつけ加えなく てはならない。

飼料物の調査 (forage 1nventory) をする場合家市が達するととが出来、 

そして飼料として用いると との出米る部分のみが見聞られ、液木型では、葉 と当年生良し 

た小枝で被われた而伏が、そしてﾡに家市の運し得る範囲にある もののみが見旗られる。 

ﾡ羊の放牧地 (Sheeprange) ではCのことは2.5ft・までの高さの仙生、牛 

の放牧地 (cattle rango) では約5ft.までのﾡ生をﾡ味する。ﾡ植物、侵

* P法 (reconnei9sanCe Iethod) は調査者が各牧獲型の標的な処 

を選び、先ずそこ の 全植被の% を 見放 り、次にイネ科草取 雑卒票、流木ﾡなどの各 

グル 如全植被に被する%、如こ各草強例 こ それぞれの グルーブに対する%を見積る 

方法である。

ブロット (point-obeervation-pot method) は 6quare- 
foot density 法とも呼れ牧養型毎に、路法の場合の不特定な処の代りに、 

多改のプロットを設定する。そしてﾡ被を見積る位は上から見て、完全に被授され 

た1eq. ft・ の面ﾡである。

* * grid-gampling法では通1平方マイル 当り2本の平行のﾡ(半マイル 

離れた) 上で、0.25 マイル毎 y 植生 その他の特徴を調査する。

*は* typo-eampling 法では各牧癖!またはその亜型の及辺七沿って步言、航空 

写真に 各型の境界を 記入丁 る。

以上2 法は牧獲型の地図 を 作成 する 場合の 方で あ る。

**** 牧野 Grange 1and) では主として100.eq. ft.の円形ブロット 

(直r径5 ft. 7.8in .) が使われる。

-12- 

ﾡの進行し ている 土地蠅 歯類の横行す る処につい ては特殊な研究が必要で ぁ る。

いりは上から見て葉で完全に夜われた と見な される部分の割合のみでなく、正常な年 

に採強されべい場合に充分な生長をした場合を仮定してその枝ﾡについてもなされる。e 
れ故見伏 り には、これから述すべさ生長、または巳に採ﾡされた量、または正常でない 

節にがる政長について、心のなかでつくつたﾡ生のあるが合れる。この点にっい、

て、断工法では、見依 り は百分率組成を 表し、ーカブロッ ト 法では各草板 と 全随生に よっ 

て改われた面utをますというこ とをむしろ述べるべさでゐろ う。

一区 らは、砌&見秋り (aroc-ostimate) 法のつのa合-即ち typo_ 
sampling 脳は法、 grddF法、typo-eampling プロット法、grid 
プロット法-によつてなされた 例料物の見団 り の 価般 を決定するた めの野外験 に

いてW告した。調は5人で、それぞれ!つの方法を用いて、同じ強さで、同じ27ヶ 

の1平方マイルについてなされた。踏査法とプロッ ト法を比校すると、跡がの方で、よ 

りー极な離の概念が支持された。2っの地作成の手税ふを比較すると type_oampュ_ 

1ns 法が Erid 法より勝る。その優位はお空死具の利用で助共される。これを利用 

するととにより牧発型とその亜型の境界は容めに、そして非符な正確肥で誕張することが 

出来る。 調証員は写項について彼の正確な位量の過択が出米、それ故に牧ﾡ型のなかを目 

由に歩さ、f料計ﾡ物の代表的 な部分 を見 試る のに充分な調査が出来 乙。cれ と対照的に 

Er1d 法では、独制され多かれ少かれ聞定した歩行コースは試員を制限し、全体として 

その土地の代交的 部分である 個々の 牧提型の の料草を 見置る のに充分 な訳証Eを 妨げ る。方 

法の優先の順位は、 tpe-eanpling 略査、 type-eampltng プロッ ト 

法、Er1d 路法、 Er1d ブロット法である。 typo-sampling 法法は最も信 

頼出來る側立草の見測りを与えるのみでなく、若し航空写真と完全に而故の測られた基 

木図が無料で利用出来るな ら最も安価に出米る。若しそれらが利用出米ないなら、そ 

してその土地が。だやかな地形の場合には、平方マイルについて2つの線の割合での 

Erd 跡査法が使われるだろう。しかし この 結果の信頼度は低い。地形の複継な処では 

腕空写典の費用 は妥当な もの とな る。 typo_eampi ing プロット法は type-
eampュing 踏査法より、少し信頼度が低い、そして反次されたプロットの抽出の特性 

が 勝る 場合 がめ る。 Er1d.プロット法で得ら れた飼料物の 見破 り 量ば信頼出来ず、ま 

た買用が高い ので牧野流査におい て これを 用いる の は妥当で ない。

調査者間の見ﾡり量の一柳性は、唯見伙 り の一 標性の指標であり、必ずしも 信頼度の指

-1 5-



標ではない。しかし別以の調査 者:こよる見徴りの一故性は必ずしも得られない、調:者は 

お互に、はっきり異るだろう。 6nith は放牧されてない疎生せる饱生 (ecge 
oruah, winter fat, grag。 から成る)で調された8人が、そのWIﾡの 

終了の日 —— すなわち一様性を得るのにﾡ も恵まれた時•——彼らの見税り はグルー ブの平 

均の71.2〜1 う9.81%の御囲であつたと報告している。見口 り の.4 0 %以上はグ 

ルーブの平均価から10%以上離れていた。 Caplino は Smith が報色してい る 

採な練生せるﾡ生では、満足すべき見置りそするためには、十分な 練務 と 故大の注意 が必、 

要である と述べている。

植彼を見ﾡるCとに加えて、次の事項の知識が必整で ある。即ち地形的特徴-特に家 

畜丽阪 水飲場、水の供給の信頼性、水資源の開発の為の便宜に影響する様な---、牧 

道、建物、電話線のような番理に関係ナるﾡ索、 土地の所ﾡ形態。家奮を美うのに必災な 

面政を益定するためには、過去 と 現在の 家帝順数 と 家 帝の極類、利用W、家面の分布と 

番班、械生のコンディシ ロン、野生動物による土地の利用 他の利用と放牧との競合など 

cついて 知識を 得ること が絶対必要で ある。これ ら の 附加的知なの すべ て は、別 々の形 

でとり入れられる。

教築力の計資

(1旅年草種から成る牧野

銅料の被度、良好に管理された処での放牧の記録、その他の知識を如何にして牧ﾡ力 

に変換するかを示すととが残されている。

Propor Uae factor ,即ち植生の活力と量を維持するのに十分な量を残して 

採喩させ得る植物の割自は、観察と調査研究に.より各種毎に決定され 百分率で表され 

る。 これは以前 "palatab1l1ty" と呼れ、また "t111zation rating" 
や "plant-uee factor" としても知られている。

Forage factor は牧獲型または抽出調査された別の処の相対的な飼料血物の価位 

(rorage value) を表す。路改による西班で得られたデークを用いる時は、 

forage factor はそれぞれの革種の情成百分率にそれぞれの proper-uee 
ractor を拨け合せ• Cれらの合計が近みずき proper-uoe fector で、 更cと 

れに全価被の百分率を掛けるととにより求められる。ナなわち forage fastorは

Z{ (各ﾡの博成%)*、れぞれの Proper-uee factor)}
* (金価被の%)

オ21までは forege ごactor は

(10+12+6) 0
100 100

=0.112

から求められた。

ブロット法で得られたデーターを用いるときは forage factorは次式で与えら 

れる。 (ォ22表域下欄参順

Z{ (各樋の設度の平均%) * (それぞれの proper-uee factor ) }
forage acre は那的な位である。すなわちこれは完全に葉で彼われ、その葉の全 

部の利用が適正な利用 (proper uee) である1エーカーの土地の飼料事の畑を表す 

概念である。牧ﾡ型(またはその亜型)の forage acreageはその牧養型(または 

その亜型)の forage acre の故であり、そしてそれは forage acre と実 

面積を掛け合せるととによつて求められる。 forase acreage は牧養型の 

fOragevaue の人度である。'

forage-acre requirement は成熟した放牧:家帝 (牛、馬、緬羊または山羊) 

を与えられた期間(1ヶ年または1ヶ月)養うのに必要な forage acrege であ 

る。この係歌の正価な定は牧払力の決定になけるﾡ。I災な段岡の一つである。それは 

牧養型のなかで、その牧ﾡ型の代表的なもので、多年にﾡり適正に利用されたと とを示ナ・ 

べきすべての彼候を 6ついくつかの放牧地で実際の利用の記録を研究するととによ り得ら 

れる。これ ら の放牧地の大 ささは、e の土地の 信頼 出米 る 標準地を構成す る ような もので 

なく てはならぬ。放牧の記録は出来れば1 0年かそれ以上、少く とも!年間は得られなけ 

ればならY。 その放牧地の実際の利用に関する、その他のすべての記録もまた検討されな 

く てはならぬ。 forage-acre requirement は sheep-month, cOw- 
month, sheep-year, cow-yoar, で表される。

forage-acr。 の 数---------------------------------- = 1 ケ月 当り必 要なな forage-&cre
cow_months

例

件20項 ... 1.0 家部単位=20.00 cow unita
次のよ うに表される。
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牡牛 1頭 ・・・

年I1 0 ・
銀10～

1.2 5 家済単位=1.25 COw units
0.7 5 ・ 7.5 0 ・
0.6 " 6.00 ・

mixed 50" 0.8 ・ 40.00 ・
.牡場う" 

牝馬 う ・

1.2 5 ・ 5.7 5 ・
1.2 5 ・ う.7 5 ・

的 8225
8 2 : 2 5 Cow unite x 7 ケj (鹹咖) 

=576 cow-mop ths u6o
利用出来る飼料が1 1 9 fOraE。 acreS と決定すると

119 forcge aCroS _ no
576 cow-month to ra ge-a c re/c ow-month

若し補給飯計が与えられたcら、これを Bnimal-mcnthに換媒し、差引ゆねばな 

らv。一度決定されると、 foraso-acre requirementは調査から残された処 

の forage acre を收能力に変換するのに用いられる。

砂ヒは一定面義D土地が、一定期間適正な利用の もとで養うと との山来る、与えられた 

ﾡ類の家命の頭である。 それは forage aoro を forege-acr。 requiro- 
ment で割るととにより求められる。それは与えられた牧ﾡ型の処で、適正な利用のもと 

で放牧に利用出来る飼料草の cow-month また eheop-monthの改として表さ 

れる。 ある1っの牧式型については、 同じ forage-acre requirement---  そ 

れはその牧製型の比教可能な、 避れた牧野で、その牧養型のためで発掘された もの —— 

が、普通牧払力の計探に用いられる。然し時には、その牧養型内で、他の rorago- 
acre requirement の値を用いるのが望ましい、特殊な理学的条件が存在するとと 

がある。その様な特殊な条件は、牧野が荒廃している処、特殊な土卵が、別の栄養価の飼 

料卒をつくり出している処、または価斜や方位にのある処で見られる。牧養力は牧野調 

査のデー ク から次式で与え ら れる。

_彼度%xprOpor-ugo_factor*面ﾡ
for&ge-acre roqui roment

牧の計はオ2 1.2 2改に示される。



(2) 一年生草極から成る牧野

一年生攻ﾡが優占する牧野の牧獲力の計ﾡ法は、その土地の管理の目的による。ある環 

究下では、一年生草が基本的な飼料のとして維持される よ う な方式で、一年生の拉生 

の採喰を制御することが 目的である。その例を示す。 (1) ニュー メキシコ と 7 リゾナの 

半境地。Cこでは一年生京はﾡ生の季節的な目然相であり、短期間に多量の飼料を供 

給する。 (2) リホル=ヤの山整牧野 (foot-h1llrong©.そこではﾡ料事は、 

主として 地中海地方 か ら 侵入し たものではある が価仙の あ る 一年事証か ら皮 る。 ()南 

西アイダホの広大な地域。そこでは cheet graga が娯つた利用の結果として、在 

來の草地 2占冇したが、現在では大切な早春の放牧を支えている。 とれらの地域では 牧 

幾力は多年にﾡる一年生飼料事uの年間生証量の変動に益いて計ﾡ さ れる。そして起り得る 

る生産量の極端な変動に耐えられるように、 forage-acre requiremont ic 
低い値が与•えられる。他の条件下——まずい管理の結果として一年生草加 が役入し、そし 

てそれが望ましく ないという よう な場合-では、永年生卒ﾡの自然のﾡ復を可ﾡする こ 

とが目的である。この長期計画では、 夜度の処積りがなされる時一年生欄は無視される 

か、または全な牧獲プカを山接見積る こ とcよ り その価が求められる。

第11章 重量 の 見積り 

(Weight Estimate)

S 1 方法の般

ﾡ被は牧うな力の地ﾡり を与えるのに川いる こと が出来る が、それは生証量の八座として 

は不適当である ・ ﾡ術な試験に用いる ための何か他の方法を見出すこ との必要が感ぜられ、 

In xor-mount a in For. end Rage Exp・ Ste. -そこでは、 特に 

easebugh-wheとt Erase の混生したﾡ生で、 実際の放牧試験によつて得られた牧 

我力は、械板から計算された牧劭からかけ離れていた一で取上げられた、ma相mり法 

は Pochanec と Pickrord により発展された。彼らはそれをいろいろな生解 

の イ ネ科ﾡ と 雑順か ら放り、高さが8〜200 cm の間の混生し た植生で 調べた。こ の 

見積り法は唯、各欄物の単位が明確で、1つの単位として認酸山米る処でのみ適用出 

米る。とれは bunch graes 放牧地、半乾燥性 と 乾蠟散断こ適する が、密生草地 

には適さ ない。

生座量と間物組成 (floristic composition) はブロット内で調べられ. 

全休に対する部合でなく、飼料の当年の生長量とﾡ木の当年生小枝の生共量の生近量ま 

たはﾡ操 (gr・1b.ton) が記録される。若しグラムで記録されるなら、重位 

は10gr. ・ 括約でJ氏られるか、小さい卒団のためには、5gr・ または時には 

1gr. まで見彼 る のが安全で ある。

エーカー当りの生産並は量で淡され、牧ﾡ力は飼料物の animal-month で 

表される。それ枚

(エーカー当り倒料物の量)* () _ん 

I ヶ月当家鉱耍求址 - #

S2 用具 耕習、野外での 手読

野外での用具には、 10gr. まで読み とれ、ボケ ッ ト に入れて運べる ょ うに 小さいス 

ブリング杯と刃渡り 〜6in. の鉄み、布袋または紙袋、ブロットを印する用具、範囲 

を 示す 用、結果 を記ﾡす る 用具を 含むだ ろ う。

ある 場所を 試症する 前c. 各ﾡ査員は ﾡに、数日 ま たは 1 逐間費す。これは各季節の 

初めに、 そしてまた新しい型のﾡ生に入る時は何闘でも必災でみる。ﾡ員に、これから

-2 1-



調査すべき植生型で、目分自身の見ﾡり量をチェックする。が習の指針は Pochanoc 
らよ り述べられている。

「才1に、1 つの草極の1 または改ケ体の量を見ﾡる。一 最初から 10、20、 

50、または100gr. の位を明にするように渋みる。その ような: 単位によ って飼 

料を数える。それから、見成の送差を決定すろ ために p料立を刈取、ﾡ量する。天々 

見ﾡったあと、その切所で なされた &の1ctのチェ ッ ク と一致する よ う に、州位の大 さ 

さを交えて営みるべきである。1時には1卒位について課ﾡする。 2、ろの団でﾡ 

習している問に、時々 以川: こ練否 した草蛇 に沢る のがよし、秋習り川を終るWiに、優々の 

調査E員または調査班長に十分 に 全部の 草極の 単位: が明確に された あと、その場所の調査。 

のために選定されたのと同じ大き さの抽出プロン トで2-ろ回子エックするととが望まし 

い。

その場所の調期間中、毎日、全員が、同し移動プロットで例料草の見氏りをすべきで 

ある。 1日iに1人で〔普通に〕見ﾡれるプロットの数の1 0～2 つ%のブロットがとの方 

法で見ﾡられるべさである。それからこれらのプロットは刈取られ、各人の見山りと災 

際の生の記録がとられる。これ らのデーク から、 ある日またはある場所での、 各人の 

見故り用办: から、実際の重を状定するための、 種毎の回帰が計Wされる。見政りか: と 

実際の重量の問に、明らかに差がある場合は、これら の回帰 が、この差の調整をするため 

に用いられる。との記録は調整するのに役立つのみならず、各調1員の成ﾡの実際の記録 

を提供する」。

Sう プロ ットの大きさ と形

ﾡ本抽出渋は最初はブロツ ト法のそれ (100 gq.ft. の円形プロ ッ トを系統的に分 

する) である-が、今はブロ ットの大ささ、形、数が、Cの原型から全く離れている。そ 

れは植生によりﾡる。アメリカでは、小さい円形ブロ ット、—— 例えば25〜50oq. 
ft・ を多数用いるのが、100eq・ft. の大ブロツトを少数用いるのに勝ると 

いうととである。また、ベルト・ トランセクトまたは狭長の短形のプロット-例えば 

2ft. * 25ft•- が円形プロツトより、重量の見ﾡりのためにはより効果的でると 

いわれている。 然し南オーストラリヤの 6altbugh-bluebugh-の処では、 その 

土地の年間平方マイル当り唯22頭のﾡ羊という低い牧養力の故に、 大ブロ ットを用いる 

ﾡ向がある。Cゝでは6ケの0.01エーカー (4う 58q・ft.) の固定円形プロット

_22-

-- それは格子型で配列され、各ブロッ トの中心に、う ft ・の枕で印する一は標木抽出に伴 

うB的観きが1 0%以下である このょ うな処では16〜う2 ヶの0.。 1 エーカーのブロ ッ 

卜が、 1 日 1調正員により訓在される。

§ 4 方法の適用

IitJ団tり法は公式機関により、牧野調査の課的的な力法として採用されていない。し 

かしながら、それは牧野でなされるゐるﾡの研死にとつては良い結果を与える。それは南 

オース トラリアの少雨地域で、油木 (cochia cedifolia) に対する細羊の放牧の 

影響を研死するために、 woodrcffe にょり選ばれた方法である。この方法はまた、 

実験ブロツトで、 Paspalum dila'tetumと P・ notatumのようなイネ科 

立の京またはス.トレーンlの生や、西部の牧野に過橋のために導入されたイネ料 

の生函を道に評価するのに刑川である。これらの場合、各物が、面iの見ﾡりのため 

の位である。

it 単区 り の正础度は二朮抽 出として知られる 2段商のﾡ 本抽出 により 改良 される。 

全プロントの位かな部合のプロットが、突際の生証の決定のために刈kられ、 eしてc; 
れ が、災際のfの 囚 り に対する 回帰を与え る。

§ 5 Tiﾡり法と 彼性 見団り 法の 比談

f見試 り 法が、 ブロット法と共に部べ られ、そして それぞ れか ら得られた 結果が続計 

的に分析された。被度を見就る時の個人差は、重量を見ﾡる時より価い。しかし、I量を 

見試 る 場合の どの調差 も、科量に よりチェツクするととが出米、そ し て良心的な練習で 滅 

少さ すこ と が出米 る。それ (こ対して被度の 見放 り は、I正Iで客観的なチェ ッ クを 受けられ 

い。被度からの生証力を論する場合の主なる誤差は見試りの設ﾡによるのでなく、飼 

料菜の雌 と重 fの間の間係が一たで ない さいう事実 -― オ2う、2 表に示 された よ う 

に―—による ものである。とれは容易に対正山来ない。一の革種の個体問にさえも大き 

な変動がある。OryzOP81s bymenoidoa について、 Smithは平方フィート 

当り58と26gr. の間の変動を記録した。

仙被の 4i位miBO当 り の玉量のこ の関係に基くいく つかの方法が次で述べ られる。

-2 う-



2う表 ﾡ校の1eq・fモ・ 当りの

草 額
10q. t・当り 

i 生産量 ©r)
Rudbeczia occidentaio 261.
Geranium viocosigsimun 153.1
Ar.nica cordifolia う8.う
Agropyron d&syetachyum 428.0
Stipa Columbia mi 2 2 う.8 

・Carox :111foユ1a 2 8.5

GPechanec & Picktord , 19う7

オ2表 植夜の16q.ft. 当りの平均皿量

草 a 1gq .ft.当り 
延ﾡ (

〔イ4t¥〕

Poa eecunda 2 う.

Fetuca idahoeneis 50.5
Br omu s tectorum 59.9
Agropyron ep1catum 1 2 6.9
Poa novadensie 125.
Po a am9la 1 6 0.0
Agro pyron paucLflorum 2 2 0.0
Bymue condengatue 2 5 5.6

〔ﾡ 木〕

Purs hi a tridentata 58.7
Sa 11x 8Dp リ2.0
Artem1B1a nov& 72.5
Chrys。 thamnus - viecidiforue 61.0
Prunu S me lano c arpa 73.5
Wyethia amplexicaulie ・96.7
Art em io i a tr1dentata 88.4
Artomieia gnaphalodee 11 2.0

(Shipley う, 1942)

第］2荒 ﾡ厚と重量 

(Area and Weight)

1 仙彼 (foliege covor-..a重量の関係

Shipley らは山夜を飼料物の量に変するととにより、牧 勉 を 見 員 る 方法 

をなしとげた。横祓は point-obo.-plot 法で来められ、重量は植被のeq.ft. 
当りの重量 - と れは主災な る草曲こ つ いて決定 され た固 価で ある —— から得られる 

(2!表)。f料H物の重に牧夫により容めに那解されるが、 rorafe-acre 
requireme.nt (または alowenco) はそうでない。- Shipeey一らはネバ ー 

ダの放牧地- そとではﾡ料ﾡ物は次の牧養型からなる。 すなわち(a)big-oage brubh- 
がイネ科草ﾡと共に優占。 (o)bユac-oagobrush-がイネ科類と共に優占。(e) 
主として AEropyron Spicatum, FeBtuce idehoensie, Poa secun- 
aa のイネ科草の草木型 (・イネト、雑草双る伴う諾造木型一でこの方法を契験した。 

仙彼の見ﾡりのみにぶいた牧野調に必なブロッ トよ り多くのブロッ トが必要であった。 

この方法は、標準的な方法 として爻 入れられないので、唯簡4に1つの例を述べる。

労げされた例は、1ーカーの牧野に重って、10%の憧被で生育している blue- 
bunch-whettgrdeB-(Agropyron epicatum の場合である。この草は、 

平均18q・ft. 当り1う0grの飼料を生醒し、その proper-uee :actor は 

80% (Novad. Grazing District 1 で採用されている値)である。

ﾡ初の計ﾡはとの才の与える飯料の animaュ-dey の数を決定する。この草が、1 
ケ月間の放牧に、 0.16 forege acre (forage acre roquirement)必 

災とする と した場合。

10%植被*80% proper us。 = 0.08 forege-acre factor
1エーカー *0.08 forcge-acre fctor = 0.08 forage a cro 
008 forage R.Cr。 - 0.16 forage aero re qu irome nt 
=0.5 animal-month
う。 x 0.5=1 5 animal-daye.

次の 計ぷは bluobunc h-wh。 atgraes- が適切に利用 された 時放牧利用のた め 

iに 生配 可能 なるエーカー当りの 飼料物の量を与え る。

4う560 gq.ft.(1エーカー)*10%ﾡ被=1!356 eq.ft.
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,う56 Bq・ft. X 130g工 

54〔11b.のgrが］
= 127 b・

枚に1エーカー当り PTOPer のもとでオリji)出るは

1,217 ユb・*80% proper uoe = 9976 ユb・
才ろ番目の計ぶは見ﾡられた牧狂力 15animal-daye cよって改された、毎日の 

放牧利用のために利用さ れ得る-- bluobunch-wheatgragG の面を示す。

9976 ュ1b. ,------------------------ =5 6.5 D.1 animal-d ays

「aninal-un1t-month fector 表が先ﾡされた。それば各飼料値初に対し 

て、放牧別用のために生証可能る1料のに従つて、牧力の地ﾡり の決定の際にお け 

る、 その係故を示す。 forate allowance は animal nonth 当りの

forage a.creでは<1家盗当り必災な飼料の風乾で表される。」 (Ship1ey 
ら 1942)

き出された animal-unit-month factor 表は、 どの牧野のﾡ料価物の 

i評価に ついて もﾡ足すべさ もの と 考え られ、そ して植被を面欲 100エーカー当り の飼 

のan1maュ-month として示された牧獲に換ﾡする (ﾡ被の9q・ft. 当り正に 

対して) のを容易Cするためにﾡ的が発及された。

§2 基低被圧 (ba9aユ ar9a) ととの関係 
(Point Yield)

$$21 方法の概ﾡ

若し括部面武の単位当り の例物の平均配をが判るな らば、生配量の見試りは、被度に基

く 組皮 分析の結果か ら計算出来る。Cのような 方法が、西部 ナグの短草型立地 (ah。 r t 
gras。 prairies)で適用された。Cゝでは平均のﾡ被が約1 0%で、主要なる価 

は Stipa comata その他の Stipa sp . , Agropyron emit hl 1 , そ 

の他の Agropyron Sp.,Bontelona grac1l19, Koeler1a c r is ta tf 
Poa secunda, Eurotie lanata, Carex f111foi, Atripl9x 
nutta111i である。基底被度はポイント (Po1nt quadrat) 法によ り 調 

査された100点当りの当つた 改か ら 計算し て、査定 さ れた。との関係は ま た北東 フ ツ ホル 

-ャ。 bunch_graeo型で用いられた。そこでは植被はライン Qline inter 

ception) 渋に よ り 求め られた。Ii位面面iii(当り の平均重は、多なの主拠な飼料慣に 

ついて、多年に重り、いろいろな条件下■で集められたデータから求められた。これは草極 

の生ui Or1olding capacity) と 答えられる。それ故、 生証量はﾡびのデ 

ータから計以 される。

$2.2 草林の 相対生温他力

uの生aiフ、すなわ ちi消tm5当り平均重量は任意に多数の十分にﾡ然した松物を 

消出し、それぞれの被性を測り、 そしてそれを刈収るととにより求められる。働料価物は 

家 ﾡの 採喚と 似た方で 刈収 られる。すなわちイネ 科事ﾡの場合 は そ れ は低 く刈収られ、ﾡ 

木の場合は唯い、柔い小枝が収去られる。ﾡ初の生育期間中のﾡ乾量が決定され、その 

草極の M 板度の合計が、その重をっくつた面ﾡを与える。それから与えられた而晒 

生証iは、 atipa comata----基的的イネ科卒でみり、一株な値を与える——のlm 
fの生Uと比較される。このよ うにして得られた値は飼料物の相対的生証ﾡまたは 

相対的生西力 (productivity) である。

Stipa concta の生を1とすると、 Bontelona grac 1 lis の生 

函は0.ろう、 AgroPyron emithii のそれは1.28である。 B.Eracilie 
が、 S . comataの2倍の面ﾡを夜磁してもその生証は低いと推定される、何故な 

ら一定mBについてそれはたつたV/3 の生津ねしかないから。主要な植物の用対的生産 

祀力が一度知られ ゝ ば、全飼料生証と たる 処の牧養力 は植物の基我被度から 計算する こ 

とが出来る。

$2.う 飼料ﾡ物の生配

初に全0料植物が、各植物の 相対的生証施力の価に夫々の基ﾡ被度の%を掛け、それを 

合計するととにより、 Stipa comata coverなるものに換ぶされる。 100% 
値被の Stipa comataの立毛(ﾡ的)はエーカー当り5,0001b. の風ﾡ飼料を 

生配する。飼料植物の生産量の計界例がオ 2 5表に示される。

$$24 牧養力

この値のた め!こは、適正な利用下で採喰されるでみ ろ う 飼科犢物の%が知られなければ 

ならない。カナダの草i也 (pruir1e) ではこれは55%である。放牧に利用可ﾡなる



銅料ﾡ初はそれ放、う5.5*0.55=19ラ ユb・/エーカーでるる。放牧中の肉牛は1ヶj 
当り、 乾燥量で660 1b. の飼料を必迷とする (Morrasode Feeding 
Stanlard cよる)。1000 ユb. の牛を1ヶ月姿うにする牧ﾡ力は

660 __ z
---ラー-,-- =う.う8 ーカー/CO-mOnt」 である。

う5.つ*055 

エーカー当りの cow-month で渕られた牧養力はユーーパュー =0.295cow_montha peracre である。 。 u u
25 全飼料生産量の計算

草 ﾡ
() 

ﾡ氏被圧 
%

(B
相対的 
生ブカ

(*(

Bonteona gracilie 5.5 0.33 1.8 1 5

Stipa comate 1o 1.000

Agropyron emith11 1.5 128. 1.920
Koeeraa c r 1 e ra t a 1.5 0.9 7 i.155
PO& cund & 1：5 0.60 0.9 0 0

合 計 7.090

Stipa comata はエーカー当り5000 b. の飼料を生証するから

5000x709
たイ・ノオィ=---------- 一ー ン易P 1h. /nハ 〜A100 • -■

第13章 実際の重量

(Actual Weicht)

ﾡ料草の刈収と杯によ る 生能 カの測定は主 として、草の街生して る小規びの放牧地- 

一 それは混利阪な気候下で典型的な もので ゐ る一で用いられる。生長の旺盛な イネ 

科事ﾡや メ科卒環の多くに刈収に対し無限でばいが 強(ﾡ抗し 次年こは従する。始なは、広大 

な放牧地 (praire, range, veld, bueh ) では、これらの小雨地方では

独の刈収からのﾡ復がそいから、刈取法I よ何れ も 実用的でない と •考えられた。 こ
・

れらのﾡ生型では大面Bに重って均一であるから、少しの標本でよい。それ故所ﾡ時間は 

それ松大な 因子では ない。そし て 今刈収法は 念速に用い られつゝあ る。

異った気候条件下では、生育状態が異るから、用いられる方法は非常に無る。これらは 

ろ つの主ﾡの 6 とに論硬する。

(1)開絡に地、開裕載木地から皮る広大な放牧地 •

(2)或ﾡ立用のﾡ生地

(つ) 放牧地として管理される密生地

(かんがい放牧地を含む)

s1. 開裕卓木、流木生地の広大な放牧地

$$1.1 一般的方法

冬牧野 Gマintorrange) は放牧季節の初めに、そこに家畜に喰われるべき 飼 

料れが、どれだけあるかを見るために刈られ、 夏野 (eummor rango) では、 

夏季放牧の終り に、そこcどれだけ残されたかを見るために刈収られる. 全期間に亘る連 

税的な刈収 からの 全4間証fの 決定は、試映機関 (r附灰 したよう な小 さ い代 表的な処を 

研究す る 時に のみ なされ、得られ た知識は 全牧野 に適用される。

面就の御定 された処が、ﾡましい高 さで一様に刈収られる。地証近 くで刈収る 時は株を 

傷つけない株に注意し なく ては ならぬ。刈収高の決定には、高さ と重量の関係 (ight 
/wo1ght relationsh1p) が考さるべきである。例えば bunch grage 
はその証量の大部が、地際にあるか ら、低く刈る べac あ り、一方高華落本 (10 ng- 
atem graee) は重の大部分が、 地から少し離れた処にあり、 より高く刈る時、
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生証uの良な位を与えらだろう。ﾡ物はいろいろなグループに分私される。 地ち樹木の 

溶葉、前年の本 マメ科草机 雜草以 イネ科 曲:の葉と当年生の小优 - これ 

らはブロットの内またはプロットの上で、家奇の通し得るM囲内にある もの 一 でめる。 

cれらの区分は別々の袋に人れられ、 生重を剥るか、または持州ってW燃量(風統ま 

たは絶) そ測る。鉄を使って手で刈収るのが刈以磯械を使うのより 災際的である。何故 

な6目然放牧地は地表面が普遺不規則であるから. 生証量は位岡秋当りの生重量また は 

風乾(絶統)itで改される。季節的変期の計柄こは、満足出来る平均値を知るため,こ、 

多年に 頁 る 記録が 必どで あ る。

(e) 刈収mﾡの大さ さ

15q.d・または l:gq.m. がブロットの普通の大ささである。報告されている他の 

例は、 mixedpralrieでエーカーﾡにろUの合で0.258・m・ のコド 

ラート;南フリカの veldでyd.*lyd.; Alberta と Saskutchewan 
の短のﾡ生草地で1oq.m・ ないし 6eq・R• である。

Campbe11 らは、面武が:960q・ft. のブロットのﾡ料立のEr・ i位での 

ﾡは、直接エ ーカー当りの1b. 位のを 表せる とい う 車火に 基いて、刈プ ロツト 

の大きさをがめた。エーカー当りュb. A位での生証は、9.6en.ft・ の面式のgr単 

位E量を10搭するCとにより得られる。試行ﾡ誤と分析の結果から、 Campbell 
らは9.69q.ft・ (各辺ろ.1ft.) を過んだ。飼料の平均的なコンデイションのも 

とでは、この大きさのプロッ トはかなり小さい差を与え、価生亜型のい木抽出には 1 。 

ないし1 5のプロットでょい。 ょり小さいプロットから得られた重量は、妥当な数の標本 

で力意な結果を 得るに は余り icも大きく 変動し、一方大さな P ツ トは、裕合 よ く 刈反、 

秤 方: す ろ のic多す ざる 道 を与 える。コドラート は直径 0.25in. の埼接さ た体か ら 出 

※ている。ごの力法はﾡ科京の生脈量がエーカー当り年間10〜50001b. の範囲 

の条件の処で検討された。 Friecnkrecht らは Utah の Great Baoin 
で直径 2in. C9.65q・ざt・) の 円形の 操を用 いた。かんがい 放牧地生配性の 

高い土地では0.96sq.ft. (直経13.27 in.) ﾡ木では96eq.ft・ (i 
径1う2.551n ・) をすゝめている。このような大きさを便 う時は、1ヶの968q. 
ft. のブ=ット、10ヶの9.6eq・ft・ のブロット、20ケの.8Gq・ft. のブ 

コット。 ケの 2.らq.rt. のブ ロッ ! または 1 00 ケの 0.968q・ft・ のブロツ 

トの财草のSr•単位の闻をは、エーカー当りの 同北革の 1 b ・ 単位の很技と 等しいCとを
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憶えてsく と都合がよい。

以上述べたブ ロットのうちたゞ1つが短形である。派近の研究死は狭なプロツ トが、 

殆どすべての切合冽 相円であ り、将来より広く便われるだろ う と言っている。

(Stevencon 1950)。

(P) 刈収のあ度

年 1 の刈収は牧野の 代表的な部分で なされる。自 由放牧がなされ る か なり 乾ぷした条 

件下では、刈坂からか取がび役するのに一年では不充分であるから、次年には他の処が刈 

ルられる。刈収が翌年の生証量を被少させるととそ示す町実は沢山ある。 C1arke ら 

は西部カナグの半乾燥性地で単年間の平均生配はとして次の値を与えている、 則ち毎年 

刈成された時ﾡ料求の風総重量は22 う1v. 1年ゝに刈取した時は28 う1b・ で 

ある。1 年に 1 山. り 多 く 刈収す a と 生証量の淡少は更に 著しい。 A1d ona はアメリ 

カ のu部の /。 c いて はﾡ物の活力 と生配は刈収の脚度と逆に変化する こ とを示す 

結県を提示している。刈収頻及が増加けするとﾡ白慣の含量は州すが、生産出の 損失と平 

衡を と る程多 く はない。

$s1.2 二抽出法 (aoupleoampling)
刈反コ ドラートの繰返し に要する 時間は、特に降雨その他気候条件が恐いた めに、1 ～ 

2週間のうちに外業をしな く てはならない時、この方法にとってﾡ大な欠点である。

wilm らはいくつかの簡易法 (au1cker:method) に刈取を結びっけた。大面 

ﾡcつい て簡易法で多政の微測が任意になされ、次に任意に抽出された若干の標本でﾡ料 

値物が刈収ら れ科量さ れる。 r それから小保木のデータ のみを用いて、簡易法でをだされ 

た因子と飼料ﾡ物の実際の重量の関係を示す回帰が計ﾡされる。」子め全ブロツ トに対する 

る、刈取るべき プロッ トのﾡ合を計算することが要である。何故ならは 余りにも多く 

刈収されるならば不必要な 出買がか さみ、少なすされば、何頼出来なない回帰方程式が得ら 

れるから。簡易法はﾡ見聞り法法とライン法 (ine tranoect) により なされた。

(a) 量見りとの併用

刈取が、 本一版木一( eagebaue}-型で重量の見ﾡり と 組合された。1 2.5 
ea.ft. のプロット がエーカー当18rのﾡ合で Tn見氏 り 法 (11ﾡ)で、調査 

される。cのl 8ヶのうち5ケが刈収られ、生重量が行られる。イネ科草類、雑肌、ﾡ 

木ﾡは別のグルーブと して収扱われる。 イネ科草ﾡと雑ﾡの突際の重量はﾡ試式り重はと.

一う1-



良好な推関を示すが、 木については相関はあまり良くない。この二近抽出法は同じ 外 

業の時間で、単独の刈法よりろ6%多く出米る。然し内業の時間を含めると1% 
となる。

(切 ライとの併用

刈阪がライン法とﾡ合せて用いられた処のﾡ生は ounch grass である。この松 

生型はラインが見噴に適合した型である。250〜ろ。 0エーカーの放牧地のそれぞれ 

でろ6ブロットが抽出される。各ブロットでは、 2本の鉄挑の間cうUft- の総が弘ら 

れる。網に触れたﾡは、地表面での直径と平均高が測られる。この う 6ケのブロ ッ トの 

うち6ケが無作為に避ばれ、 メ収られる。刈取面依は綱を囲んだ、う0ft.*05ft. の 

ベルト、トランセクトである。Cの奨数では風乾面量が求められた。ﾡ物は度われたもの 

と喰われないものに分類され、そしてつのグルーブにまとめられる。即ち(1)ta11
bunch gress,*(2)ghort bunch grese, (う)ginge-etemod と

8od-forwing graee と grese 1 iko plant (Eorb である。 この調 

査地ではﾡ木ﾡに"好性のあるﾡ物の う ちの小さな割合しか占めないので無視さ れた。樋

の直径に平均高を掛け合せたものの合計と、飼料植物の風応は ehort bunch 
gragg と forb を除いて は 央好な 相関 を 示す。「外業のみを考える と、この方法は 

単独の刈収法と比談して、同一時間内に28%多く出米る。内業に災する時間尚も含めると 

これは11%となる」 (W1ュmら,194)。

二近抽出法はプロッ ト間を歩行する時間が少い、集中的な標木調査の場合に効的であ 

る。「一方、プロ ットが比較ゆ意く 離れる か、または置くのが困ﾡな大ﾡﾡの処では歩行 

時間が多く かゝ り、全部刈して も、その時間は全外業時間 に対して少い削合でしかない 

ので、二抽出法の特徴は失われる」 (W11mら,1914)。

上記の二方法を比べる と重ﾡ団り 法を仙 う二I抽出法の方が、ラ イ ン法を仙 う 方法よ 

り、 外業に翼する時間がょ り 多 く節約されるので有利である。

§ 2. 密生草地 : 乾草用草地

乾革の生座 は年間の短い期間の 収獲 越 で 与えられる、そ れは 条件が 1回より多くの収 

獲を許す場合を除いて、普通年に1回の刈から得られる。英国の農場では 次の 方血 う 

ちの 1っにょつ て 各団場から の乾立生曜量が計Wられ ・。即ち(a)乾車の東の若干を 科量 

し、画場から 刈取られた束の 数を数える。(り炭家の庭に収容 される 様な場合は、台研で各
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々の東を行量す る ・ の生証武の 正硫なデー タ が 要求され、乾の 全部の 東を 測 る 設偵. 

がない時は、・場全休から無作為に若干の列を刈収所する c とにより正面なミデータが得 

られる。必災な刈収の列の実際の歌は以求される正加ﾡと、画毋の変異性とによる。一般 

Iに約1 0エーカーまたは時には2 0-ーカーまでつ聞場について、無作為にとられた20 
～30yd・ ②さの約10木の列の刈Rがかなり正確な結果を与える。このようにして 

刈取られた草が梱: される。刈られたものから代交的な小ﾡ木がﾡされ、総堺後再び

される ・ これは 耳が貯因用こ乾草と として保存される時の重量の波少率の 目安を与え 

る。

然し乍ら、靴の生産量を次る主たる目的は、 混括の場合の各求または各ス ト レーン 

Iにより生迎される1料の量を比縦するととであり、 e して 管理方式または施肥方法の比較を 

することである。この目的のために、均一な画めに、一連のプロットが並べられ、各ブロ 

ン トは別々の処理を代表し、そして繰返しがとられる。

小さいプロツトで扱うのに適した進式求刈機 (aecianically propolloa 
mOwor) が山型する前は、約0.00ろェーカー(9ft.*16ft.) までの大きさの 

コ ドラー トが当1通用いられた。コ ドラー トがブロ ッ トにおかれたあと、コ ドラー ドの外信 

の草は鎌で刈】反られ. 既知の面改の上に立っている革の"islana" が残される。これ 

は最後に普通練で刈取られ、生産畑が評生される。然しながら、この方法では、長革願一 

特に客生している場合——ではコ ドラートをきらんとおく ことか雖しい。

小型の推無草刈扱 - 特に 機械の前面iに central cutting bar を持った 

旅刈機--  が現在の方法をかなり 簡単c した。 Abe ryetwyth では採本抽山出の2っ 

の方式が用いられている。1っは"iglana" 法、他方は"strip" 法として知られ 

ている。前者は周辺を除いてプロット全体を刈収るが、一方後者ではたゞ飼料草の狭い 

のみ刈る。前者は一般に、ブロットが小さく、—— 約0.。 5 〜 0.。 2 ェーカー (約20 
～80sq・m.)一 長さがの2倍より小さい処で用いられる。"etrip" 法は一.般 

に全ブロッツ トを刈:るのに手数がか ゝ る大さいプロ ッ トで、巾よ り共さが非常に長い処で用 

いられる。然しなが ら、方法の実際の扱択は、ブロットの大ささまたは形より も、実験を 

する人間の個性による。両方の方法と も、試験地のなかのブロッ トの外縁を除外する こ 

とを 狙っている。この方法は隣接する ブロット の影響によ る 誤差 と 播極時 ブロットから 

プロツトへのﾡ子の移動による設差を少くする。除外される外縁の巾は一定でないが、プ 

ロットの両側で2ft.、両端でうft. 以下のこ とは少い。両方法の正確な手務ま図式

一うう-



(2 7,2 8函) の以けで、う まく 説明される。手税のﾡは各区式の駐でサえられた順

に従う。

・iglana"法 (27回) c:いては、1列またはそ以上の列が刈収られ ブロツ 

卜の各行の間が、み1間と同様にされいにされる。 とれ故立っている立の多くの "1olcne" 
が残る。刈機の面価のcentor cutting bax iにり、ずLLx列を刈収るととが前 

ﾡである。それ故残されたの "1glana"は真血な例面を持つ 各 "1slend"の 

両側 と両愉奴さは "ioaana" の平均の長さとhを得るために孤定し、そしてとれ 

ら は殆ど正確な短形で あるかい、そ のmB:ty し得る。そのuで、各 "1o1and"の 

草を刈収り、行册する。

atrip 法においては、ブロットの各行の間を、1つまたはそれ以上の刈で刈収るが、 

各行のプロット尚はメ収らない。それ故両ﾡで切ﾡされた草の"etr1p" を持つブロッ 

卜が残される。それから conter cutting par を持った草刈被を用いて、1ま 

たはそれ以、上の列が平行に刈 取る、然しブロットの商側からろft・ 以上臨す。各列の 

刈卒が評され、その面取が計算される (投さ*刈反の)。ブロットの端から端までの 

長さの全列が刈収られ、 そのは一定であり、 メ反られた各列について必要な測定はた ゞ 

そ の正確な長 さである。課 本出 のすべ て が終った あ と、残っ てい る 立は 刈収ら れる ・

両方法にい、て各プョ ッ トからの飼料?No 生近母と、各ブロットから と られた6 00gr 
の標本の風乾面が求められる。 これらの量と各プロ ッ トで抽出 された 草の面積から エ 

ーカー当りの 乾草の生産量が 計算 される。

§ う. 密生草地: 放数地

放牧地の状態 (Th。 pasture condition)
放牧地の生産量は再生 (re-growth) の尺度であ り、期川全体の放牧条件(grCz- 

ing condition) 下にける一続きの刈取を含む。 日的は、収穫される 飼料草が、 

放牧家奮に利用されるのと、量、植物の紐成、 化学分について同じ条件にあるようなフ方 

法で刈取られる ことで ある。 イネ科車の放牧地的性ﾡを保持するためには、少く とも生 

育期間中に、1～5回、出※れば11〜12回刈取らるべきである。降雨!心が多い程、刈 

取回数は多 <すべ きである。 才1 ﾡの刈取時にないては仰料立は放«地 (pceture 
awara) の性質を持っているが、同じ処の才2山日以降の刈区時には、生産力とﾡ物ﾡ 

政に変化を米す。それは次の1っまたはそれ以上 時には全部の理由による。すなわち、

埼27 I S2and 法

プ°ロ「ー ト の

三三三三 プロ ・ノ ト の行可ぞ/っ うとは と?し 以上 の メlt ご 

刈取 る。

I プマ、バト ﾡで ノつ3には土i北上の i ヤぞ

III 取る。

メ上 の 刈坂 に残* 1L るﾡ料革 の "、u合wzし"- 

こ の高稿を刻り、 草長メ取、 ﾡ量する.

——-



第え8団 SLriP ※

プロ ッ ト の ﾡ系

プ ット の行で 

yl 取 る。

名洋ﾡ を/っの

の長= そﾡる。

ノっ さはそれ以上のメロ ご

で刈取ッ、 砕量レ 刈系

ﾡ 本 メ 取»れ女めと おヂってい る御 ﾡ革. 

これなめとで メ) 取 る。

一 ヲ6 ー

刈取収は家市の採 よ り 激で あ り、完全で ある と と。全値生が一 様な高さ のﾡ物を残して 

一度に取去られるから、残された葉身がaに、風雨にさらされるので、で復がむくれるこ 

と。刈収は種の好性に以係な く 一様に飯料卒を除去するから、 好性の高い種が、 

放牧の時より？ぶ、劇合を占めること。ﾡは不平等に刈取られるから、 直立性のものはﾡ 

御性のものよ り書を うける こ と。路傷の地器がな いc と。刈草の除去は土地の植物性腐极 

を奪い、放牧家奇を通して の分の 土所の還元が ないから、 土地の肥ﾡが変化す a こ 
とである。放牧地の条件は、同じ処の 組微的な刈取を避ける こと、和量された刈草を元へ 

返す こ と、 期間0の大半の期間刈収つた処に放牧する ことにより 維持し得る。それ故、 

放牧と刈取を超合せた災では、刈取面積は放牧面積の小部分のみであるべきだろう。ス

カンジナビヤその他の研究者はとのﾡ合を!〜5%とし、ﾡアフリカのgrao。 vela 
で Wogt は%、スイスの qrenddean は1〜2%とした。

放牧地の実験では equare :ield または padaock は畑形のものが好ましい。 

家、特に牛は、一隅に第り 易く、採ﾡと肥迎が均一でなくなるから。各放牧期間の総 

り に、排泄物を拡げる ことは clump の形成を妨、より•均一な生育を もたらす。プロ 

ットは圃場または paddock 内になかれ、 小さいのが好ましい その全而積は同じ数 

のより大さなプロツトより小さく、近接して 置かれる な ら、同じ土傑型と同 じ微気候を 

持つだろ う。小プロン ト を用いれば、利用し得る面硫内でよ り多 く の処理とそのよ り多く 

の箱’ミ返しが可迎である。

放牧地の生産量を測るのに便 われる方法は どれも放牧地の性を維持するためのナべて 

の条件を満たしていない。あるものは1 つの点を強調し、あるものは別の点を強調する。 

あるものは簡であり、ある ものは慢雅である。それらはうつのグループに分けられる。

刈による方法 (ungrazed plot, nown or clipped)
excloeure を用いない放牧試験 (grozed pastere without 
exccs uro)
oxCloeure を用いる放牧演験 (grazod pastup with excユosure 
fOr protection from gragig)

前に述べたよう【こ、これらが論識される順は、それらの重要性を示すものではない。

C れか ら述べ ら れる すべての 方法にない て 刈取 ら れた草は 同時にﾡ物細成分析のた めc、 

手で分けるとと (hena eoparation),ﾡ量,または本数を数えること

(t1ller counting) により副次抽出される。
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8$う.1 刈取

I 刈取法:刈卒は放楽(Herbage cut:Caippinge d1scardod)
この方法はSinc1ain (1816,1826 により用いられた方としての歴史的興 

味のために致意を払って、巳Iに述べた。Cれは羽在の放牧地の生産量を測る方法のﾡ開の 

最初の段所の 1 つを代義する。この方法は巳に述べられた刈取のすべての欠点-即ち、 

植物紐成の必然的変化. 生産証の減少、と放牧地の一般的想化——を持つ。

II 刈取法:刈草をプロットへ戻す(Herbage cut: Clippinge roturned 
t。 the plot)

プロットが刈取られ、刈草は押量後、もとのプ a ットに撤布される。それ故、肥状度の 

維持を助ける。限により 刈算が吹き とばされるのを妨ぐ様 (こ、プロットは貴く彼のされる 

べさである。温い乾探気候が就く 時は、前回 七刈取られた乾いた刈草は、新しく 生育した 

ものの刈草と我に、拾い出され、秤母される だろう。それ故依: いた 刈草は次 の 刈取の 前に 

除去さるべきである。多雨の処では刈はより早く分解し、次の刈取の前に刈取高の下に 

落着く。それ故それを再びﾡ量することは無祝出米る。

刈草を 戻すてと を含む刈取法は、刈草を取去る 刈取法よ り、よい結果を与え、放牧地の 

処理 内の予備的な比絞に有用で あ る。然し 家査の探喰に件 う 過択的 な作用は両者共欠けて 

いる。

9$ろ.2 exclogure を用いない放牧漢欧

I 休牧期間の生母量の測定

放牧地の小プロ ット 内に 無作為に 分散された 飼料草の コ ドラートまたはスト リップは 

放牧前に刈取る。それからプロッ トに刈取られた処の高さまで1〜2日で喰われるように 

強度に放牧する。その放牧地はあ る 期間休ませ、そしてまた これを繰返す。こゝでは動物 

は、生物的要因を与え プロ ットを放牧地条件に保つために、ic案を除去するだけであ 

る。喰われた飼料卒の量は計Wに入れない。

刈 取 られた 飼料草の 理 依か ら、そ の放牧期間に 家奇に利用 さ れ得 る 飯料卜の量 は計算 さ 

れる。単に相対的な結果が要求されるときは、短い放牧期間中の生育は先政されるが、絶 

対的生産量を 求める と さは それを含めな く てはならい。それは休閉期昭］ の一日 の平均生及 

母から計界によつて求められる。これを生産量の値に加える。例えは20日の休閉期間の 

生長量がxgであれば2 日の放牧期間の生長には 子ogrである (1日の生以軸が問しと 

仮定して)。全期」間の生産量の合計が、放牧期川の並産量である。降雨班が少なけれ if、 

休閑期間は永く なければならぬ。ぬを燥気校下 (前オース トラリア) では、生座量は6 か 

ら 1 0 月までの冬季放牧期間中に約6迫間の間隔の!放牧地間でぷ定されるが、一方 イ 

ギ リスの西半分 の 多雨地では、生育期間中の平均休閑期間ば う 〜単!選間であ るべきで 

あるか投公期には2選間である。これらの突験の根本的な条件は、プロットの大きさ と動 

物の頭数の間の関係が、動物が短時li (2〜 48時川) の間に、利用可ﾡな飯料草を映 

いつくす採なものであるべさだというCとである.

Lynch (19! 7) によ り、この方法に対する反対がな された。その なかに,は次の 

ことがあげられている。すなわっち、放彼期"中の生長量が計女されなけれ、課木の正 

確な性質 というより むしろ近似的な性質であ るというと と。刈取高まで採喰させる こ との 

ﾡしいとと一採喚が刈取高より高いか低いかにより、生曲の見積りが尚く、または低 

くなる こ とからﾡ料の評価の変興を伴う。 小プロ ッ トでは、すでに刈取られたコ ドラー 

トまたはスト リップが呼び刈取られるととを避けるのがしいとと。 Lynthは、採喰 

が刈取られたスト リップに集中する から、そのょ うな処はかなりの間目ユつと述べている。

Cの方法はﾡ用がかゝ らず、 川純である。和、 ストレー 施肥処理を比較する場合、 

放牧下の飼料の生産の粗い概念を得るために、そして、放牧災験 (etockr-graz- 
1ng oxperimonts) からの結果を補するために用いられる。

II メリ草を戾す こと を含む刈取 と 放牧の 交イ弋 (Alternatu mowing ana 
grazing wth return of clipping)

との方出は放牧地が放牧条仲にある期間中、 税的に生配量を測る。実験抜術は、== 

ージーランドのHudson により 発展 された。

実験価場は2っの部分に分けられ、1つは強度放牧し、1っは刈取りをする。刈取区か 

らの刈は和量し、放牧区に撤布する。ある休閑期間後、刈取区に放牧し、放牧区は刈収 

る。刈はﾡ量し、放牧した区に撤布する。 全飼料車がこのようにして消四される。この 

場合、動物は に、飼料草を放牧地の 条件に 保った めに あ る。興つた ス ト レーンや混播ま 

たは施肥の試験が望まれる なら ば、各区はプロ ッ トに分けられる。プ・ッ ト内にﾡを置か 

ない。 密は1つの共通の enclosure 内の1組のプロツトを採喰するそして1回 

の放牧の間に多くの処理をﾡ察することが出来る。 各プロットの角は2*2in. でさ 

151n. の瞬の撤？印される。夫々は頂端に、トクンのラベル——それには処理番砂 

が印され、対応 する プロ ッ トを示す—— が打つけられる。
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全実験地、2っの区、仙々のプロットの大きさと形は収設される銅行ばのと刈限の 

の 突際的 な 考通 c逃sい て 5 岫される。 例え、実験血積は 2っの区—— それによ つ て災験 

面びがれる-が最も不利な季価的条件下で1 日で以役、利量出来ろよ うな大き；？である, 

例えに、刈取はﾡ炉卜社が卜部湿度から影ﾡを受けない様に正午まで5く ら されななけれiばな 

らないだろう。2っの区のそれぞれが大体正方形であるように設計された。このことは、 

ょ く 知られている動物が細い皿場の一方の端に災中するﾡ向を計W している. 1 つのプ 

ロットからの保本は21b. より少くてばいけない。そうでなければ感度のいﾡが用い 

地なければなら ない。また飼料草のﾡ本は収扱うのに大き過ざて もいけrい。121b. 
力上限といわれている。プロットのhは草刈機の中によってめられる。 cれらの条件と 

満足すべき 実験用地は0.4 5エーカーで各区は0.2 2 5エーカーである。2っの区の夫.々

29凶 刈 取 と 放牧を 突互にする 方の央型的な 実験計回

117

の大 ささは117*84fて ・で各プ ロットはう5*6ft.である。省プロット内 の刈取 

証積は60*2ft.. 即ちろ0ft.の2本のストリップである。 このことは合計で26 
ft・の刈収らない部分-知ちろヶの81n.の otrip から 成り、1 つはプロット

の 中心部を 通り、他 は 両側に 沿つて ある —— を残 す。草刈 検の 市怖は これ ら の棄てられる 

部分の 上を通る。2つの区の夫々で6ケの処那を6回ぶ返す実験の請計がオ2 9図に示さ

れる。

休開期間 と放牧物期こつ,、て氓裕な法則は何 もない。飼料草が結羊と牛による放牧に適 

する生ﾡの段ﾡの中間に達した時刈られる。休関期川は生育に造した季節には1 0 日問 

という よ うに知いだろうが、冬のIはろ ヶ月とい う よ うに長いだろう。放牧は1 日内外税 

くだろう。計画の 1 例がオ2 6表に示される。

放牧 下の実験区は描除刈 (clearing cut) がなされる"nSc" の前のしばら 

くの間探 強 されずに氏される。(2 6 表を見よ)。cのこ とはすべての採喰された飼料

草を少く とも刈取商 (sampling height) - それはこのような実験では1in. 
である —— まで生存する こ と を可Tにする。各プ= ッ トの両側 と中心に沿つて刈られな

いス ト り ップがある。" M4&w()"の刈取の時、 すなわち刈取、ﾡ量さ れたﾡ料事が抽出 

プロットに拡げられる時、 刈取られないスト リップは家市に採されるべく残される。

ニュージーラン ドでは、この様な災験のための放牧の払さはエーカー当り細¥8 0〜1 
60頭である。家密は実験下にある放牧地に似た放牧地から 入れられ、そして戾される。 

「家密ば倒料草の良好な利用を 可 加なら しめる よ うに十分に長い間実験地に置かれるべさ 

で、そして空版になり、プロット で探険 さ れた 飼料草の等 r より多く 排泄させる ま で く 

置くべきではない。何故ならとれは肥浜度を持込むこと (in-brought ferti- 
11ty) になるから。実験 曲こ 入れられた時緬羊が空腹であり、プロ ットで喰つた飼料草 

と等量を擁せする前に灰されるなら、肥天度の除去に結果するだろう。持ち込まれる肥 

ﾡと肥状ﾡの除去の両者とも、正当な判断がこの可能性を示す限:り では、避けるべきで 

あろう。」 (udgon,19うろ)

Hu as onic より報告された様に、刈取と放枚を交互にする方法がス=ー デンで乳牛を 

用いて実施された。しかしとゝでは交代は1年毎で、実験は〜6年に耳った。 5m・*5m. 
のプロツ トが山来るならラテン方で、不可能の時は列状に配置された。木枕 ―— それは 

この土卵でに 凝 される 期間もたない—— で印する代りに、プロッ トはお互に溝- その 

上の巾は 約 7 cm-で分けられた。このよ うなﾡは依物ﾡ土場では数年に互る実験の間も 

つが、泥炭土ﾡでは約ろ4F年に更新されわばcらW。正常な気候の时には、プロットは1 
生商期間に5回刈収られた、すなわち5月の終り、 6,7,8月の中句、9月の終りである。 

刈収取収は 2〜ろ cmの高 さ まで 銘で な さ れた。

Apprieaユ: Lm ch は、この方式でﾡ型 さ れた卒地は 〜6 in.の商 さ まで生



26以 刈取 と 放牧を 交互に する方の1 例

日 A 区 P 区

1両区が閉じられる

6
1112
13
2 ,
29 1

30
3536
37

8 s
49 1

5

M & W(l)-
M & w2v

&0と

G
a——> GG

----  m&c
G
G

G ぐG

m&c一

■

:- M & wa)

・ M & w(2)
——> & a

u & wd)- G
—> Ga • "
L -

註 A・Pは同じ実の1対の区である。

M&W: ﾡ料草を 刈取研量す る。

Q : 放牧する。

ゴ&c: 対応する 区の M &W と 同じは さ に始除刈する。

= : 刈草を対応する区に移し、採験される ように拡げる。

り :刈卓を その プロ ット(こ拡げ採喰 させる。

"m&o" は対応する区の"M&W (②)"が行われた直前または直後になさ 

れなくてはならぬ . 

長する (ニ ージーランドで)---- これはﾡ民こよって得られない状態でめある。-----  

とい う事実に注位をひいている。しかし、Cの方法はその気候条件下での最大生産量を与 

える。

ニュージーラン ドと スカンジナビヤで 経演された。更に 重大な欠点は、高い生産量を与 

える処ﾡ下のプロットから低い生産量しか与えない処理下のプ= ットへの養分の移動であ 

る。これは家面が、全プロ ットに豆つて目 由に採喰する ことから起 & このべ点は、6 ケ 

の処理のあ る実験- そDうち5 つは施肥 さ儿 その結果無施肥の処理より 5 0%多く生 

座する - の例を号えるなら、完全に 正しい と 思われ る。飼料草の 消費 か らの 結果で あ 

る動物の全排融物が、金面ﾡに一様に分ﾡさいるなら、1 ないし2年後には、全処理か 

らの生産量が平にな る 傾向が確にある。しかしながら若し各プロッ トの採喰に質される 時 

間が、その 生産量 に比例 し、各プロッ トに対する動物の排ﾡ物のﾡ元が採喚に比例するな 

ら、肥関のﾡ動はないであつう。プロットがろ年7ヶ月、刈取 と放牧を交互にする方 

下にあった実験にいて、・物の排池物の移動が、金肥の施用の影響に関して、非常に 

拠乱する因子であることは 証明 され なかつた。一方、Lyncn の実験は、ﾡ状度の移 

動は、処則か ら の測定 可能な反応を、他の 調査者に よ って可能であ る と考 え ら れた範囲まで 

ではな いが 娜的な變囲 まで減少させる こと を示した。肥沃血移動は、プロットへ緊牧 

する ことにより、または encogure に入れることにより、 1プロツトへ1頭または 

それ以上の家商を閉じ込める ことにより、防ぐことが出来る。

プロ ッ トの無作為な現心より むしろ、. 作為的な配置が、結果の正しい統計的分析を不可 

能にする。 Hadgonは正しい統計的解訳に伴う 無作為な由列の利点より、正しい統 

計的解訳を件わない作為的な配列の利点の方が重要でゐ る と考えた。

刈 草 と 家市の 排ﾡ物か ら の 養分と、放牧家畜の蹈附 と 選択的作用は すべて地の初めの 

物組成と放牧地の性格を維持するのを助ける。この方法は 生育期間を通じて または数年に 

重る 税的な生産の記録を与え る。測定の*い度合の正確度が可能であ り、1.0～18の 

間の低い 標準旗差 が結果 に伴う。しかしながら、刈取の影容は、多週間残る。

Bwedleh QraG G1 and and Peat A8e: では、施肥と石灰施用の実験をする 

時cは、殆ど常にとの力法を用いた。彼らは地方のいろいろな処で、 土ﾡと気ﾡのいろい 

ろ な条件を 代表する 多数の 実験を 同時に行うととが 可能であ ることを見出した。
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II 休ﾡﾡ間の 銅料の 生長は 比例 して 刈草 と 掘世物を展す 方法

(heere の方法法)

Hudson により適されたように、銅料の生長に応じて排 物を灰すととは、プロ 

ット間の肥此の移動を防く。 cれは、 Soaroにより報告された、ニュージーランド 

の Palmeroton North の近くで、 perenniaユrograS6 と 臼 COver

の事地の»肥試験で試みられた方法の特徴で あ る。

処理プロットは普通の encloeue の中に位べられた。政牧の用意が出米た時、ﾡ料 

草のストリップが、各プロツトから刈収られ、秤尬し、標本を 化学分析した あと、仮料卜な 

はそれが刈取られたス ト リ ップに戻される。この刈取量は放牧に利用出米る 飯料車の量を表 

す。ﾡ尿を集める用具のついた多数の家部が残つた飼料幕を2〜ろ 日で刈取曲まで採喰す 

るように入れられる。放牧の終に、癖は集のられ、簡別され、測定され、水で稀釈され 

て、各処理下で生育した飼斜草の生産した乾燥物慣の量に比例して、プロツ トへ戻される。 

同じ処迪 プロ ットに戻さ るべさ全量は、その繰返しの叫の生配量の変県に関係な く、e 
の処理の 全部の 繰返しに 等分 される。実際上、正础な割台で、茨尿を灰すととはﾡしいと

とでないと とが判つた。

プロッ トは家査によ り 真の放牧地の 条件を 保って ラ划! され、肥沃 度 は プロツトからプ 

ロットへ移動しない。 乾染欠候下では、挑ﾡ物を水で稀めるととは、かんがいと同じ効果 

を持つ。この理由から、Cの方法は挑物と共に与えられるエーカー当りの水の量が、雨 

はの 少部分にし か当らない程雨量 の多い所で、. 且つ多い時にのみ適用出来る。

この方から得られた2生育期間の結果と、排ﾡ物の正常な近元を伴 う 刈収と放牧を 

交互 (こする 方法から得られた 結果を 比段して、 Beare は、若し指導を誤ってなければ、 

後 は慎え目な結栄を与 える と考えた。しかし Lynch は、 I用 さ れた比軟価は、c 
のような 結果を 出すに は期間が短か 過さ、そ して統別的 ic処別出来ない結米に姫いて い る 

と述べている。

$9.ろ Exciosure を用いる放牧験 (Cage 法)

家命が 永 く 放牧地 にtかれ、その 慣Iに 生育 し た飼料Fの 量が無 祝出米 ないとさ、例料載 

の生長の抽 出 課ホとして刈取らるべく営当てられた一定のﾡ試を採喰から妨くために、 

小さい ○xc1o9ure が用いられる。 exc1oeure は cag。 の形をし、 それは 

全1個ic置かれる (固定 cago)かまたは川中数回異つたﾡ所へ移される (移

LCeEe)。 この Oxc19sure 内 の 同 料草の生及口の 測定は cage法として知 

られている。使われた cage の型は後述する。 cage 法は普通 animal 
production tr1al と関して用いられ、 そしてとの2細の災験が同時に行われ 

るから、1斜載立の生産量と消費量について比較の出米る知識を与える。これら の実験は放 

牧地を 休めるために、2～ろの場所で、輪換してやるのがよい。その放牧と休牧のﾡ間の 

長 さは現存する 飼料 草の量 によ る。 cago. が回定された ものであれ、 移動される もので 

あれ、また刈取が 飼料 草の生長量 を 測る べ く、または消費量を 測る べ く 計画 されたにせ よ、 

こ の方は 全期川の生度量 と共に 放牧期間 中の時々の 生産量に っ いての 知誠を 与え a。 

移動 cage から刈取られた飼料事の方が、固定 cage から 刈取られた 飼料草より 放；： 

牧地の条件に近い

"differonce method" なる語は、引き算 (subtraction) または 

"difforonce.".が含まれる cage 法を記述するのに用いられる. ある場合には 

それは 積 ら れ た 飼料草の生長ねで あ り、他の場合には 銅料事の 消費量である。ある者 

は "d1fference method" なる話を、これら2つの呉った塗そ計ぷするのに用 、 

いる。それはと、では使わない。

I 同定 cage 法rowth recovery undor permcnent cages) 
cage は放牧地全体に分散され、生育期田中に時々 刈取られる。刈取の頻は生育の 

速度でゝまり、普通1生育期間に5～6回であるか、政いは1 0～1 1回である。刈卒は 

乾燥し、秤及さる。これらの重量の合計が、 その期の生産量を淡す。

とれは簡単で、費用のかゝらない方ジであるが、家ﾡによる管理を欠く、固定 cage 
内 は連 続的刈収の もつすべて の欠点があ る。 Connocticutの Storre で Poa 
pratensis の永久放牧地での11年間の実験と、西 Ver gin la の播種放牧地で 

の5年間の突験で示されたように、採険されない処は明らかに荒廃し、生産量は渡少し、イ 

ネ科事ﾡは就ﾡ物ﾡの少い雑草類に置さかえられた。1 生育期間家帝によ る管理を受けな 

い °age 内は放牧地の特性を失うが、数年間採強されない処より明らかに少い害しか 

うけない。. Robineon ら によれば業務が移動 cage 法に 要する時問と 費用を妥当 

なものとしない処では、生育期間毎に.cage が動かされるなら固定 cage 法は十 

分潤足すべさものである。

II 移動 Cag9 法 (Growtn recovery under movble cages) 
この方法にはいくつかの変形がある。ﾡ本を刈取るために再び生育する可に、喰われた



銅料立を一様な高さで刈取るCと (Er1mm1n& Cut) が、しばしば好都合であるこ 

とがある。ある場合には trimming cut なしにするととがﾡましい、すなわち、 

ある飼料はそれに耐えられない。 水気の多い皮長の運いﾡ料卒のための方法と、疎生し 

て 成畏の遅い鹹草のための 方法 とがあ る。

II1 trinming cut する方法

_'9区長の導いﾡ料のための方 Noveae cより報告された方法が、 

I111noas Agr;Ezp・ Sva. とその他の多くの試験場で突行された。 .cage 
の大ささの面積が、刈取、即ち "Erimming" される。その田址 A は 家畜の放牧地に 

入れられた時七利用し得る飼料草の量である。 cage は 刈取つた あとに、そとを採か 

ら守るためc置かれる。放牧該、 cage 内の保遊 された処 は刈取、秤量 される. cの 

T量Bは放牧中の生長量をます。次c cage は予め前と同様に刈取即 "trimming" 
された他の場所に移される。2放牧期間つ終りにそこのﾡ料事を刈取、利量する。この 

孤量○が2放牧期出中の生長量を示す。A+B+○+......... (刈取の回数による)が、

生初朋!] 中の 飼料草 の全生及量 を示す。最後の刈取は、それが放牧期間と対応じなけれ 

楽てられる。刈取は生育の段際により2週間毎、 1月伝、または その他の曲隔で なされる。 

cage は普通 エーカー当り5〜6個で、いろいろな方法で置くととが出米る。うすなわv 
ち回場全投に無作為に、ﾡ場の小区分に無作冷iに、放牧地の代表的な処に無作為に、また 

は 全放牧地に関す るいく つかの ※に よ って。

____ ()政長の過い飼料のための方法 放牧勁の初め、または短い放牧期間の終り 

に、銅料卒の生長が、車刈機の刈取高より低い放牧地では、生座量の価は低過ぶる。=ュ 

ージーランドに存在するとの条件のために Lyn6h は次のような計画—— それは 

t rimm irg の前に、 cege 内の 飼1 斗草ば草刈城の高さ まで生ﾡ す る 切間をなく

—— を提案した。これは4とBの1対の cage を野変とする。

オ1日 cage Aが岡場に世かれる。

410日 cage Aの飼料革(今や全部刈取高以上である) が tr1mming-される。 

cage Bが置かれる。

220日 cage A中のﾡ料求が刈取、砕量される。ぞして :cage は新しい処c置t 
がれる。 'cage B中の飼料革が、tiimming される。

ろ0日 cageB中の飼料卒が刈取、ﾡ量される。 eage Bは新しい処へﾡかれ 

る。 cage A中の飼料草が tr1mming される。

以下同様に繰退される。若し CaE○が対でなく、 1シリーズのみ用いられるならば、 

団場の放牧と trimming の間に、喰われた ﾡ料が刈取高 ま で生育する ことを可能 

c する充分な時制の 経過 を必要 とする。

_Er土mュng_eutの影質:1回のてrlmming cut は革地のﾡ物田成を変えな 

い。 eれにも拘らず刈収はﾡ烈な妨書であり、生育速変の初期の抑制となってあらわれる。 

一年生卒にいて、 生長量の増加は現在の生共量に比例すると仮定すると、trimming 
された case 内では初めの生長迦史が、外の放牧地になくれるが、後に放牧による葉の 

除去がないか ら、 caEe 内のﾡ料立は外のものより大さ くなり、生長速度 も大となる。

II2 . trimming cut しない方

cage 法を変形したものの2つの例を述べる。

(i) Rothanstod試験場で用いられた方法が、 Boya (1949)により報告さ 

れている。同一 cage 内の飼料車は平行な夫々7ft・*lft.lin.のAとBの2本 

のスト リップから 刈取られる。ストリップAはcage が置かれた時、 ストリップBは 

cage が取去られる時、例えばろ週間設に、 夫々刈収られる。 (B一A) が untrim- 
med ストリップ での生長量である。0.1～0.25エーカーのプロットにケの cage 
が用いられた。それらの位世は無作為に選ばれた。

(II) trimming cut が飼料草の板初こ重大に必密する故に、オーストリャの細羊 

の自然放牧地では、 trimming cut を 避けた 方法が一般に 用いられて いる。面積 

が5 links x 5 1inke (約1gq・m・)の1対のコドラートが使われる。1組のコ 

ドラー トは放牧地にかれ、他のﾡの コ ドラー トは移動 cage で放牧から保護される。 

喚われた量と路で失われた量は同じ日に刈取られた ctge 内e 外のヨ ドラートの重 

量の差により測られる。生長量は cage 外のコドラートの飼料草の重量(与えられた日 

の)を、1〜2週間後のそれと対応する cage 内のコドラートのﾡ料戦の孤量から差 

引く ことにより 測られる。連統 (continuous 放牧 と 除換放牧 に適した この方法 

は、放牧 家番に対して 与えら れた 仮料革の 量、ﾡ物組成と化学組成にかなり 密接と近似し 

た値を与える。 Cの方法はまた Illinois Station で Poa prateneis 
と Dromue inermie の放牧地で •用いられた。

II 移動 ctge を 用いて消費された 飼料草の施量を測る 方法 (reighv or 
HObage Consumed using Movabe cege)

cの方法の逃礎となる断則は、同じ日に刈取つた喰われた処と喰われない処 どの飼料
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の重量のが、消費された飼料草の血の八度であるというCとである。そしてこの消費量. 

が放牧地の生堂版 として考えられる。探されい処のﾡ料卒は卒刈機の高さ まで刈収ら 

れる (T量A)。同時にﾡされた放牧地の同じ面積が、同一5さで刈取られる (孤B) 
飼料卒は乾燥し、平量される。その期間の飼料草の生産 口 (ﾡ料草の消四)はA-B 
である。刈取は毎週、二週間伝 または 1 月年にな される。そ して夫々 を刈取した 日に 

cage は放牧地の新しい処 —— 今まで刈取られなかった処-— c移される。各期間の生 

産ftの 合計が生育期間の 全生座量で あ る。

刈取収の高さは少 く と も放牧地が採喰された高さに近く なければならp。そ うでなけれげ 

得られた生産量の位は、全生産量を表さない。この i 黜は、興る放牧地間の相対価よりむ 

しろある 放牧地の実際の生産量が要求 される処で、重大であり、特に紙の放牧地にい 

てT要である。― 何故なら編羊は草刈ﾡの刈高以下で採度し、栄養物を見つけ出すか 

ら. .

消費法での cage の設置について、多くの者は放牧地の代表的な処に置さ、放牧地 

全体に大体平等;に分散 させエ 統計学者は無作為分 —— 完全に無作為かェたは小分けし 

たなかで無作る-を主張する。 Klingman らは1っの場所を無作為に選び、 そして 

それに対応する処を植物組成. 生長量、 土の性ﾡの似たような処を選択する方が、両者 

と も 無作為に選5よ り 効率がよいと とを 示した。彼ら の結果からの 証拠は、両方の場所を 

無作為にとった時の標準際差はェー カー当 りろ78ユ1b・ そしc1 っを無作為に、仙は似 

たような処を選んだ時エーカー当り 1ろ ユb.である。2 つの うらいずれを採喰させる か 

を投銭で決めるととは、常に一方向 に 出る 個綺 ①b1aa)を妨ぐ。 Jo1y は 1っの 

処を 無作為に 過び、他の 処を 前記の ように ﾡ択す るなら、課 準誤差 は少く なって も、そ 

の結県にはかなりの偏ﾡがが含まれるととと指摘した。 Donald は採喰させた標準地 

を採喰 させない標準地に直接、接 して置かれる こと が起り 得る 如何な る 無作為分散も 無視 

した。何なら、家は caee の囲りに集り、そこをより強く状喰する傾向があるか 

ら。区接した柳ﾡ地は全放牧地が、裸に まで採喰された場合にのみ許され る。同様な理 

で、 Darland らは囲われた処と採されたﾡ岬地の問に、少くとも10fv・の距離 

を与えた。他の者は、他の理由 を考えて、このような2つのﾡ的地をﾡ接して収つた。

移動 cage 法の比較

Er1mmin6 cutを含むガは刈取後容易にﾡ復する飼料草にのみ用いられる。そ 

れは短い放牧期間の間!こ改復する ことの 出来ない、 Gycine soja, Me1iotug
-8-

SPP・, PaniCum SPP・, Sorshum SPP. のような、高性の直立する飼料作 

物には用いられない。trimming cut を含む方法 (IlaとIlb) ではたゞ1つ 

の刈I、和量で生産量が計されるが、ーカ trimming cutを含まない方(I2 
とI) では2つの場所から得られたﾡ木の重量の間の差から生産量がされる、それは 

2っの刈取と杯量があることを恋する。地の分放 (varianco) が同じなら、同 

じ正確度を得るためには trimming を含まない、2つの場所からのメに生産量が 

基く方では、1 回の 刈取に 生産量が 基く 方法(然し trimming cut を伴う)よ 

り、プロット当り2倍の cas。 が必要である。然し一般にに trimming されない 

プス ットからの生育は、 trinningされたプロットのそれより交処が多いので、う～単 

倍の cage が必災である。 ievens はまた、tr Unming を含む方法(Hl) は 

II 2ゃ Iのよう な生配量が2 っのIロの差に雄 く 方法よ り 課的研 と変動係数の低いこ と 

によ り特徴づけ られるとと をJ児 出 した。

変動性 (variab1lity) はま た生産量 の水準 と 関係があ る。それは生産量の多い 

処で高い。 cの因子に基 く 変興性は強度放牧に ょ り低 くする c とが出来る。

いろいろな移動 cage が、animal productio.n 法で得られた結果との 

一致性について比較される時、Boyd により、古いイネ料草々地について得られた生産 

量曲線は、それら の間には 殆ど差がないこ と を示す。あるものはanimaュ production 
法から得られた結果より位かに高く、他のあるものは位かに低い。Poa pratengie 
の放牧地について研究した Nevenqは、他の方法(II2とI)より trimming cut 
法 (II1 a) で貴好な一致を得た。

88ろ. Excloouroe の構造

oxcloeure・は cageで、または屋根のな い 柵で囲まれた 場所だろう。出来るなら 

は、 excloeure は刈取面びより大さくすべさである。例え4ft・*単ft. のcage 
のなかではう ft・*ろft・の面積が刈取られるべさであろう。 このことは境に近く 生育し 

ているものを刈取らずに残すととを可能にする。前置きの章ﾡで説明したように、 ex- 
clogure の内部環境はその外部と興つてなり、その差は境界部では中心部より大さい。 

ﾡまたは cage のﾡの近くで生育がよい。盛根もまた影塚を及ほすが、この影客は歴 

根をﾡい金網で地るととによりまたは脳根のない excloeure を用いるととにより、 

側画iにける影留より被少されるだろう。______________________ ____________________________ 

* こゝ には訳出されてない。
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( CAGES 級 も単純な Cag9 は正六面休または長方形のブロックのような形をし 

てッり、金網で及われた木また金因の枠で出米ている。枠が木で出米てれ、 cege 
は比较的経く、動物によりひっく りかえされるととそ妨くために、地面に固着されなけれ 

ならない。このことは地面に打込まれた枕に cage をしばりつけることにより、ま 

たば地面 に押し込む こ とが出来る よ うに角の柱を下の方に延するこ とにより 可Tであ る。 

より大夫な cege は強い21n.neshの金網で覆われ、銘接された鉄の終、または 

L型鉄鋼で紐立てられていろ。11ずt・*5t.のような大形の金ﾡ製のctge はそれ 

目体の置さと大きさで、その切所七固定されてmる。eage は山場の一部分から他の部 

分に容易に動かされる。その大きさは、人工放牧地ではろft.*うft.または4ft.*ft, 
高さ15～2.0ft・ Prairie では6ft・*6ft.,スカンジナビヤの放牧地では実験 

の種類によ り1m*1 Iが ら5m*5m, 南 メ リの ve Id. では yd*1 yd ・である。

Cage は家畜y よりこすられ、- またはひつく り返されるのを防くために内側に領斜した 

末端を持つようにデザインされている。 liebrelreのprairie で Danana 
と Weaver により用いられたビラミッド型のcage がめる。枠は、 さ72t.で、頂 

端で一諸にボルトで締められ、一方地ﾡは一辺が5〜6ft.の面ﾡを囲 む 木の枠にボル 

トで締められる よ うに拡っている本のﾡ鉄の柱で出ている。この枠は底部から 6ft. 
の高さまで (牛の ために) 丈夫な金約で 覆われている。長方形の 基底、三 形の 垂iIM面、 

内側に傾斜した切のﾡを持っ cage が、編羊の放牧験のためcMみられだ。然しな 

がら、金網で掩われた 1 2 ft*ろ ft*1.5f Eの木製の枠で山来たこれらの c.ago 
は編羊による攻ﾡに振売するのに充分であると証明されてない。擬円形の断面を持ち、金 

Aで出来てみ cage——イギリスの SEratford-on-Avon cある araca 
1and Ree.Bta.で用いられている——がも っと勝れている。この枠組みは L5-in• 
meshの金網で桜われた、0.85-n の金国の管で出来ている。 cage は9x単ft. 
でﾡ円の頂点の高ざは2ft・である。 cage の端は凹形である。協円形は角がないのみ 

ならず、 っみ重ねる時に。互にﾡ合されるから小さい空間にしまうのに都合がよい。 ﾡ 

鉄 (またはルミニュウム) の管は持ち運与のに軽い。

(2) Roofe9e Exclosurea
眺の ない、㈱ で 囲われた excogure は 飼料草が休牧中の放牧地に おける と 同様 

な条件のもとで生育するととを可能にする。 Cの型の excloaure は、.. . 

Aberyetwyth の Welsh Plant Breeding Stat1on でﾡ功ﾡに用いら 

れた。相は家が、 それを越して内側を採険するのを防ぐべく十分に高くつっくられる。そ 

の大き さは 1 5ft.*15ft ・から 1 8 ft・*2lft. までで、 exclosure 内で、城 

から離れて、それぞれ16q・yd・づゝ、何回か刈取することが出米る。 excloouro 
が、新しい処にかれた後、その境の周 り で 標本が刈取られた。これ休牧前のメ取で 

ある。 ろ～週間保護された設刈取られる処は境から融れて excュosureの中心部で 

とられる。 6～7エーカーの土地につのこのような excloeure がおかれる。これ

ら は 生育期中～5回 新しい処へ動 かさ れaる。

一人で運べる roofless exclosure が Nevada で用いられた。 この型の-- 

つが Fenloy により報告されている。それは半時間で超立てられ、10分間で取りは 

ずされる。 それは8木の気鉄の桂、金網、有甫峡線から 成る。6.5ft の長さの!本の柱 

は角となる地面に打込まれ、他の7 ft・の長さの!本はその頂ﾡを横断して四角を結びつ 

ける。

金成 で出来た 1ょt ・のさの角の管 (2 1n.のメッキされた水道行か各頂端と四角の 

柱を結びつける。 ・

金網が枠組みの側面を 却 って、適度にかたく張られ、各に針金でとめられる。 有刺鉄 

線が、 枠ﾡの廻り、 金網の上を2周り張り廻される。このexclogure は 

放牧家市に よる圧力にﾡ抗するのに十分しつかりしている。

安価な、 roo flo so• oxcosure—— それは簡単な地上2ft.の高さに張られ1 
段型りの電気 牧欄から成る-は E1re の Dop・Agr. で用いられた。各 ex- 
clo6ure は頭上を導線で話出 L、多数の exclosure が、6Vの電池を用いて1 
つのコイルで作«する。 との型の excloaure の大きな利点は、内部の飼料草の生長 

の速さ、 または性ﾡを変えるﾡの影際がないととである。 Braay はこの牧柵は乳牛と 

atrong etore cattle にはうまく行くと述べている。この費用は非常に低く、 

導線の価格は cage の価格に比べて無視出来ろ。容易に動かし得、保管上の問題 も ない。 

・

SI 課木の刈取(Harveeting of Samploe)
$8.1 手刈(Hana cutting)

aq.m または9q・yd・までの小面磁は普通、険を使 って 手で刈取る。鉄は 飼科草のど 

の高 さにでも使うとと が出来、効布的でﾡ除のある者はどのﾡ松よ り連くプロット を刈取 

る こ とが出米る。繊細な草のためには、紙洋の 型巒が使いよい。何故なら それは刈草を
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保持するから。

刈取の高 さ が一様である Cとが待 に生産力の低い放牧地に :sいてRgで あ る。地iiが平 

担な処では、一様の 高 さ に 刈 るととは、移出 米るﾡのついた枠の上を鉄をくととによ 

り可能である。I1ュ1no1s Agr・ ExP. Sta・で用いられたとのような道具が、 

evens らにより報告されている。望2ましい大きさの低いﾡﾡ枠が、刈取らるべき商 

を確定する。別のﾡが、ゆるく枠の上についてり、 その下方に曲った燃で保持されて 

いる。刈取は 緬羊の剪毛魅により なされ、それは最初、 1の"row" または"Svath" 
を刈取るために、枠のﾡの上iに、次に次の"row"を刈るために杉動出※るﾡの上に、刃の 

肉の部分をfくととにより、地面から一定の改さに保たれる。悖は必吸がある限り、全面 

積が刈取られる まで、前力に動かされる。枠は目でその場所に保たれる。厳商に明確に 

された面積が刈取ら れ、 そして保本が少し も 散乱される ことなく、地上一 定の 高さ で飼料. 

草が刈取られる。とのような道具が特に生証力の低い放牧地で必災である。このような道 

具が ないと、標^ の刈 取に おける 変動は、ケえ ら れた 地の生産ﾡの位に 50%もの多く 

の差を惹起する。

探会された 飼料草 の性質 と m c近似す るべく、毎料 1を手でつみ とるcとは 時が か、 

り、つみとる人の主観により 偏倚を生ずる。これはU・S.Joint Committee cよ 

り cent1P939 EruG8, carpet grage のい、密生した草地のために、そ 

し て また高輩の 飼料植物のた めに推奨さ れた。

S9.2 車刈機 (4echanical eqdipment)
熱練 した者は、小面積の飼料事 を刈る には、知ら れてい る どの 機械より 勝るが、労力が 

不足して来たので、液械を便うこと が 試みられ、大面旅についてと同様、小面積につい 

ても導入されなければならない。いろいろな草刈機が、植物の生百している地表面の状版 

刈取 ら る べき面に よ り、 つかい わけ られた。

()総幕:

ﾡ卒用の草は草刈機で21n.の高さまで刈取られる。A1len motorecyth。 が 

普通、実験用地でこの様な草を刈るのに用いられる。それはうft.の巾の gwath を右 

に左にまたは中央に刈取スり、 そして地面の殆どすべての状態について仙 う こと が出来る。 

-Moc8reg○r-は e1cke-bar mower から改良された機械の簡単な説明をし 

てい る。それば倒伏した作物を も、少し時間をかゝ る だけで刈取り、そ して彼が予し た

一り2-

以上に う まく行った。

(2) 大が約 61n •の均一な草地

芝刈機 - 手若しくはモーターで作動し、 grase catcher がついている-- 

が桜上の道具である。ニュージーランドで、 iudson は 幽のた めに 芝刈機を 改良して 

除、銘接した鉄の箱を (ンバスの袋の代りに) grese catcher に*後させた。 

とれはﾡ量問の容器として従え、草と時間の損失を避ける。採喰高が生産量の親定に入る 

ならば--- cage 法のIIにナるよ うに―—芝刈様は普通の地上1in.または2 in. 
でなく0.5 1n.で刈取る ようにセッ トされるべさである。何故なら牛もﾡ羊も1 in.
以下まで採喰するととが出来るから。 Cadweュュ power own mower は6〜

8 1n.のﾡ父されない飼料草を 0. 5 in.または1.。 in ・ まで刈取る0.5 in. まで刈取る 

ととの指示がア メ リ カの関係当局から 出された。イギ ッ スでは そのよ うに便く 刈取る こと: 

は、が非常に紙生しているので不可であると考えられた。芝刈機は不規則なまたは平 

坦でない 二! 地、またはイネ 科 本と 共存 する堅い 業の広い ま たは の墜い 章種が ある密生 

地に も適さない。

(3) 短い また は 倒伏し た飼料耳: の密生草地

動力 刈吸が 手動芝刈機 より映れている。何故 なら そ•ォしは 低い 刈取を颈行す る のに 十分 

にく、そして手動車メル 機のよう にっまるととがない。動カカ事刈機はまたを集める 

のにもより効がよい。 何故なら、 手動芝刈改、 (hand-prpelュoa 1ovr mower) 
が止ると耳を刈る 刃 も 同時に回輯をやめ、草は刃を通って地面に落ちる。その結果、刈取ら 

れた車は gragd-cutting boxに少しも入らない。動力刈機では回転する刃と 

草刈機の前進は別々に作働している。回転する刃は早刈极が前進を止めたあと、grass- 
catching box に刈取つた草を投入すろ こと を樹ナる。それ故、非常に少金の草が 

失われる のみである。低く 生育す る卒に対する 動力刈ぬの優秀性は Blaser cょ り 

示された。動力草刈 機と 芝刈 機で刈られた——同一の高さ と 頻度で一 carpet grase 
は夫々エーカー当り 年間平均ろ7ろろュb.生座した。

オーストラ リアの緬羊放牧地の非帘に丈の短い草地- それは主として草丈2〜 う1n. 
の一年草、 e.ubterranian clover, ロゼツト物から成る--- のﾡ木抽出 c 
は細毛のﾡ毛鉄が最も満足すべき道具であるととが判った。飼料草は継羊が食う.ことが出 

来る高さまで刈収られなければならず、それは地面すれすれである。鉄は編羊のようにイ 

ネ科草本 と ロゼッ ト及び簡伝性憶物の全体を取り去る。 ボータブルな編羊のず機械
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動力または手動 - が広くオーストラリヤで、Commonwealth Scientific
and Indugtrial Ree.Org. の Plant Induetry DLv・で仕事のため 

c 用いられた。

刈取の功名は、 1人1日5*5ュink のプロットを80〜100ケである。これcは仕 

事からの歩行、品、休恐、機彼の注油と 維持、作業時間の終りに団場から突験室へ袋に 

入れられた保本を5時間を含む。刈取の真の功程は休みなしで 1時間20 ブロ ットであ 

る (機本を袋に入れる作業はとの価には含式れてない)。刈取のCの功糧はプロットが5〜 

10ニーーに瓦って分ﾡされている場合のょ うに、かなり近表している時にのう得られ 

る。しかし、例えば1平方ーイルに正って分ﾡされているような場合には、刈収の間の 

行時間が、刈取回数をかなり減少させる。

MOxgenらは、カックーの速い振動の為に、建、物がプロ ット の周囲の草の中へはじ i 
ﾡげばされるﾡ向について新省した。との失は6 in •の 巾の鉄の 薄板で プロ ットの周囲を 

囲 うととにより防くととが出米る。剪毛战械で刈られた飼料草ばこ の鉄の薄板の上に 落ち、 

そこから容易に集め、刈収った草に加える こと が出来る。編幸の 毛機械は良好な何処で 

も便える刈取用具であり、長草と短草,繊細な草と祖い草、茶の狭い草と広い草の混生率 

地または不規則 な地mで さえい、うまく 便 う こと が出来る。

(り) 平丈約1ft.の高性放枚地

との よ う なﾡ地は多雨地帯に 制限される。北部7イ ルプシ ドにおける 条件のために、 

A1en 動力享刈ﾡ—— それは11n.の高さで刈るようにセッ トされた —— お良いこと 

が判った。この機械は う ft•の巾の刈取が出来る。「髙性の草と、湿った条件下の飼料草 

を処理する能力 その取扱の融通性はﾡを集めるﾡのないこととのﾡ行速度の遅いととを 

補つて余り ある。J それは放牧後、特に湿っていて、地面が平らでない時には偶料の刈 

取に余り適さない。 .•「 ・ • •

(5 平でない土地と生事地

平坦でない草地のた めの草刈機 (POwer cユipp®r) が Barnee らicより報告さ 

れた。 それは東部 Wyonng-Colored。 地区で牧野の飼料ﾡ物--それば75%の 

Bon+elona grac 11 1g (丈約2.51n..)といろいろな%のAgropyron 
SHth11, 8t1pa epp・itPoa secundc, Kooior la cristata, ス 

グ風、雑京頼から 成り、それ らは雨似の 比較的良好な季節には 3 0 4n.の高さに達する

の刈取に用いられた。 ー：

「送ばれた 9iPPer はfarm mOwer のそれに似たと bar がついているが、 

小型で、トラックターの岡部に乗せられる。それは刃の高さより上に出ている 植物 

は、どのような高さのものでもすべて刈収るだろう。 boar の共さは42in;であるが、 

その 上に置かした経い金属の背坂の Eua ra が機械の作働を妨げる cと なしに刈取のm 
を 151n・まで狭める。

との開放部分の上に乗せられたro01 が、植物を刈取機の中に押し込み、それからこ 

の草刈機のため に特別につくられた grass cetchor の中へ bar の上を掃さス 

れる。 rool の cross piecesが、馬の毛の刷毛と共にセットされ、それは 

cutter bar の上を通るように cutter bar につけられ、刈取られた葉や莖 

の断片までも集める。 ree1,刃、と トラックターのW崎はすべて、同一の動力で動かさ 

れる。

「Cuter bar と neeユ の着き方は、 一の flexible 3o1nt の方法に 

よるのと似てり、 トラックターのポ縮があがったりさがろたりしても、地面に平行に留 

るとと を可ﾡにする。同 時に. この若用方法は 作業員が トラッ ターの前の部分をHcあげ 

ることにより、 全細立部分を持上げる c と を可能にする。

約50ft・の受さ の約 300ヶの 突験プ P ッ トが、c の機械で刈取 ら れた。 cれらの卜 

ランセクトの多くには eccentric discでつくられた水平ﾡと穴が横切っている。 

生産量は、前年に同じ処を手で刈取って得られた生炭量と比較され、そして発どすべての 

場合、1 91年の械械による刈収は調足すべ 6のである と判定された。生隆量の別の 

郎分と して取扱われた雑草類は草刈機が使われる 前に、手でトランセク トから集めら れた。 

その後の草の刈取はプロ ット当り 5分間災し、一方前年、それを 手で刈取った時はプロ ッ 

卜当り約7 5 分か ゝったβ」 ・

(6 すべての巡の放牧事地

事を刈るための炎置のついた、 Tarpen hedge trimmer はイギリスの 

Qras Gl.ReB. Sta.,で用いられ、そして weleh Plant Breoding sta. 
で試用された。歯形の軍刈刃は約9 1n.の長さで、草をと らえる ために金属製の籠が刃 

の 後につけられた。ﾡ械は 地面の高 さ で作働し、電動様で動かさ れる。この銀械はすべて 

の種ﾡの 仮料計率の ストリッ プを刈取る。

一う5一
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S5 . 生産物の栄変価 ('utrient valu。 of the J1ed)

SS5.1 生頂量と靴燥正量

生 重がよ り多いというCとは、必ずし も放牧地の 家ﾡに対する価位が、そ れに比例 し 

て 增す とい う こと を示すの ではない。 生の 逃い例料は、生長のﾡい 仮科卒 より、城が 

Tの含有率は少い。ﾡに生面量のいととは、例料立に接ナる外部過度の結外に帰せられ、 

その量は毎日 交化ナ る のみで なく、葉の量とその形によつても2る。 地 の価i 悩の共の ﾡ 

価のために、 生の飼料のﾡ本は磁換され、 化学的に分析される。

99 5.2 化学分析のた めの際本山出

イギリスの Aggricuturaユ Educat1on Aesociat1on は化学分析の 

ために次のような標本抽出の割合を示した。 10エーカー以上の大面積のととろでは、工 

ーカー当り ケの割合で無作為につみとるかまたは刈収る。1 エー カー 位の: 放牧也では 

1/8 エーカー年に無作為に抽出する。 Cの抽出の歯合は不規則な管理のﾡい放牧地に6 
適用出米る。化学成分の決定にsける、誤差の主なる 源は圃 切の典つた那分 における 生 

座量の 変動か ら来ろ。それ故放牧地の大部分 c2つまたは そ れ以 上の興 つM物 落が あ 

る処では、 cれらの 群落は 別々 に抽出 さるべさである。

Dactyl1e gomerata, Pheum pratenge, Lolium 8Pp•のよう 

なあり sれた放牧地の イ ネ科卒は 放牧地の マメ科事と 同様に、大休同分で ある。このょ 

う な植物か ら成る 草地では値物の% クラス(イ ネ科ば と マ メ科立) 毎の分析が、 十分に英 

の値を与える。 bunch grasg, 一年生イネ科草、マノ科卒、雑のよ うなものを 

含む均一 でない草地 さ は ﾡ毎に主要H物について分析された時にのみ価位があ る。そ う 

してcと、家桁に与えられる ものの価位についての考えをまとめるととが出米る。いかな 

る 場合 ic も、植物は組成分析の た めc分けられる。副次ﾡ出が必災の場合に は、副次抽出 

後の 燥用 の最終標本は 約500 grで あるべきである。

S95.ろ 課本の保存

想的な方法はすべてのﾡ來の作用、それ故すべて の 化学変化を 阻止 しな くてはならぬ。 

ﾡ業の作用をけ止し、価物々Tを化の析のために貯蔵するろつの方法法が、Davios 
らによ り部論された。

(1)ﾡ沸アルコール

飼料草を演騰して る95 %7ルコールiに入れる ことは酵素を殺すが、この方法は野外で 

用いるのは田ﾡである。

(2) 加熱をか

Davieeらは物出総の内部測度が、 2〜う秒内に80Cに途せしめると とを必妥条 

件とした- このことは満い物.(イネ科卒の葉のような) については、100～120C 
の熱風内に飼料可を拡げるととにより域もうまく出来る。厚いものは、 添気の中にお 

く が 5分間、5ュb・の圧力釜で加熱する。この高温划理は醉素を殺すのに必要な時間 

以上に長くはﾡけない。その あと、他気の良い天火内で、60～70Cの低担乾線で、 

標木から水分を取除く。低温乾爆の詳細については Hud son らにより報告されている。 

如何に注意深く 無以探して も、大さな化学変化がる。しかし損物の全種養分 (grogg 
crtd。 nutr1entsのw価のためには浜足すべ き貯政方法である。

6) 楽結転(またはLyoplying)
この原則は、M楽は迅運な改結によ り殺され、 氷をﾡ圧の6 とで昇事するcとにより、 

物ﾡが 残されるということである。どの課 程で も 銅料草を溶 さない。

5 00grまでの保木を刈取直後一80Cで凍結する。このためには飼料范を 4 1b.の 

瓶に入れ. その瓶は広口の魔法瓶に封入される。 そこでは瓶は-80Cのドライアイス

(IOI Dr1X01d)で闘まれる。ﾡ料卒は2〜う秒でaり、 ドライアイスの供給が規 

く限り、凍つた第 ゝで由る。外部のﾡﾡによるがこれは普近2〜う日間続く。

燥の過程は、実験室で行われる。Davieeらは、500grの標木1つまたは多数の 

ﾡ物の小側本を処那する 用具を考案した。実際の総燃は-2 0C～5Cの価圧釜の中で 

行われる。普派 氷の部分 (400gr)は、5 〜6 時問で 5 00grの標本から取除かれ、 

残っている水分.... 総燥重量の0.5%--- は5酸化かで除かれる。

「加熱統映により 普通にっくられた飼料卒の際本と凍結乾燥法cよ って乾燥 された 

標水び川には、当然外躍上に著しい差があ る。凍結乾煤された ものは色がよい緑で、勿論初 

期のCaramel1zation によ り黄色に変色するこ と——それは普通热松燎された最. 

Aの原才にさえも認るめられるー.一は少し も認められない。新しい凍結ﾡ燥された銅料草の 

保本は熱純燥されたﾡ木の香気と著しく対N的に、新鮮な、おしつぶされた草のような嗅 

がする。吾々の多の設察によれ、いろいろな植物を開花期 (例えば開花中の赤クロー 

バ) に 凍約縦し た時、他物色素 (anthocyaninなど) はその自然の色のまゝに完全
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C保存される。その上、一圧ﾡ結し、 そして湿気のないように保たれた色素来は全く災 

定しているらしい。浦給就編れ例鯉績ま 普通のあ砕器 (uammer 111)で容易に粉 

に出来る。」 (Daviesot21948)
結ﾡ燥による貯政方法は巳IにDavieg らにより、 イネ科とクローバ のいろいろな 

生育の段ﾡにける栄変成分の研究と飼料事内のビク ミ ンの決定のために川いられた。例 

え、 カロチ ンの合有量は 凍結ゆかに よ り 交化し ない。 cの 方法は、生のﾡ料卒の炭水化 
・

物 と 合ﾡ来分のよ り 諾市細な調在、全物体の細胞化的研究、放牧家海に対し て明 ら か 

c生羽学的、薬学的影碎を持つ、放牧地草本のなかの化合物の追求のために適当であろう、 

と考えられる。

$95. 化学分析

化学分析は、 イギリスのSoc・ Of Public AnaュyeieアメリカのAmer・ 
Aeeoc・ off1c. Agr. Chemiet のような公式団休により承認された方法に 

よって行われる。一般の 目的のためじ、次の皮分が決定される。灰分、粗纖維 ﾡ孤白、 

炭水化物、脂肪、カルシーウム、例岐塩、そして微量物ﾡの欠乏地域では、鉄、コバルト、 

録、 モッブデン、コード。

S85.5 銅料単位 (Feed ing un te)
放牧地の価値はﾡﾡ的な飼料単位(gtondard fooding unit) の一つで表わす 

ことが出来る。 これは刈取、ﾡ量(erbag。 weight)法とanimal produc=' 
t1v1tx 法によ る放牧地の生産物を比較するのに用である。

(1) 全可消化養分 (TDN)
・* ' ・・・ ・,

これは可消イゆ機物質のすべて、即ち基白ﾡ、ﾡ、可溶無室素物、脂肪を含む。例料 

の全可消化ﾡ分含量はﾡ料の内の各番分 (化学分析によ り得られた) の%と、その夫々 

の 消化率 (家畜に対す る多くの 消化試験 (aigeet4on .tra1)より 既に 知ら れて 

いる) の積を合計するととにより得られる。化学分析がな され.ない时 は、 択物ﾡの72• ■ I* ・ ,:a.1 ・ .・i ・. , ・
%が;消化出来る と仮定する。 この値は一般にアメ y 力 の研究 者こより 用い ら れた。 

• ・ ・***・

(2) 限粉等量 (Starah equivaenp
. Uの 単位は イギリ スと司ーロ ッパ大酔ア用いられ、いろいろな 飼料の 脂肪 形成能力 

(fat-producing cspac1ty)についてのKoner あ実験, こ 腺、ており、放 

牧地またはﾡ斜の脂肪形価 (far-forming valuo) を激粉によ って表す。飼料草 

の粉等量はﾡ料の1 0。 州位 (1b.またはKの) がっ くるのと、同じ量の仲脂肪 (boay 
fat) (またはエネルギー) をっくるであろう粉の量である。どの分の価価、6粉に 

より 氏される。 滅柄=1.0の時孤白ﾡの凝物による協価は0.9であるというように。e 
れ故制 科：草の沢 粉等量は 化学分析に より 決 定 された ような 飼料草の 可 消化部分の 用成の% 

から計出米る。 ・

(ろ) スカンジナビヤ式ﾡ料位(Scandinavian f o ddo r unit)
例料卒の飼料単位は1 K?の大炎と 同 じ 生座的価iを持つ、そ のﾡ料草の量であ る。少 く

と も これは、すべての 者に よ り 理解する c と が出来る単位であ る。
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第1 4 章 放牧地の生産ﾡの尺ﾡとしての家畜
(The animor a s a measure of 

t a s tur e troduction)

放牧試験 @razing exper1men) はﾡ、牛乳し、¥毛、肉、皮革、仕:のエネル 

ギーのような奇産物(a.n1mal prodtcte) により評価された飼料のﾡとについて 

の知感を与える。との知誠を得るのに用いられる方法のある ものはﾡ場のみで行われる実 

験を含み、他のあるものはﾡ場と突験金で行われる。一方新しい、全ii的に契室で行わ 

れる方法は、 化学的と生物学的試験を結合する。画場 閭次 (f1ola method) のうち、 

放牧試験(SてOck-graz1ng Er1al.と enimal product1on法は個休維 

持 (mc1ntonance) と生産 (Produっt1on)に関する知識を与え、ーカconotant- 
animaユ-wo1ght 法は個体維持のみの知識を与える。刑場と実酸室で行う試験 ・ 

(combined f1eユd and ユaboratory methode)は消化試ﾡ (animal 
d1g9et1on exper1monヴ)を含む。 5室でのみ行う試験(7holly ユabora- 
こ○ry meThod)はﾡ料事内の一定の化合物のiのb1o-aooay からなる。この方法 

は、放牧地間の微細な差違を検出する。

これ ら 笑験の ろ っの 型 湿ﾡ、温带地帯の集約に 番別 さ れた放牧地が多い よ う な条件の 

処に適する。然し広大な放牧地、特に植彼が纖なる処では放牧試験のみが実用的な 6ので 

ある。 PrOduct1on 法とd1gostion 法は動物問の変興を算出し、各試験の結 

果を普遍化するためl こ多数の家帝を必要と する。動物目身七ついて充分な配慮と詳細な匆 

察が求される。とのことは、小ﾡ積内に十分な例料がある処で実際的である、が半乾燥 

地域では家奮は管理出米ない処にﾡつて拡散する だろう。多く の助手と 良い道具と特殊な 

実験設備が、cnimal production と animai_digoar ion 法には必収で 

あるから、これ ら は 全部で はない が、一般に試験場で なされる。

ことの章では放牧地の評価のために放牧家査を仙う実についてのいくつかのﾡ点を記載 

し、 そしてとのような 実験に 伴 う四 類生のいくつ か を 述べる。飼料の 細成分 析、 化学分 

析とﾡ学的方法agroRom1c mothod のうちの一つによる生延力の決定はすべての 

anima-production 法；こ附岡する。

S 1 放牧試験
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S$11 牧養力の決定

放牧試験ば その土地の最適の放牧のﾡ合 (stoc cing rate) を見出すた めicなs され 

る。これはその土地の牧力(grazins capacity またに carrying 
copac 1ty) と呼ばれる。

調衣対象地の小部力のみが実勒こ使われる。用いら れる家行のﾡﾡにその土地を全体と 

して放牧させよう と思う ものである。出米るだけ一様なとれらの家市のいくつかば、牧夫 

の注意または概によ り 実験刑也に閉込められる。それらの家面はﾡ料が適当に利用される 

でそとiに置かれる。 家面は、そとに放牧される直市と直後に科量され、 そして流団が長 

びく時は、定ﾡ的に、例えに1月4に行量される。これら 中間の垂公は 補助的デークを 

与える。三つの変量、即ち動物、両、時山が土地の牧力を定量的に述べる時に含まれ 

る。 それ故、牧ﾡ力は三つの方法で契わされる。(1止地の位面積が、与えられた長さの 

期間姿うであろう家面の数、(21頭の家証を単回時間ﾡうに要する面積、(31頭の家流が、 

単位面独の土地によつて与えられる放牧の日数 0ョ数)。

食物の災求についての家流の種類川の閲を示す換ﾡ奨 (conve rcion table) が 

来されている。ある認は1山の乳牛または依が多くのﾡ、仔以 終羊または仔羊と 納曲 

であると純に述べられ、他のものは展つた 動物が、1 つの共通な語即ち 家畜単位 Gani- 
maュ unit)で表されている。27委(卜(は年令、性別、コンデ イション も 計算に 

入れている。その割当てられた値は、これら呉つた種ﾡの家畜に上つて消費された飼料 

の相対的なの見りc基いている。この表も、:年川の季節について制約なしに、1年当 

り、エーカー当りの animal dcye (延.放牧日数)についての一般的な記述に使う 

ことは山来ない。このことは多くの表に欠けている。しかし良好な密生草地で実験した 

Smithは、 彼の放牧等量 (grazing equivalent)は WTeet Lancashire 
の Fy1de 地区で、6月の初めにのみ適用されると、特に述べて注なしている。

等量 (cqu ivelenr) は場所によ り 異り、これは 主と して植被の化学的成分の差に 

ょる。ある処で7頭のﾡ羊に充分な何料があり、他の処ではたつた頭のみについてしか 

ない。1ガ乳牛は両者で充分な食物と得られたというととはあり得る。飼料弟のより よい 

処では、放牧試験からより詳領が求められる。これ らの場合、人は単純にその土地の放牧 

の度介は 何で り るかということのみならず一定の施肥後の、または f の混播を なした時 

の以牧の度合は何であるかという ことを求める。大きな誤がとの力法に伴うから、 大さ 

な 応が得 られるであろう 処で のみ過用 され得る。
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土ﾡ、排水、植物組成の均一な限場が、呉つた混またはいろいろな施肥処理のために、 

ぐ分される。放牧にﾡする時期に各区が高いﾡ度で放牧された時、そしてそれが正確に探 

喰された時、それは回彼のために終止される。との氏験は興った処刃のプロツトがそれぞ 

れ同一の強さで採ﾡするにﾡする時間を次るべく計画された。プロツン トはeheep-day 
または cow-day cより比較される。 牧変力法法 (grczang-capac1ty nethod) 
はニージーランドのDop・ Agr. で、基肥+継素過肥と基肥のみの影密の比絞と、保 

証perenn1aユ ryegraeg の放牧地と市だされている perennial
ryegrage を拡和した放牧地の牧獲力の比較のために用いられた。デンマークの 

veeer は各プロットを採強する一定切数の家盗を時間的にﾡ察して、放牧地の価価を 

an imal-houro で渋した。スエーデンの G1ob9lは 次位生産性の孔牛を飼!料の数 

化に敏感な故に 0のような牧養力の就蜘こ用いた。その牛生産量は明確に、仮様のﾡ 

と量の変化を示した。 牛生産Iの低下は家面が、 その土地をそのTの限界まで利用し 

たこ とを示す。ィられた結果は高位生産性の乳牛にのみ適用される。

Cow-day たは eheep-day は家師が丁度目分自を維持しているのか、 

がっているのか増しているのか何れであるか示さない。 たは、 ehoep-day はﾡ 

のよい羊毛と恐い毛の何れが政長している継羊のために刑ﾡ されたものか示さない。こ 

れらのﾡい尺度は 大面ﾡの処が放牧さ れてる 時に は 十クに正Tで あ る が、限定 さ れた 面i商 

から最適の生産量を如何に してイるかを知る ためには、よ り細い尺度が持たれなけれな 

らn。

8 2. An ina1 produc t 1on 法に よる放牧地評価の記録は 150 年から それ以上さ 

かのる。そして過去う 0 年間に尺度として 家査とその生産物を用いるどの方法に も特有 

の変ﾡ状をある型度までコント ロールするととにより、 方を改苦するのに注目すべさ遮 

歩が見られた。研究者をなやます因難性のいくつかのﾡ論として私はSinciair の一

節を引I用する。

「給餌とﾡ量により、興稲の企物に含まれる栄養分の相対的度合を油けすべく 突験をした 

者は、そのような実験の結果は全く不確定で、 あることを処出すだろう、をしてこの方法 

cょり、ある種泉の企物によつて牛を養うべき栄獲介の絶対的なﾡ合を決定することの不 

可能な Cとはとん ど関mで あ る。何故 c ら
オ1 c同一車種の食物のTは突験の過程にはいて1〜20%まで、しばしば変るだろ う。

オ27丞 (a)-(k)
が放牧当量(Auimaユ srazing oquivelents)

と家ﾡ位: (Animaュ unite)の契

a) イギリス、6小シ句に:dけるWoet Lancashire の Fyd。 地区用の放牧 

指ﾡ(ernging 1ndex。(Smith,% 19う9)
ﾡ乳牛 1頭 = 毛然業 5頭

= 円付純総洋 .5頭

= 妊娠 中の牝隊 6頭

(b) イギリ(Watgon, 1918)
1牝牛 pasture day =1乾沼牛 paoture day

=1 2 才の内牛 ・

=1.5 2才以下の内牛"

=2.5 領 ・

=1馬 "

=6 細羊または成豚 "

= 1 2 伊編羊 ・

=6 仔豚 ・

(c)イギリス、イングランド南部、牛の年令の換算。 (Paterson 1952)
6-12ヶ月 = 0.2 cow-day

12-18ヶ =0.4 ・
18-24ケ』=0.6 ・
2ヶ月一妊線牛= 0.8 ・
ﾡ乳牛またはV図牛=10 ・

(a) フインランド、牝牛を基がとした飼草単位 (fodder unite)になける栄養 

ﾡ求量に逃く 換死。 (TantTi,19 N 8)
1平 cow-day = 乳牛の 1 grazing day

= 2才以上の牡牛の 1 "
= 1才以上の牝牛の 2 "
= 1 才以下の被の " ・
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= う才以上の用の 1 graz1ng dey

馬

= うオ以下の馬の 2 "

= 平均的な紙羊の 8 "

= 6ヶ月以上の豚の "

(o) スイス、 牛L生産量が平均的である乳牛がﾡ的である。この表"数百年の経過の間 

c発ﾡされた。

1既の乳牛 三 1.。 EL

2才の牡牛 = 0.8う

位 = 0.2 5

うオ以上の馬 = う.0

2才以上のル = 2.0

1 才以上の馬 = 1.0

孫 = 0.25

広形 = 0.5

山羊 = 0.2

ﾡ羊 =0.2 .

f馬 5 uniteper day

う才以下の勝 5 ・

ろ才とたれ以上の』 &5 ・

a辛

仔細竿

成細羊

ヒナ

0.7

0.9

0.05

(f) オラング、1家畜位は1日当り7怒物当量(Cereal EquivelenE2)
の消費 と等しい。 (オラング農務行、198)

牛

Iオ以下の位 う units por d.ay

1才とそれ以上の若牛

搾乳中と妊娠牛 7 グ

1才以上の牡牛 6

肥育中の依 8

肥育中の成牛 1 0

豚 .

6選間以上で 6 OKみ以下 2

60-95K? 5

95K9以上 4

仔取り用の牝豚と種牡豚 3

-6-

0.1

(g) ドイッ、NiLは500Kの生体である。(Gユowatsk1, 197)

家 市 生休 Ky 家奮位

606 1.2

仔馬 250 0.5

牡中 600 1.2

牝牛 500 1.0

俊 • 200 0.

成豚 200 0.

仔付牝豚 1 7 5 0.3 5

月驱育中の仔豚 1 2 .5 0.2 5

■、種牡豚 5 0 0.1 0

細羊 50 0.1 0

山洋 50 0.1 0

年編やま たは何山 2 5 0.0 5

ガチョ ウ 1 0 0.0 2

牡シチメンチョ ウ 1 0 0.0 2

牝アヒル 5 0.。 1

牝鶏 2 0.00!

兎 3 0.00 6
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() アメリカ、 渋場経営調査。 (アメリカ農務省、192う; Gray 192)
1項の去ﾡ成牛、馬、またはラバ = 1家海収位

2頭の価、若い牝牛または仔第 = ・

5 頭の政豚 = "

1 0 頭の仔豚 = ・

7頭の編半または山 = ・

1 頭の行紙半式たは小山 = ・

1 0 0 羽の牝ﾡ = ・

() フメリカ、 Pacific Northweot Gumphrey 1940)
1 頭の仔取り 用牝牛 = 1 家音位

1頭の牡牛 =1.25 ・
1項の当才的 =0.75 ・
1 頭の牧 =0.6 ・
1 頭の牡思 =1.25 "
1 頭の牝馬 =1.25 ・

() アメリカ、牧野の利/計画の立案 と 利用の度合の見積 りのため

(7ノ リカ最務省、土婚保全局、 1946)
牛

ﾡ後12ヶ月までの依 0.6 家面単位

政牝牛 (各付 も 合t) 去勢牛 1.0 "
2才以上の牡牛 1.う "

馬

仔馬 0.75"
2才馬 1.0 0
ろ 才馬以上 125"

緑洋と山

5 頭の離乳後 1 2ヶ月 までのﾡﾡ、ﾡ山 0.6 "
" 牝緬羊または牝山羊 (年付。名び) 1.0 "
・ 特細または牡山洋 1.う ク

() アメ リ 、牛の年令別宗畜単位 (Vinelユ & Somple, 19う2)

家ﾡの稲類 出産の季町 放牧時の月令 初の休I (1b.) 家面』位 % )

彼 春 2-8 1 50 2 5
秋 8-1 5 50 4 5

当才牛 春 14-20 450 60
当才牛 秋 20-2 6 6 2 5 7 5 -

2子牛 春 26-う2 750 8 5
う才牛 秋 う2-う 8 8 5 0 95
座牛 う8+ 10 0 0 10 0

オ2に家音の各個休または品所ば、 消費する同じ種類の食物の量から、生体のいろい 

ろな部分を得る。 または

投 後に 同じbreed の2 個iホが、同一H ﾡの 企物の 等 量か ら 生体 の等五 盘 を得るととを 

見出すととはまれである。 との点からしてさえ 給ﾡ杯量の災験に多数のいろいろなﾡ物を 

仙うととは無駄な努力であり、少くとも同じ breed の400頭の牛を必要とするだろう。

一定地の食物は、家商のはを認められる程に増加または減少する ことなく、長期間家畜 

を維持する だろう。しかし もし食物の は び、好適な環境の下で、十分に増加すれ、家ﾡは 

5と り、 その重量は必然的に増加 る。しかしながら、私たちはとれら二つの 目的のために 

ﾡつセ 数求さ れる食物の正確な割合を確認する 方法を何 も持たない。何故な らそれは食物 

のﾡと皿のみによるのでく、家布の年令、 衆阪に対する露出の度合もまたこの過種に関係ナ

るから。同一breed または varietyの2頭の家盗(同じ和類の食物を与えられ、

他のすべて の点こついて も 同じよ うに収扱われたと して t)、そのうち 1頭は他のものょり、 

与えられた掲1の何れにないても よ り多くの生体の重量を得るだろう というと とは同様に事 

ﾡである。それ故これらの方法七よって食物の栄養価の絶対値を決めることは出来ない。典
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った家がの breed または var1ety の担対的価価 merit がとれによつて度 

cTされても、 それは企物のなかの栄委物部の不足でなくて、 それによつて利益をうけ 

る 家畜の力の不足である ことは明白であろから。」 これらや更に多くの山難性に現在の 

斫究者は対決している。

$92.1 方法の以ﾡ

測定される 家面の生産物に 家面i、放牧地に居る 間に生産 する 生休ﾡの増加 と 牛 ま た 

は羊毛の量で あ る。記録は放牧地に 居る 家面の年 日 の頭数、1 定期間毎の その m、乳牛 

の場合は生西される牛乳の血位と その脂肪合量についてと ら れる、夕ﾡ用家面の場合は契 

腕期問中生ほれた任が、親と同様に秤量される。生産力は(エーー当り1 日、1週また 

は1ケ』当りの4ﾡの埼地加、(2優体ﾡ持、I量の畑加、牛乳生産史 その他の生産物の 

ために要求さいる仮位の数によつてあされる。エ ーカー当り Animal-day 
(-weer , -mOnth) ば補助的な知該を与える。

これらの記録のみでは十分でない。ぬ比は生産物の1市場位cよつて放牧地のﾡdを鼻 

定する。休ﾡは 軽くて6高な家 行は 皿い家より多くの 経済的報勝を もたらし、 そして 

またその量の地加1と比例せずに経済的報刷な もたらすとい う 例があ る。生産物の色と 

ともにﾡも ぢ厳されはければならない。放牧地の価値 は 放牧期間の終り にける 家面の コ 

ンデ ィションを計算に入れなければ、完全に郎価されない。cれは Abryotwyth 
で、そしてた Straてford-on-Avon の1地研究所によつて組織化された多くの 

現地供験でなされた。

An1mal-produc▽ュon から得られた結果は放牧地経営の多 くの分野に光を投 

か、 そのなかには次のよ う な調査が挙げられる だろ う。永久枚牧地と偽作術地のﾡ料価 

値の比較、イ ネ科京類 と クローバ類の ストレー ゾの評価、市売 さ れているス トレーンと保 

証付ストレーン の比較、放牧ﾡの興 った 方式下にける 放牧地の 生配証のﾡ示、興っ た 

管理方法の 別査、放牧地の生座価 c 対する石炭と 肥料の影ﾡ。

$$2.2 実験に 導入 される 変動性

変動の主投な源は家商集団の変動性、仙体、家畜の管理の Jg の一つまたは いくつかの 

ものと関係している。今とのう ちの若干に ついて を考後する。

(1)家部団(The anmaュ population)
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生体王の増加は 交吸 遺伝、経原性、以向の省理、初の体、性別、年令、以熟の段.

M、 の医所、投乳の関、代崎の効報、肥府の炭fによつて興る。これらの要因のす 

べてが同じように孤災なではない。例えは、同一種の(優木間には代謝たは消化の効 

ﾡにば少しか逃呉は ないが、1悠と谷側べの守好は生体江の加に茎興を選すにと c大き..

な影響を を挺 って いる。とれらの変動のいく つかは生産証を例料またはエネルギーの標4... 
位に投ぶする ための設のなかで考地されている。 ・

2) 梨 城

ォーC気②がNである。ﾡ羊はかな り乾燥した気のも とでうまく 青つが、一方選い 

欠みの もとでは育たないこいう ととが一般にﾡ線されている。 編ﾡは冷い、のには採強を始 

めるのがおそいが、一万阪い例には面く採ﾡそだめることが品された。興った季価の気。 

便の影憐を除去する、唯一の万西は、同じ年節からの話果を比校することである。

家奮が過ご した冬の条件u 翌春の近 G の 川加の速度に彩宙する。冬を舎外で過ご した牡 

校は命タで 過ご した ものよりたとえ同じ量の食物を食ったとして も森により多く重量を増 

加す る、 またそのよう な牡績は春の 市捌? よ り 高 く 売られ る。何故な ら 提比は それ ら cよ 

り 高い生項の加 を 期特す るから。

家苗の社会的環境 も 同様に重芸で ある。cれは1 1946年、Aberdeen の Rowott 
での栄養麻験で見 ら れた。そ Cに は高級回料ゆ)と低級の料Bで養われた 2 組の実験用練羊. 

がめる。A紐では1 っの例外をのぞいて 良好に発育し、良い羊毛を持ち、好成纖であった。 

B量では』に生存しているのみで非府に盆3であった。 Aalciける1っの例卜は、 その 

仲間Uより やせて小さ かつた。それはこの組の他の緬羊と正確に同じ高級飼料で生活し てい 

たが、災験の初期に3いて、小さなﾡいに独り入れられた。囲いの除去とともに成育をは 

じめたが、役家時までには仲間に追いつかなかった。仲間の有無がその食慾と 多分食べた 

ものを犯食する効率に差をもたらした。 -

(う) 管 H ・
例は無3にあるが、少しだけ示す。試の始めc、 すべての家帝を同じ栄養の水崎に 

かないととにより、実験に変興が守入され得る。冬の間、寄舎で釜われた家一般にあ 

る種魔までﾡのC"vinter etarvation") の黑を うけ、ある ものは他の ものよ 

り強くとの害を受けるとれらの家査が、春放牧地に出される と、その初期の皿量の増加は 

Aに放牧地の価値のみでなく、家苗自身の飢餓 etrvation の度合を反映する。

Jonee (1932) と wiliame (19!7)はﾡ羊の夜間断食したあとの一日
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の生休重の増加は放牧地 paeture から直接来た家面の量の増加よりその個人迫 

が小さい傾向があるとと を見出した。

wi ユ1 iams は また経の生体重の 加のﾡ人は生体の加が高い程低いととを 

見出した。14 日間の生体置の堺加が1 0.1,11.7, 12.31b.の処で、変動係均: 

それぞれ2!、16. 1 8であった。 逆に同じ期間に2.9 , 2.8 ,1.61b.の生体置の 

地加した時は、変動係数は夫々57、 !、11であった。これらの仙は. 仮料の効 

率のよい利用と矛盾しない、1個休当り最大の生休面の増加を与えるように、放牧の強さ 

を調整するととにより、変興をいくらか波少するととが出来、 そして家面を逆択するとさ 

は、生体重の大きな培加を与えるよ う な ものを球するのがよいこ と を示す。

放牧の強さをﾡ定する調査者の判断が、結果に広い変動ともたらす。エーカー当り生休 

気量の増加の値は 7嫩地で採喰してい る 家奇の頭数と、1 頭当 り 平均生休延地加量によっ

て決定される。エーカー当りの全地加量に比載的狭い範囲内で変化す。後者より前者に大 

きく左右される。それ故弱度放牧はエーカー当り生体重の増加を低下する。同時に過放牧 

は、特に若い生長している家面の場合、彼らのコンデイションどそれ故ぞの市場価に悪い 

影密を与える。

892ろ 家盗の選択 . •

出来がこけ似たようなものがﾡび出された家ﾡ間の変差のすべての源を心にとめよ。全く 

等しい双子が系能の多く の滅を取除 くだろう。その利用はニュー ジー ラ ン ドで調べられた。 

行を生むことは放牧地の生産力の測定にﾡ大な瞬差をもたらす。妊娠してる牝牛、牝七編・ 

牝豚は 仔を 生む時かな り の頂量を失うから。この波少は 放牧地の飼料の 量と何ら 関係が 

ない。それ故、不姫 perren または未経変牛 maiden.heifery 去勢牛

bul1ock と去勢編羊がしし選ばれる。政熱した家は未区熟の家奮より感長のた 

めの栄養物の要求が考揽さ れ る 必奨がない か ら適す。しかし結果が何年間か に軍って 要求 

される場合は, 荷令でない若い成熟した家畜でなくてはならぬ。 Jonee は初めの重 

量が平均5 0 1b •の 当オの 緬羊を 加 だ0
実験に用いられる 家ﾡの種ﾡは その土地に放牧するの に適合した種類の ものであ る べさ 

だという こと はほとんど自明のこ とであ る。しかし乳牛または肥育牛用の土地で実用家 

格として緬羊か、単にそれら が小さく、安くそれ故多数用いちれるという理由で用いられ 

てい る ことがあ る。しかしながら編と牛の採喰と路付の習性が全く興るから、額羊の放 

牧で得ら れた結果を容易に牛の放牧地に適用する ことは出来ない. 額は食うべきものと 

しからぎるも のの 間を うまく区別する。 それは個々の簡物とその葉さえも探し求める。 

牝牛はかじったものなら全部ロー杯 力づくで取る。緬羊は 咬む力を個々の紙物に集中す 

る、そしてそれを地面から引きちざる。牝牛の映む力はいくつかのﾡ物にまたがり、それ 

故容場にﾡかららき抜かれるととはない。 Watson はﾡ羊はその高度に選択的な採喰 

習性の故に編羊放牧地を除いて災験に不適である と考えた。

$92.! 家査と 草地の 普理

結外は家面と m地の書理によつて多く形響されるから保的的な条件がなけれ、出米る 

限り 最良の管理を 目 ざずべ ふである。季節 間の 気笑の 颯 の影響を少 く するためにN数は 

数年間に耳るべさである。これは放牧の季節になさるべさであり、 浜場の場合は普通の営 

漫画に適合さ るべきである。100 取の牛を約6 0エーカの面積に放牧した 

Linehan と Love の実験における ように、多数の家畜を用いた、単一の試験がある。 

同 じ農場で•試験 の線返し をするとと は ほ と ん ど不可Tで あ る が、 一の試験は別のﾡ 場て繰 

返し得るだろう。これが Btratford-on-Avon の車地改良試験場で永久事地と短年 

草地を比較するため【こ組織された生産贵の見城沢験の刮画である。

放枚地、 paadock またはプロツトの形と大ささ、放牧の強さ または 放牧と 休例問 

のﾡさについて、如何なる普過化をすること も妥当でない。 実験する者の判断は放牧の強さ 

と放牧划; 叨1 Wに 反映 し、. そして彼の 判断は利用可能な土地、放牧地の外観や以前の試験 

c影響される。Cれらのﾡ験はその前の生育期間に編の放牧習性すなわち、家音が、どc 
位、何を、何時、何処で食うかという習性を知る 目的でなされた。

実験地に就かれる 前c、避出さ れた家畜は一機な条件の もとc 出来れ子偵放牧地に〜 

1 1日間置かれる。 生ﾡの真の像を得るためには、放牧地は強く 放牧されなければならな 

い。生育季価の初めには、 生育季蘭の終りより、 +分な生長があり、したがって草を食 

うべさより多く の 家帝が 要求され る。放牧地が最座期に満に放牧さ れる と 仮定すると、 

格密が進み、喰う ベミ ものが少く なるcつれて家新の数は波少させるべか、または家商 

は補給ﾡ料を受けるべさであろ うか。今日に おける 解答は 飼料率の 成長の 無法の頭数を 調 

mし、そして補給飼料を出来るだけ少く する とい うと とである。家畜は放牧地の区求のま 

・c入れられまた収出される。そして一方実験地を離れている間は、それと似た放牧地に 

おかれる。
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補給賃料は animal-production 法の結欠に不確定性とざ入する。 われた

は、 ﾡ民の放牧地の見ﾡによつて必要と考えられた量であり、 それ放それは彼が明にし 

ようと している も のに基づいてい る。 Kenter は 補給仮料は没学的な方法く刈取S料 

の 契際係の T と放牧試 によつて得られた 品の間の を広くする。特に 試県が成め等 

で表された時にり白であるととを指摘した。:Knot らは反対の意見、すなわち、生育 

季節を通じて生長の逃収がかなり一欺であるなら、同じ数の動物を縦持し、体置の尖 

を 防ざ、また は 牛生産の興常な波逆を 防 ぐベ く 与え ら れた 補給飼料の光 分なびiに よ つ 

て少しの猥差しか谢入されないだろう、という次兄を持っている。

統投放牧が連統放牧に まさる。牛の試験に :3いては牧橋によ り、そ して編羊のiでに . 

牧橋(fencing» ﾡ牧または羊合によって放徴地が区分される。これらの方法によつて、 

ﾡ々の処理と、処の熱返しが、別々に保たれる。

a) 牧 ﾡ

これはむ しろ 高価である。1 エーカーを 0.0 1 ーーのプロッHこ、プロット当］と道を設け 

ずc分書するのC約1マイルの牧が必要である。その上 概 fence は永久的であり、プ 

ロ ットの角の周りの植生に、あるﾡ度の保護を与える。

(2) 緊 牧

とれは Abey8twyt］の近くで、 2頭の編羊を1木のﾡにつないだ放牧で試みられ 

た。この緊筑はスエーデンの普通のﾡ場の災務上に用いられたのと同じである。 大きさは 

半径約1 2ft・内の採喰を許すものである。ﾡ羊はその円の周田で採喰を従ける、それ故、 

編羊がプロツトをより一はに採険するように導くためc、 1日2、プロットの1方の端 

から円の半径の約半分の距離と動かナ。こ の によ つて、短 形の面磁の 9 9.5%を探喚さ 

せるととが可である。 weleh mountain eheep ですら、 ろ～ロで繋牧に慣 

ら し得る ことが判った。不学に も、探喚と 排泄！一様でない、プロッ トの角は中心部よ り 

も強く採喚される一方排池物の多 くはプ ロツ ト の中心部に落され、角には一つも落されな 

い。依羊は庇蔭を持たなかつた。庇蔭の欠除と 吸血昆虫によ る困?感は、すべてのﾡの多い 

方のﾡ牧の突施を不能にする。

南オーストラリの wait。 研究所で緊牧が試みら れた が税かな か った。半径 5 0 
ュink (約ろろf七・»が与えられ、紙はその面積を7〜1 5日間採喚した。lerino 
種の編は直くﾡに なじむ。領は 銅料卒 そ 例つ ける。

G) 合育(Foding)

動く半合による飼FはJoneS が煙も好んだ方法である。特に紙羊の生休重の増加に関 

係した、低地のかなり平担な処での契験で。これら試験の目は試象される各放牧地をそ 

れ目体で完全な小跳場 ema2ュ form----そこでは1年中行収り用の化領羊を養つてい 

る とするととである。 放牧地の生産間力に育成されたﾡ領羊の価価と生ﾡ期間の終り 

の牝編辛の価位の口方から判断される。在ぶのあまりは乾にさ、一方夏草、秋は秋 

と 冬の 飼刎ため； こ保たれる。すべて の場合ﾡ料草の快木は一年中採喰され ない処と新し 

く 採喚さ れた処から集めら れる。

Aberyotwyth で用いられた谷は垂直の側面を金網でﾡつている! ft.の高さの 

木の枠からり、 対の角に軽量の tongnu-and-groove board で出米てる 

日除が用意されて る。この炎置はすべての方向からのﾡい気突に対する保護を与える。全 

体の 構遊は 四つの章崎に 梁つて いる。水平と垂山の木指か ら 成る各枠ば 上部と度の 4 陽で 

8本のボルトでく つつけられて、全の物が折りたゝみ山米る。12,15,18,21 
ftの長さの水平の木掃から、 10ヶの興った大きさのfola が細立てられる。契際に用 

いられた、ﾡ大の大さ さのものは 2*18 ft.でこれは0.。 1 ェーカー に相当し、最小 

の大ささ は12*12ft ・で即 ち0.。 0 うエーカーである。 2*18ft ・の大き さは 

全部の生体重増加の跃験で 用い るか、4 頭のﾡ付化細羊がこの面ﾡを採喚す る。

移動が合を用いるととには三つのﾡﾡな特後がある。(岸合は毎日動かされるから、放 

牧地の愉換放牧が 可能であ り、一方緬羊は 飼料 草の 同じ型に保たれる。このこ と は編羊と 

放牧地のためによいととである。ﾡは体日少くと 61回新鮮な飼料を与えられるが、そ 

れは同じ型のﾡ料卒でゐるるから、消化の混乱から書を うける ことはあ まりないよ うに見え 

る。(2幌 (barrier)は一時的なものである。羊合は少く と も1日1度動かされるから、 

な かの面積は唯 1 日 だ け保護 さ れる。 その 設放牧地の 仙の 処で 普通の環境に さらされる。 

動かされた祈しい処は正であり、保巡されてはいない。○)合はﾡ羊は不利の気候に対 

し保護変されるように細立てられている。このこ と は彼ら の健康に とって 必要である。この 

随時の帰は植生に少し も影響しない。何故な ら唯半ロ多<て1日1 ヶ処にかれるのみだ 

から o

9S2.5 実験用家帝の利量

(1) ﾡ量用慰具

ﾡ羊がBoan cよつて11b.単位で、Crones) 彼は竿秤を用い、家客は輪ﾡにつる
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した によって0.25ユb.位で測られた。 Bakorらは10-ton二ﾡ究所

(auble-bean pit-occle)で5ュb.』位でﾡを行量した。そのi械に10.5* 
22ft.の大きさの台ともち、コンクリートにはめ込まれ、小屋に 収容される。

Patteroon は袋を21b.4位でﾡり、当才の牡牛を5ユb.位で測つた。Luoh 
らは51b ・単位での量はかなり の知認をﾡ性にする とぢえ、牛は 2ユb.位でﾡ量し、 

ﾡまたは当才牛は11b.単位でこるべきだと初告した。 Hugh らは当才牛を1b.位で 

25-cwt・ Vandome and Hart の牛用ﾡﾡ Goigh brido) これは. 

好な条件下では皮牛を0.51b.44位で杯証出※a——で評量した。Linehen らは1時 

に5頭の去勢牛を poo1ey 機秤ーーこれは71b.uで、従つて1頭当り大体15ユb. 
単位で秤 fit 出来る——で秤必 した。

(2) 研量時の家面のコンデイション

家面の 近量はーロ の間で 6 時々 刻々と 変化する、このことから ﾡ量は各日のじ時Iに 

なされるべきである。しかし、 1日の同じ時I間に測られたとさでも、日変化がある。馬ま 

たは牡債の場合普通20～4O ユb.に連する。
. . ■ ' * ・

日変化の主災ななる原因は摂収された企物と飲物の量とﾡであり、最後の採喚か らの総当、 

気侯である。これを消去するために、 Lueh らは牛を満腹時!に杯量し、 Jones は1 
6時川の夜問の絶企 その間動物は彼ﾡ下にあつた 設に測られた。夜問の絶食はイ 

ギリスでははとんど益ﾡ的に採用されているが、 Hughee らは絶食が任意な時間でなく. 

晩の採喚の直後に始った時に、ﾡ量の日変化が扱小であると と を 見出した。杯量の前に動 

物が水をのむととについては雑多な意見がある。 あるものは、 あるととをすゝめ、 他のも 

のは別のものをすゝめる。 Hue ho ° らの録は、家ﾡがﾡ量される前に水が利用さる 

べさであるととは、家ﾡの健康の点からすゝめられるのみでなく、また孤量の日変化はそ 

れによって滅少されるととを示した。 .

(ろ) ろ 日間の項量と 1 日のみの重量

断食後にせよ済腹時にせよ、次のげﾡは1回の杯量をどるか、または税いて2、 ろまた 

は4日問の平均重量を取るかというCとである。これc合まれる誤はLueh らにょつ 

て十分にﾡ査された。

一様なﾡ条件下では、平均量の正n度の誤ﾡは平均ﾡ量がく量はの個数の平方枚 

と 反比例す る。それ故 う 口 間に h つて ポ量ナ るcと が実行出来な いならば、1日cろ 倍の 

頭数 の牛 を 秤 ほす る ことに より 同 じ正価度 が確保 される。それう0頭の 牡ﾡの 1 日 の平. 

均量の 正確度は、10頭のう日I間の や 出れ の 正面i 度と 等しい。しかしながら一方う0 
頭の牡領を 1 日 に利す る と ミ抽出設差 iはか なり 少ないだろ う。他方10取をう 口間測る 

ととは 羽城条件の影響の評価が可Tであろう。そしてそれ故に牡償の真の重地加量の 

よ り正確な 評価がTで あろう。ろ日 間 の量の こ の利 点は 同時『c採度し、同じ 日 に 用 

量された家面郡の比較において重要でないが、飼科のエネルギー退の計算において、ま, 

たは他の年または 他の 場処 での同じ よ うな飼料による地加量の比較のためこ絶対的加量 
・

を用いるという場合に:いて は有利である だろう。彼ら は何 口 か続けて押母する ことは1 
日のみの杯皿が3かし』いﾡﾡの約42%を消去すると結論した。

ADeryebwyth では、 家面命は、放牧切の始めと中間と終りのろ日Iの毎朝にﾡ量

された。

他の ﾡ点 は、杯量に災した時間を する 時1 日のみの杯量よ り 正確度が相し たCとは: 

妥当化され そして 事実 星密に より ﾡ験されたより大きな捉乱の故にﾡ性が少いという 

ととである。 Bakex ら は校の場合、離乳の山は、一採な条件が特のために維持された 

場合、1日 TRiに b るう日 叫の利点が ないと結論した。牡特の I量を研究死している 

Pattorson は次のように書いている。「多回重量に基"く絶対重量の変興の僅かな滅少 

があるだけである。」そして「例外的第境下に のみ、多回杯量は突験の正確圧を地す経済 

的方がであるというととを考えるCとが出米る」 Jones 同様 Bean は編羊の重量. 

icsいて、気候 と 理学的条件は 科:量: 方法 よ り 重災な役部を渋ずる こ と を 巡察し た。 Boan 
の従った行ﾡが利量に慣れた時にはば、最初の日に得られた重量と、う日Uの平均から得 

られたI｛の価 と の出に有ﾡ な逃は なかつた。
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fう Animal maintenance
8Sろ.1 constant animal-weight 法

この比較的新しい技術はRhoadらicより、成熟した大勢牛を用いて、Louisiana 
の放牧地で試みられた。それはまたニ ユージラン ドの Ham i 1 tonの土炯究所で dry 
sheepを用いて うまく いつた。仙体維持に逃く Cの技術は animal production法 

(c特有な設後のいくらかを除去しようと十る。例えば、家市の生育とコンディションのﾡ 

c基く重置の変化は成熱した家命を用いるCとにより (牝の場合はﾡ油牛) そして一定の 

Kﾡc純持十るととにより除去出来る。更に放牧曲の生産&の 計算に飼養秘堂を利用しな

い。

(1) 実験の方法

家帝を一定の重はに保つのC実験者に多大の熱ﾡが要求される。それは2つの方法によ 

つてなされる。 才なわち家ﾡが採喰している放牧地の面ﾡを増させる ととによるのと、 

家畜の卵数を変化させることによつて。 Rhoadらは両者を同時になした。実験はう年間 

続いた,放牧 曲 と 実験の 配置は 第 5 1図c示される。実験放牧川 (2、6、と8)のそれ 

ぞれと休閉 (dry 1○t)は6エーカー (210*1245ft) である. これらの 

放牧地の2つ (2と6 は移動電夕牧柄により、 北と南の区に分けられる。 Cの概を動か 

すことにより、各区の面積は0.うエーカーの間隔で増大または減少される。放牧2、6 
の南の区は6西の去ﾡ牛が居り、その如数は一定に保たれた。そのグループが全体とし 

てﾡ 量が 地ロ したならば、電気牧柵は 面ﾡを少さ«するように動 かされる。もし 体ﾡが滅 

少したなら、牧権は逆の方向に動かされる。放牧地の北の区の面積は南の区の而情と反対 

(c変化才る. 北の区の家ﾡは放牧に居るﾡ物の即数を変化才ること icよ り一定の也般に 

保たれる。放牧8では6エーカー全体に直つて採喰すべく自由にされている。実験放牧

から移された家命は予備放牧川(1でCれまた一定の重品に保たれる。ﾡ修、 水、塩は放 

牧収1、 8と休閉地同様放牧2、6の北と南の区でも利用出*る。

家帝は遺1度ﾡ叱tされる。杯はするHには、 前7時Iに全部の去ﾡ牛が尖められ、8時 

に秤供処 に 導かれ る前に水栉に 殺れて彳一八。これは家否の仙問の 飽水度の因子を消去す 

るためになされる.秤量:後、家面は休ﾡが増したか減少したかにより、そして、放牧川のそ 

の時のコンディシ ョンにより、良好、中% または劣等な放牧 曲に割当てられる。家ﾡは、

今出て*た放牧ﾡに戻る必要はない。重ﾡの絶対的制御は不可ﾡでかるが、ある家命の重 

・の 増m は 他の b のの少 で相殺 されるから、 ゲル - プ 単位の制 御が 試み られた。 「cれ
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農場の 放牧地 と 設備の配置。

ﾡ 2牧区と6牧区の側線上の点は、いろいろな時における、移動電で気牧ﾡ

の位 間を 示し、破線で囲まれた 牧区は 現在 実験に 便 われて ない。



らの方法によつて、相応なﾡ団内に、 夫ﾡ牛のﾡ『を保ち得ることが判つた。面調節放 

牧地の去ﾡ牛については、 ろ年間の初の平均ﾡと、放牧期間中のう年間平均ﾡﾡのﾡは 

放牧地2でたつた2.9%、放牧地6でろ.ろ%であつた。drylotの去?牛ではﾡはたつ 

た0.う%であつた。27 7ゲループの杯ﾡにいて1ﾡ当りの週征の重ﾡはのめの平均重 

・の 1.6 %以内に制御された。

(2) 放牧地の生産はの計算

家帝を 継持するのに必要 な飼 料布の 証icついての知 誠を 得るために、6 頭の 去勢牛の 他 

のグル - ブが休閉地一 そ と では 附属放牧地 (10) か ら の刈取飼料草 (そ の組成は実験放 

牧地のと 似ている ) の称耿された駅が与えられる——icおかれる。家帝の重况は刈取飼料 

年の 1日の給号吐を地才るととにより一定に保たれる。それ故飼養標的を通しての計算 

なして、個体維拘のために消費された飼料草・の実除のねを判定することが可能である。

休閉地で家ﾡにより消費された飼料は、毎週生体朮 100 01b 当 り 新鮮な刈取飼料草の 

平均日消費はと して、そして また全可消化養分....Morri sonの消化率による-----と し 

て炎される。 エーカー当り 実験放牧他の 1日の生席証はCの証に対応十る期間各放物他に維 

持された家帝のエ ー カー当生体曜の 1 0001b数を掛けるc とcより得られる。

実験期間中、放牧地のﾡ物の組成は毎月ポイ ント・ コドラー トを 用いて草種の被度 (%) 

とダが伏定された。生流ﾡはC8ge法の1つcより快定され、放牧地から飼料幕の化 

学分折後、全可消化業分に換Wされた。

§ 4家畜滑化試験

$S.1 Consumpticn/Defaecatim rati。 (消費・排ﾡ比)

こ ゝで概説される方法はﾡ料卒の可消化と不消i化の 部分の比が1 定である c とc基花 ・。 

CれはCCnSunmption/defaecatim ratioと呼ばれる。 1匹飼料市の消化率 

が供定さ れると、M"の家術Iにより 排ﾡさ れ た排ﾡ物の重間は 消nされた飼 料証の Rの 計 

算に用いることが出来る。Cの原叫にく技術は19うろ年アメリカ、 イリノイ州の Ga. 
FTigusicより放牧岬評価のために最初に発展された。以後イリノイのGerrigus ら 

ドイツのHohenheimのWochlpirer,Kienletcょり牝牛を用いて、 Ca mbr_ 
1dge のWoodman ら と Stratford-on -Avon 高研究所によ り細羊を 用いてう 

ま ・ 行っ た。

放牧地評価は2つの段階で行われる。+な わち(8)家斎の消化試験によ る飼料草の消化率
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の状定、(b放牧で採喰している仙々の家市の排ﾡ物を集めﾡ団する。この2っの段階は 

2組の家命を用いて同時に行われるか、または同じ家畜を用いて、連続して行われる。前 

者の場合、家ﾡ出の変ﾡが導入され、後者の場合発育民階の僅かなﾡに基(飼料の変照 

が導入される。

(1) 消化試験(digestion experiment)
全W県質と仙々の養分の消化率は飼料と排ﾡﾡの両方を分析したあとで計算される。

家命は都合よく設備された流命に入れられる。イリノイ 於業試験場では遊舎の床は後 

方にﾡ斜し、ゴムで被银された木綿の敷物が故かれる。餉料の分散を妨ぐため深い林桶を 

使う。家商を飼料卒に慣ら十ため予めり日間試殴したあと、 8日間ビ試験が引継いてな 

される。その間卒に排ﾡ«を媒める装識と袋がつけられる。放牧から飼料ばは1H2 
度刈取り給与させる。それは家奇の食悠の極限と判定された一定の割合で与えられる。e 
れは放牧地の家商 - 彼ら は食慾の限界 まで食 うでめあろうと考えら れる——との比較を+ 

るためである。飼料は新しく刈取られねばならない。何故なら真結されなければ、それは 

たとえたつた半日古いもので も政ぐ分解を 始めるから。飼料の標本100grが分析される。 

排ﾡ物の袋は1H 1回取り換えられ、和量され、排ﾡの代変的部分 (2 00g r) が分 

祈される。排ﾡ術の乾様物質の全ﾡが計算され、 消費された全乾場物質に対寸る%どして 

数される。

飼料は毎日新しく刈取られるから、家畜に 与えられる飼料は毎日 より 成熟し、日zに 

消化し確くなる。連日祈しい飼料を刈取る代りに、 売全な消化力試験のために十分な銅 

料が1日Iに刈取られ、町えられるならば、弓えられる飼料京は実験中、同じ成系の段階 

cあり、向じ化学改分と消化ﾡを持つ。飼料額を成熟の同じ良階«こおくことに加えて、要 

求される飼料証の全底を1日で刈り、それを毎日給与することが出来るという大ぎな利区 

がみる。Raymond らは この方法で飼料草を一 1 8～2 0Cの冷ﾡ麻の中で町蔵し・ ・- ・,・ ・- . .
て ーー実ﾡした。融:けた飼料草は下痢している 1 近をの2;て猫羊によらで容室忆食わ r.・*.r ・
れ、消化ﾡ者はなかった。 ' ' . " ・

家 商の 2つのゲループ が同時 にわれるならば、 1っのゲルー プの飼料は他の ゲ ル ープ 

が採喰している放牧地から取られなければなら ない。 6し1 グループしか用いられないな 

らば、 そのゲループを引きつゞさ採喰させるであろう放牧地から取られる。 そうであって 

b、刈取られたのと採喰され た餌料草は飼料と し て 同二でない。 牛は あ る 草Wを命い、他 

の種は食わない。一方締羊はより •選択的である。この故に、採喰されたﾡ料は刈取飼料
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より高い値を持つ。この両者の債の差は放牧地が約う〜6inの高さで強く、それ故一様 

に揺喉される時数少である。消化'と放牧の実験が続いている場合(同一の家畜を用いて) 

放牧実験の飼料草は消化実験にけるよ り約2週町間古い。・が逆でみれば2消間若く な 

る。Forbesらiにより号え られたデークは飼料卒を同時に2組ののた家市を用いて試験 

+る と、同じ家新を用いて消化と放牧の実験を引つゞいて十る場合より信頼出※る特果を 

与えるととを示十。 、 ・

(2) 放物試験 (Grazing experiment)

政験の2の段階の目的は放牧地の各家面によ る排ﾡ物の1 日の平均置はを伏定し、消費 

さ れたﾡ拠物質の ロを t算+ る こと である。

家畜はそれぞれ排陋を集める袋がっけ ら オレ 念入りに瞰に保たれる。他の実験の条 

件は出子るだけ正高に近く保たれ、性務、水、仲間の 煥用家畜が 与えられる。Gerri- 

gusらは家畜をなら十ため、時間と注意を払うべさととを強調していろ。それ故必要な 

取扱は家畜を不当に刺激しないだろう。また家商に8H間の放牧、消化実験を始める前に 

5 日間の 予備 期間 を 幽備し た。そ れ故等 盗は新しい照 境に慣れ る ように なり、飼 料 賞を 

一定の割合に縱持す るだろ う。排泄初袋は必要によ り 1 H1～2度取りかえ、科『し、乾 

燃物質各はのためにﾡ木がとられる。

(ろ 放牧血の生ﾡ量の計算

Garrigusらの例は飼料消ﾡﾡの計ﾡ方法を説明している。与えられた去 勢牛の一日 

の平均の排 物は乾燥物で 1.5 1 b を仮定し、消化実験よ り 放牧地か ら与えら れた飼料 

あについ て、消費 し た乾燃物ﾡの う 0 %を排ﾡし た と 仮定+ ると、放牧 実期間中、1 日 

c消ﾡした飼料京はも30-151b (1日当り乾燥物 である。全部の家畜について 

の合計が、放牧他から得られた飼料を示し、満度に利用されていれば、それは生産力であ 

る。

標本抽出、や 氏、消費された乾物と排ﾡされた乾物との比の信新性、排泄物の全灰分含 

・の変動、総館の 水準と飼料草の成熟便の水型の差など  に ﾡく起りう る誤着を論議した 

みと、Gerrigusらは、彼らのﾡ果に大きな誤釜はﾡ入されてないととを確情した。彼 

らの2 7の実験の信ﾡﾡはのよ うに要約される。

「標本抽出と分析の誤ﾡはそ分平均1%以下でめる」

「消西試験期間の持泄乾燥物質から消むし た乾燥物質を見依る方法と して、 消化試玲期 

間中の消書、排泄された乾燥物質の間の 比を 用いる ことにより おとり得る,誤菱は平均約 
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う.う%であることが判つた。」

「去ﾡ牛の体からの無ﾡ物の排ﾡの比率の変動に よ り起る誤芝—— 乾燥排せ物の全灰分 

合証の変動によつて示される- は初めの19の実求では平均2.5%よ り大さ< なかつた。 

cの設盗はみとの8の実突ﾡでは消去された。全誤雄 (<6%) は他の方法が用いられた同 

じょ うな調査に見出された誤ﾡと比べて少さい。」

ss.2Indi cator 法

飼料の消化率と 消費破を測る間接的方法は、単一の化学成分一一 全く 消化されない - 

を消四された飼料植物の証の標として用いるととでめる。 cれはreference 転質と 

して知られている。 reference物質の消化率は判っている (U%)から、 実験のなか 

で 消化試取の段階は免除される。たゞ放牧地の家面の排ﾡ物の量とそのなかのref 

erenco物質の各uが要求される。

Re id らば理想的な reference 物質-------------- 自然に、飼料のなかに

測定出る極の証tで存在し、全に不消化で、そしてそれ故排ﾡ物中に死全に発見出茶、 

そしてその化学分析は単純で、正確で、迅連に出来る—— を記載して いる。用いられたi- 

ndicatorはリグ=ン、猫、二化鉄、験化クローム、ワックス、染料、不泪 化蛋白、 

ﾡ物色楽(chromogenic )-------- である。リグニンの消化については若干の踰議が 

みるが、 それは別在最も 用いられている re ference物質である。

(1) リゲニン法(Lignin-rati。 または Lignin-recovery Techniq - 

ue )

唯一の家畜のグルーブ-放牧ゲループ—— が必要で のる。これらの家音には排池物 

袋が取りつけられ、それは毎日取り投えられる。排ﾡ物はﾡ証され、 リゲ=ン含間を求め 

るために分析される。放牧収のﾡ料植物がまた、毎日抽出され、 リゲニン各Qを求めるた 

めに分析される。飼料市の mは、 リゲ= ンが排ﾡ物の中に 1 0 0%再ﾡ見される と い う仮 

定の もとに計算されろ。ﾡ村1の1 日 の消化口は新鮮な飼料堂のなかの り ゲ= ンの%で全 

部の家命の排ﾡ物中の リ ゲ= ンの全Rを 割る ことによ り 求められる。家咨が全成長 8 を 

採喰したと仮定すれば、この消費ﾡの値は放牧地の生ﾡ(の尺度と考えられる。しかしな 

がらリグニンはﾡ物を通じて、 平に分布されていない。葉はﾡょり含品が少い。放牧 

の生ﾡ間の 測定のた めに は これが欠点で ある。何故な ら 家 ﾡに採喰 さ れた飼 料市は化学分 

析に用いられた刈取られた飼料ﾡよりﾡの部分をより 多く 合むから。
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(2) クロモーゲン法(ChrOmogen Teihnique)

Woehlbierはreference の質の な かで葉保奈は巳 に用いられたと 述べた。Re 

idらは 1 9 っ 0年自然に存在十るﾡ物色来を用いるc との可能性について#告した。彼 

らは光を吸収オ る 溶液中の 物質cついて 'ch romogen "と"cnronogenie sub 

etance"なる部をﾡ用した。関査された飼料卒は放牧感のイネな本 (主として発存の 

ろ段階におけるPhleum PTatenee),Trifoliun repens ver.latumか 

ら阪る乾1 合飼料一普通に供給されてる ものであるがいろいろな方法 (サイ レージ、 

barn-cured. 人工阪ﾡ、自然乾燥)で貯歳されているもの 一 であむ蝌と実験用家谢 

排ﾡ物の光分析による試験は4 0 6nuで光を吸収する物質は飼料のなかに存在し、排 

の中に死全に回収される こ とを明らかiにした。色素の回収は調査された全部の飼料につ 

いて一救してり、唯一つの植物色奈が観祭された光の吸収に明らかに対応しているとと 

を示才。Reid らは飼料の消化率と消ﾡ証の快定のためにreference物質と して406 

mLで光を吸収するク P モ ーゲンを使う単純で正確な技術を考察した。

この技術は リ ゲ= ン法と向様に、-  +なわちﾡ物体にﾡけ る reference物質の不 

均一な分布とい う欠点がめ る。indi cator として406mu で光を吸収する クロモー 

ゲンを使う時、 放牧でﾡされる乾燥物質はcOnsunmpticツaefaecation ratio 

法によるより大さいらしい。 Cのととは空より葉(放牧の際、 道択される部分) icおいて 

cのreference物質がより高い訓合で存在することを示+。Cの欠点にも拘らず、R- 

eid らはとの方法はに消はの直投の測定が不可能である放牧地の研究にいて、ﾡすう 

ﾡ物を( う栄養の研究に広い範囲の適応件を持っ」とい う意見である。

アメリ カでク ロモーゲン法が公式に認められる よ う に思われるので、Cookらは北西U- 

tahのwinter desert rengeで--  そこでは主要草預はAttemisia tri- 

dentata,A・nova,Atriplex confertifolia,Eurotia 1an8te, 

Sitanion . hys tri *である—— クロモーゲン 法と リ ゲ=ン法によ る結果を比較し 

た。排ﾡ物袋をつけられた去ﾡ細羊が、 単一ﾡからなる一時的enclosureの中で放 

牧された。 予備放牧期間のあと、排ﾡ物が1日2度集められ、そして6H間に耳って集め 

られた混合サムプルが化学分析された。ﾡ料の標本は個々の家ﾡをまず観奈し、それか 

ら紙羊に上 り 実際に消ﾡされるの とF確に対順出 ※る飼料卒を辛でちゞるととにより集め 

られた。排ﾡ物を集める前に朝早く、飼料卒のサンプルが採される。飼料ﾡと排ﾡの 

サム プルは厳ﾡに同じ方法で取扱われ、 化学分析の前には光または う 0C以上の温度には 

さ ら されなかつた。排世物と f対に ついてリゲニンとク ロモーゲンは同 じﾡ度で化学的 

C快定し得るが、いろいろな植物の林の消化のために、容鑑問の差が斫究される時は、ク 

ロモーゲン法によるより、 リグニン法によ る方が変異が少い。big sagebrush と 

blecksageの場合、災際にﾡ"されたのより、排 c回収されるクロモーゲンはか 

ななり少い。このこ とばクロモーゲンのある ものは失われるか、消化の間に 異った光吸収値 

を与える。の に変化する こと を示す。squirrel-tail grassの場合、 クロ 

モ ー ゲンは高率で回収される ら しい。 それ故Cook らはク ロモーゲン法は 冬季の牧斯の 

飼料 庫- そのい ・ つかはエーテル描出または抑発性油が 髙濃度で存在する—— につ 

いては不適当でみると結論した。

(3) Double indicator 法

2 つの内用 reference 物質を便 うことに基く 方法はイギリスのB1 axterらcょ 

り何年かあとに発展された。彼はとれを"tne double indicator systeu" 

と呼んだ。この技術の大さな利点は、実験希は排ﾡﾡの全Iけを知る必要がないこと、一 

それ故供試排物は 1日くと も2度抽される-イ オに挑世 物袋を つける 必要がな 

いことである。この方法は1948年、Brit.Scc・for Animal Productio- 

n のﾡ会で発炎された。

この方法において、ﾡ羊にまづ約り日間毎日、 不活性 (metabolically iner- 

t) reference物質の一定ﾡ (～10gr) を与える。硫ﾡバ リウ ムが、3 

ﾡ化クロムよ り陰かに速く 見精り 出來るので遊ばれる。約っ 日後、バ リ ウムの一日の 

排ﾡは一定はになり、 排ﾡ物のたゞ 1っのサムプルがバリ ウム の一 定の% を 号えるだろ 

う。バリ ウ ムの排物の標木の乾燥切に対する比から-- 経口的に与えられたバ リウム 

の全部が排池さ れたかぶり - ﾡﾡされた全乾燃物質が容易に計算される。

放牧収がサムプリングされ、飼料卒 と 排性 物に ついて リプ ニンが分析 されるな ら ば、 

次のこ とがわかる。 ・

携ﾡ物の 乾規物質の 全耶 ・

排泄物の址無物質中の リ ゲニンの% 

飼料草の乾燥物質中の り ゲ= ンの %

リゲニンの消化が無視出来ると仮定十れば、摂取された飼料での防物の品を計算すると と 

が可净である。挑世 された就物駅 と 飼料車の乾物摂取 研が知られ る。それ故それぞれの特 

殊 な養 分の 消化 率を ・計算 し、それから 放牧地の 栄要 価 を 全可消化養分 ま た は 激粉紳 Rc上

-8う一
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つて計算することは簡である。勝に入つた興物要楽の排ﾡの逆性について、わずかなミ

ﾡ点が ある。バリウムについて、バッ ウムの 我烽初 質に 対す. る 比に 明らかに 日変化がある、 

それ故排油物は1日に1度以上抽出され、 1日のケムプルとして混合される。より多くの 

点はバリウムの使用に伴う。福い淚度を 使うことに、抽門のなかに沈滅と越し場い。

Raymona は(排池物の窒楽含量と 我われた,淌 草の窒素例の間2用係が ②ろことが 

確総されたから )ﾡ孫とリグニンと reference 物質として示している。彼は絶統 

排泄物の空素钠量から 丽草の 藻切質の 空素含有にを計算した。ニュージーシン ドで 

同じようなﾡに沿つてそしてはとんど同時に研究している Iancaete は挑花物のﾡ 

素含方量か ら、政牧地の有拠物ﾡの消化率が如何に 行第 され 得る かを 報し ていろ。

85 B-io-aos ay
取のよ う広小動締について、その活動のﾡ囲を聞るCとにより放牧地を評価する方法は

未だようらん期にある。それば放牧地の料の発®Y(oeBtroEenie oubotan- 
ce) の合行量を決定せんとする試験にいて、始められた。家遊 の再生前: 的活動を刺激 

するこのよ う な物質は栄養物郎こより計弄されたものより、放牧地の家市生産初の価価を. 

強調する。最近のろつの観察がとの刺放作用について述べている。

(a) Phillipe らはtIに Carmartnon から西に PembrOkeBhire へ行く 

cっれて秋の分検の部合が増加し、仔緬羊の平均重量が 増川する こと を観察した。とれら 

の両地方の放牧地の飼料草は 王 として AEroeti。 から成り、近似している。放牧地 

の生産量の差は気ﾡの差に分せられていた——Pembrokeehir。 では Carmarthon- 
ahire よ り 冬に瞬天多い―—e してこれは順に家ﾡの再生産と それに関するすべてを 

刺激す る 飼料草 の中の あ る 物町を つくる。

(b) 乳牛が放牧され る と 牛乳生産証 が増し、牛乳 中の無脂回形分が多 くcる。との 加 と 

港理になることは飼得草の中の役分によ って削ねされる ものより多い。 Bartlott ら 

は 牛乳の 質 とほの このよ う な差は、若い、 生育しつゝ、ある 例料年のなか の発げ物許の存在 

の結果をして起るととを示した。 Lolium epp・と Dactyュ1e Elomorata 
については、発柿価の ピー クは春の小秘の開始の直前iにみれる。

(C) オーストラリアで初期の Trifoium gubtorreneUm を採喰する額羊はそ 

の 生殖器官の 組様 の 変化を 発達せ し め、肥度の担失 を件う。
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方法のれ ・

飼料の中の竹物ﾡのﾡを、小動物に対する それの影南こより 定的に決定する試域 

がなされた。 Bertlett らは未熱のﾡの子宮の量の地加を決定した。 Evans 
ら はの開 き により 示される 成育 と 成阳 を記録 し た。

ﾡ汚ﾡ因は現在分外されている。それは genistein と呼はれる巳に知られた化合 

物5,7 - 5 水侑ヒーイ ソフラボンである。 こoイ ソフラボン (ieorlavono)は 

自然の oootrone (性ホルモン)とﾡ接な関はないが、自然の発情物ﾡと似た生理 

的作用をもつ。しかしイソフラポンの高浪度が、 生ﾡ的影響に作用するのには災求される。 

これととれに似に化合ﾡが植物中に広く存在するのだろ う。

S6 Animal requiremente

§§6.1 飼料単位 (Feoding units)
家ﾡは、維持と生長と生産と活動のために一定量の食物を求する。飼養際準(feed- 

ing standard) としてﾡられている、 Cれらのﾡ能を可にする量はW出され、家 

ﾡの種類、年令、大ささ、コンディション毎に表示されている。 スカンジナビヤ飼科単位 

(Scandinavian fodder unit) , ﾡ粉等量(etach equivalent) , 
全可消化契分 (total digeetiue コutriont)のよ うな飼料位で ﾡわさ 

れた量はすでに示された。

これらの雨養標常は一定の目的のために、ある 家港について真に推奨さ れた量であ る。 

家畜により放牧地を部価するのに用いる時、これらの量は逆に用いられる。 Forbee 
は飼養標準を逆に用いる ことを非難する。彼は飼犯標準は単に飼料給与 ceea allow- 
ance)の勧告と して計画されたもので、個々 の 家畜に 与えられた 飼料から 得られた 定量 

的結果の保証と して計画されたものではない。勧特として、それら は実際の不都合な条件 

下で、災求をすべさ、かなり過多な安全な因子を見越さなけれならず、 そして見越し 

ている。家畜のﾡ境に対するﾡ々の適応性により、そして その体内の広い貯蔵栄養物に頼 

る能によつて「契が不明確に されると主强する。彼の意見によれ栄養要求量 -(autri- 
ti v-o requirement) の報告世としてこれらを似うことは正しくなく、混乱をつく 

ること iになる。
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$$6.2 政牧に 消費されるエ ネルギー

企物を探してﾡさﾡる時、家ﾡによ り 消費される エネルギーのIﾡ1が残る。

しかし この間題に ついては、 資料が少ししかなく、そしてそれは侬乱されてい 

る。 wood.らは牛について、 1日1頭当り11b,2ユb,ろ1b,の教粉等量をそれそれ 

役、中庸、不可な 放牧地で蠣すべきこ と を示している。 Linehan らば央好な低 

地放牧地て、1日当り11p.の殺粉等量を差引いている。 Bhod らは運動項西 

("activityfactor") のために、ﾡﾡ採4に25%をかえ.る。 Garrigus 

らにイ リノイの放牧地で採喰しながら歩いた距艦に、基づいて災ﾡをした。彼らは安全な 

平均位として 1日当り1マイルと計ﾡした。平地を歩いてる牛の生休1 00 ユb・につい 

て、 1マイル歩くのに災するエネルギーはろろ大カロリーであるととが判つた。 とれは全 

エネルギー求量の非常に小さい部分である。それ故良好な草地では、放牧にないて、牛 

が渉く距ﾡの誤によるﾡは、無視出米るだろう。しかしながら、この結論は、植生が 

疎で、水が遠い処では適用されないだろう。

第15T 全生産 品•と 正味の生産吊の 比較

(Gross a.nd Net Yields comp 
a.red)

' 乙ゝで刈取科量(herbage-weight) 法とanimal-productio法とを比較 

する。

刈取 ら れ た飼料 車の 重量 は 家 畜に提供 さ れた全飼 料草の推定 紙を 与える 一方家新の生産 

ﾡはダ奮によって喰われた飼料ぶの推定位を与える。放牧地の生産 枝 のこのよ う な2つの 

見方に対するドイツ" Leietungshakigkeit" (供給能力)と"tieri- 

eche Nutzertrag" (ダ奇に利用される収愛応) は測定される ものを適切に我わし 

ている。前者は絶対的または全生産量で、後者は正味の生建斌である。この間題に関する 

イギリスとアメ リカの文献を調べると、 animal-produnction法により得られた 

生産量は いろい ろな刈取 法の信頼度を測 定する基的と考えら れ、そ れに近 い値が得 られた 

刈取決秘信ﾡ出来る. とい うR象を受ける。その棋拠をと、に引用するには余りにも多い。 

ある方法は飼料草の全生商量を与え、一方他の方法は、この生産量から 得られた 利益が何 

であるかを示す。この2っの方法は別々のiを測つており、同一の結果を与えることは期 

神出*ない。どの場合でも、両方の方法に誤ﾡは必然的であり、それ故両方と も測定尺度 

としては見做されない。

S1 採喰係と刈取量の比(Grazing/clipping Ratio)

cの2っの方法によ り得られた結果を比較するとと はためになる。それぞれの方法で得 

られた生配量は両方に共通する. ある単位--例えば、TDN. SE、飼料位--に変 

換される。28表はいろいろな文献からのデータを用いて福したものである。2. うの 

場合には実験が、この比較のために精別に行われた。 (Hodgsonら192. Gran- 

djean 193ろ)

こ の 変の 値か ら : 飼 料草の刈取 により 得られだ 全生河演 (grors yie1d) と 放牧 

数から得られた正味の生商i(net yield) との問にの広い関係がみるととが 

判る。2っの場合 (Morrisonら 1 9;46、 Linehan ら 197.) を除いて 

家市生商物に よ り 決定された生産 班は飼料亞の刈取に よ り 得られた生産 量よ り 低い。- 

ﾡにそれは刈取皿の70〜80%である。一致のﾡ度はあるﾡ度まで、放牧督理の幼率 

を 表す。湿潤気下で り0: 100のgraz ing/c 1 i ppi ng 比 は府生放物地の途
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方もない利用と示し・ ー方70:1 0 O の比 はより 適切な利用を示す。K1apP(1ラウ 

は. 良好なる管ﾡ下では利用されなかつた飼料ﾡは1 0〜20%ic少さすとが出著 

正味の生産网 と 全生産骸の比を 9 0 :100または80 : 1 00icするといつている。イギV

スとメリx研究に込いてはgrazing/cli pping比のCの状態を、時々;M るのみで” 

あるが. ドイッとスィスの時学者はTCCの点をﾡ々と説く。 スイスのV01kartらは 

grazing/clipping比の快定は. pasture-recoding suFveyの本質 

的な先証者であると今えた。 (Grandjean 19ろろ)grazing/clipping

比は放牧地の管理上の多くの問題——オなわち放牧地の大ささ.放牧の強さ、放牧のら 

度. 放牧地の放牧及び休牧期間の長さ. 家あの柳類と 年令. 土地の利用を放牧と採点の間 

で変える頻度 (例えば季節的にまたは 1生育期間内で)  c関する 目安として役立つ。

82 メ取と放牧に よ り 快定さ れた放牧 物 の生産 は の差の琼因 e

ほとんど すべて の 場合 に、 家 南の生丽物の 測定か ら得られた生産 Rは飼料 草の 刈取に よ 

り得られた生命風より少い。cの相述を説明十る多くの要がある。朮要ーな る要因は飼料 

卓の生際岡自体、すなわちその季節的変化. 家畜の採喰図件. 飼料車の出われた処 (" 

ost"herbage)の面和. 家盗の災求量(animal requirement)の計n. 

放牧地の管理と関係する。

(1) 飼料草の生産量。

飼料草の生味量それ自体変動が大2 い。それは刈取標木の数と大ささにより、そして遊 

用された刈取法. cage法iにも左右される。

(2) 飼料草の生育の季節的変化。

刈取法と animal-production法による生旅のﾡの大き さは 多く は季節的な も 

のである。気候が、なや、雨ﾡの適当な時のよ うに 水気の 多い生苦に好都合な時は 常 に、 

完全に喰われる よ り 多«の以が生産され. それ故2つの方法で快定された生ﾡに大さ な菱 

が あらわれる。飼料京の 生産速度が 遅く なる ので. 年間の終り には差が せばまる。

() 放牧科理

放牧の技術 (すなわち放牧の強さ、放牧と休牧期間の長さ)は家畜が利用可能な飼料草 

からつくる ことの出*: る 牛産物を大き く 左右する。Grandjean (19う7)の実吸---
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2 9炎を見よ―— は放牧技術と家奮の生ﾡ間の間の関係を示す。少数 の家畜の短期除理 

が長期給氏より家帝の生席物の切等Rにより 多くの報mを与える。短期崎田は飼料の 

刈取による生西Rに近い 結果 を与える。

29炎 •放牧技術と 生産の間の関係 (Kanter,194l)

B 場
ha当適正放

1 牧知数 放牧期間 偽換期間
家畜生産搬による 
放牧地の生困/

日 日 ha当りSE
I 6 7 7～8 5 り〜40 .2 0 0
I 1 51 ～っ ろり ,200
111 208 2 26 .900

1 9っ 1 7 1,2 0 0

() 採喰営性

家音は遺択的に採噴する。叱好性の低い1種は満度に利用されない。1様に刈取する代 

り忆採喩と似たよ う cつみとる ことは、那論的には2つの方法により得られた結果に記録 

される相遵を減少するが、人間の主ﾡが特を次雑に十る。°好性のない卒ﾡが存在しな 

い放牧地はまたﾡ果に少しの不一攻しか示さないだろう。一方飼料草に特に嗜好性がない 

時、ある家命は、消化出来る より 多く喰う。Grandjean (19うう)はこの消費を" 

1uxury feed"と呼んだ。これは生ﾡ証に対する失となる。何故ならその飼料は、 

消化の余分な運動とエネルギーiに使われ、生体皿の増加や牛乱その他の生産物のよ うな有 

益な価価 とななって 表れない。短期の消化能力試験に基いてGrandj ean は家番の生解物 

Cおけるとの失は16.4%という高さ とした。 〔然し、家流のそれ自体の生活の十べて 

を否定さるべさたろうか? 長い目で見れば、 家帝はﾡ意に喰い且つ動くことを許される 

ならば. よ り 客く生席しそ して両生*しない ものだろうか?〕

(っ)飼料の c"Lost" herbage)
放牧のかなりの面種は. 飼料京が喰 う c とが出*ないかまたはﾡﾡされている故に非 

生ﾡ的である。好件のない和の局部的集団排池物が設かれた処の選奥を放つ東、家 

步によ り 踏み固められた牧道. 特に重粘土用と 混町な気検の もとで時崎によ り飼料基が損 

われまたは破ﾡされた処では何処でも飼料卒が失われる。これらの場所は自動的に、刈 

cよる 飼料京の 単位 面 稲当 り 生産 証tを与える 計算 ic合まれる。十なわち、計4 さ れた位
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面積当り飼料ﾡの生ﾡﾡは実際より高く なり、飼料と家面の生所量間のﾡを大さ く才る。 

飼料章の水分がみい再、これらの原因による飼料の指失は大きい。従って2っの方法か 

ら得られた生ﾡ置のﾡも大きい。

(e) 家ﾡの飼養標ば

放牧家ﾡを尺度と してﾡう初期の実験において、個体粧持 と 生産のた めの家弥 の 要求團 

を計算するのに用いられた値は、しばしば低過ぎ、従つて放牧地の生ﾡは (放牧実験から 

の)は低いものとしてﾡされた。この値はおに、経取に照らして縄整されている。

(7) ﾡく ための飼料の 必要班

個体継持と生産のための家畜の栄養の必要耿を計算する時•運動のために必要な食物は 

常には酬做されない。しかしながら、その点冊は急速に認められつつある。困盤な点は 

正しい値を得るとと cある。

(8) 補給飼料

放牧のみが供給したものを知るために補給飼料の栄姿価り. 勿路計象された家事の挑 

取取から着引かれた。然しWatson らcよ り摘されたよ うに補給飼料が設変の源でる

,る。自飼になれた家畜は.放牧他でのみ飼養された家畜と比べて同じ強さで採攻しない。 

舎銅の期間のずつと前に. 放牧から離れて、”の処で恃つている。彼ら は放牧他を正当 

に取扱 う cとをしない。それ故にその真の生産Rは快定されない。

第1 6 章 放牧地の レコーディン グと 地域調査 
(Pasture Recording a.nd Regional

Su rveys )

欧州大降、とくにスカンジナビア- ドイツ、スイスでは放牧やの生産展は、実験によつて 

でなく. 実ﾡの農場経営における放牧川の生ﾡ物と価格の記録を保存すると とにょり研究 

されている。cれはpasture reCOrdingまたはpasture controlと呼ば 

れている。その精果の編集は放牧他の性質と、その皆理の性質を明らかにし. 機地を如何 

ic理オべさか- またはすべきでないかの実除のﾡ示となる。記録は放牧山のﾡ生場. 放 

牧地に置かれた命の血数.放牧期u. 重はの地嘘、羊毛、ミルクのような生産物の重 

Eまたは 常. Ff. 生 堂または乾草 用 に 放牧地から 刈取られた 草の 母、喰 われた捕給飼,lの 

Uと価格. などについてとられる記録は、例えば5年以上に直つてめられゝば、それは 

良好な平均を与え.ある特殊な季aにおける降雨の過多または不足のような季節的因子に 

ょり 不当に影響されるととがない。結果はすべてがうまくいつているととを示十かも知れ 

ないし. また一方ﾡ場がよ り 適切な基礎に基づいて 再組織さ れるべき であ ること を示すか 

も知れない。過ちの原因を容易に見出し、 ﾡ正才るととが出*る。大面積の処のなかから 

標農場( oample farm)の記録をﾡめるととにより.全地域また全回の放牧地 

の生際力を得るととが出来る。これがregional surveyである。

§ 1 放牧地の レコーディング ・

811ﾡ 史

スカンジナビ アﾡ口が放牧地の生商物の記録を取る こ との開垢者である。デンマークで 

は記録が1880年質からとられたが、 ﾡ在の形のpasture controlはスェーシ 

ンで1911 年に始められた。1 92 0年代の初期に Cの方式がスカンジナ ビア諸国に根 

をろし、それはとれらの回の開学会で組織された。

1920年代の終りiに- 放牧の改皮に対する隣心がドイツで高まり、 スェーデンから 

pesture controlの考え方が拡った。1927年 ドイツの墨学会はFalkeと 

Fingerling にスカンジナビア方式を研究すること  を委任した。Falkeはスェー 

デンの方式にづいた簡な方式を発展さ せたが、i位としてﾡ対単位の代りにﾡ粉等ﾡ 

を用いた。ドイツ時学会は計崎を普及するのに成功し、19う6年にはCのﾡ動は全国に 

拡り、150のﾡ場が参加した。controlled farm それは以前は生部域が平
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第う0炎 放牧の生間の計算のためのび(SE ・Kg) 

(Geith,1937,Klapp,1915)

Falke
"i egne r &Grandiean----------------

ドイツ,
スカンッ 

ナビア

生体重1 0 0kを 2 川時岡鞭持するに必要な

飼料
•

1 1

内. 乳 牛. 体重2 00-400k? o.7; 0.6り : 0.6ゝ
・ 400-600hz 0.り b 0.っり : 0.りり
・ 60 0k以上 0っ 0.りり

硫ﾡ牛 0.っ0 0.っっ 0.り0

仔 ﾡ 1.00 1.00

解•労伪中の.喝 1.00 1.00

去勢牛 100

中度労の中のﾡ 1.20 1.20

額 羊 ・ 0.70

中生際
脂肪合m ろ.0%以下.. k当り 0.2 0 ! 02w 0.2う

" ろ0.～ろ.5% "
0.2 3 ；

026 0.2ゝ
" ろ.5～.U% " 0.26 0.28 0.2 8

" .0%以上 " 0.ろ0 0.30 0.う0
生長 (生体重増加) トタ当り

り 0 0k9までの発育中の家畜 2.0 25 2.8

500 K以 上の成熟 した家

放牧地での領生産

2.5 2.5 乃 う.0-う5〔

ﾡと後ﾡのﾡ曜はろ0k、*2りkとす。 750

乾 卓 100k9当り 平均価 3 5.0 う50 •
1

尚章 ・ 1 3.0 130

i

ﾡ 1952年以後ドィツでは放牧の評価c"Starkeeinheit" fSta•i'ch 

unit, ﾡの地位) なる概念が一般に用いられ."Starke werte" (etarch

equivalent :;ﾡめ等量) cとつて変った。】 激粉単位は 1 g rの可消4 匕設粉の F 

味のエネルギ-値と一数する。実際上1 000操の地位は1K夕のﾡマみさﾡ量とさしい。1 

スカンジナ ビﾡ料単位 (fodder unit)は70 0ﾡ位と大体ﾡしい。

-9 一 

均ををかか上まわる理 双 だった―・の9 5 % は全国の平均を う 0 0%上廻る生降Rに達し 

た。ドイでは、pasture recordingは旅牧のホ-ヘンハィム方式、夏期の余飼 

の序止、そしてそ れを乾卒採市と 放牧の 組合せた 土地 利用方式 にi さ換えると とを 発属さ 

せ. 広く 普及させた。

スイスでは193う0年代の初期にpasture controlが採用された。193単年 

飼幕生際脚県協会の設立が全口の民民の支持を博る子段を用意した。ドイ ッに於けるよう 

に 出会がBOOk-keepingを組化し、・民の収挙から最区的生産脳を計W才る。記 

録はドイツ方式に基さ、殺め守証を用いた。pasture recondingic*いc. wieg_ 

nerらはは民に. あの合飼より放牧の勝ることを示す方法を 見出した。低地方 (1ower

valley)においてこの事央が受入れられ、そして ドイツにおけるように農場は輪環 

放牧の小牧区方式に 再組織された。アルブス地方では. 国ﾡと緑を切ることが難しく. そ 

れ故そ こでは実際の放牧方式に少しの変化しかもたらされなかった。

アメリカでは、今まではョーロツバ方式にﾡく組線されたrecordingはない。しか 

し、1. 2の実際のa場の放牧ﾡの生際力の縄査はある。倒えば:ゾリィ院業試場の3 

中田 の研究は、その軸果が災際の民場の放牧地の生際力は非高に高【にコン トa-ルされ 

た災敗的条件下で得られた ものょ り著しく+ < ないc と を示した。

Pasture recordingはRosevearecょ り 19 うう年と 1939年にィギリ 

スの0学者の注目をひいたが、1人または2人の先駆的民民の努力はさてき、1919 

年イ ギリス落池学会の会合で、イギリス における このよ う な仕事の粗泓化が始められる ま 

で、なされなかつた。

ﾡ学会または製業団休がpasture recordingの実行を始め、組織し、xし一 

それを後助する指理的位を 占める。そしてpasture recordingが成功した処は 

何処でも. そのような団体の活発な奨局と、実研的なﾡ助がめつたというCとは注目に値 

する。 とゝではpasture recordingのろつの方式を述べる。

S1. 2 ﾡ粉さ同によるレコーディング

() 方 法

Cゝ に述べられる方法はFalkeicよ り 解説された 6ので、 ドイッとスィ スで実行され 

ているものの1つでみる。それはスエーデン方式をmにしたものであるが、飼料単位の 

代りにﾡﾡ等品が測定の単位でみる。

各家市は(1)術余から出て放牧地に入る時、(②所しい田境に通応十る間、休眼が酒少する

-95-



時は1 0日後に再び、(う放牧期間の終りに放牧から端れる時に評置される。出来るなら 

ばその 1 0 日後C再びKWを測る。放牧に入られた初期にﾡRの少がある場合は原則 

として垂 眼 の増加は、(②)と(ろゆ孤量の差として計好される。(2の重量を無祝ナる研究者も 

ある。中間の弘、-例えばpaddock を変える時のような―— は武の増加のﾡ合につ 

いての少味ある知該を与える。家査は1日の同じ時尚にられる。朝、同じ条件下で測られる 

ことがﾡましい。ﾡのない時は休型測定(animcl'e moaBuremnont)がなされ、それ

から出量が計卬されろ。乳牛の場合、各家ﾡからの牛礼が行量され 匹肪率が決定される。

家畜が 煙放牧地忆 居た 8寺間 と、 それ以外の放牧地 (supplementary grazing) 
た 居た時間、放牧地からのW卒生流量、 合飼期間D中に与えられた補給飼料が記録され 

ろ。Cれらはﾡ切等証に換算される。放牧地からの奇産物の生産ﾡの価から補給飼料は菱 

引かれ、乾草生鹿itは加えられる。補給飼料の品が多い駅 導入される誤差は大きい。補 

絵飼料の同 し証が喰われて なければ 団総の比較は出※ない。

(D) 生席量を変才単位

催休維持を計算する基本的単位はpasture-day unitである。これは100R夕の生 

体を2時間ﾡ持するのに要才る飼料のほである。 Falkeicよれば、 これは0.5K9の 

ﾡ«品によつて炎され、Klappiによれば0.5 5”潔粉四 盘 で衣される。個体維持、市 

Rの増加. ミルクの生産麻、その他の生ﾡ物のための値は最初にFalkeにより確立され 

たが、それらはそれ以後修正されている。Aberyetwyth で行われた オ回国際草 

他会議で家帝の種類と年令に より個体椎持に対する必要疑と、合飼の時より放牧地でょり 

多 ・ のﾡ粉等を要求する肥育牛の体の増加のためにより 高い値 を割当てる ための勧告 

がなされた。 牛乳産のための必ﾡにおいて少しの変化がなされた。第ろ0衣に祈旧の 

幕初が示されている。ス 4 ス飼W生際振県協会はFalkeの価をその単純なる故に支持す 

る。正確でない逃的により導入される誤差は、 十べてのあり うる 実破誤集と 比べる時無祝 4 ・*
出*る と考えられた。研究のた めに は よ り正確な価が用いらるべき だろう。

(ii) Book-keeping :
出1※る だけ多く の開夫をCの計びにひきつけておく為に、 book-keepingはmiで 

時問のか、らものでなぐてはなら。結果の福紫、特に年次報告のために協会の方支 

部により あらるﾡ助が与え られる。

メィスではつの記録の導がみる。聞ち加品、 牛孔. 合飼、 paddockである。cの記 

入は比較的時間がかゝらず、年次報告書は飼生商振興協会によつてつく られる。

-9 6-

ドイツでは、bo°k-keePingは前のドイッ『学会により組織化された。側民により 

記録が保存される方法は第 う 1～う 4 衣忆示される。

朮 母簿 (weight book) (ﾡう1数) —— ざケット男―—は家命のﾡRの詳細 

を記入十べく デザインされた。

放牧地日誌(pasture day-book) (ﾡ32表) cれもポケット野役 は 

家布群の採喰と ミルク生産はに関連した事項の毎日の記入のためにザインされた。一般 

的桜察(general observation)の項には家ﾡのヨンデイション (conai- 
t10n)機具がめる処では家商がpaddock間を移効する時 の 近网、放牧地の取扱い 

について記入される。放牧日誌は放牧での毎日の出来事の日記として、要約または結 

論することなしに、 簡に記入される。 ドイツiにおける経験は、このこ と は牧夫順によ り 

正確に、うまく出※るととを示才。

放牧原ﾡ(pasture book proper) (ﾡろろ表)は各paddockについて 

別々に記録 (それぞれについて2更D をとり、そしてその見入事項は最終的に放牧他の価 

値の年報告として、深切マ派と価格で表される。放牧ﾡﾡは最考のための時間を要し 

農民自身 またはﾡ1管理新またはCの計ﾡを組織しているﾡ業団体により、机上で書入れ 

られる。放牧原簿の初めには記録をﾡするためのうつの表がある。これらのうちの最 

初のもので、重歌締 (第5 1 號)からと られた記入事項が、舞民がいろいろな家畜のグル 

ープと放牧日数毎の生体用と生体価の増加を計算することを可能にするために表示される。

の炎は家畜の各グループについての全体重の増加と parture-day uuit当りの 

体mの増加を与え る。ﾡ 5の表は各paddock について各家畜のグループによって消費 

された pasture-day unitを記録する。cれらの計算はのH-それは放牧地 

原簿を利整する もので、その例がﾡうろ表に示さる----を 記 入する の を容易に する。こ、 

では各放牧他におけ る家畜の仙々のグループの記録を集計する。paddock で巳に放牧 

されている家畜に、数光の家畜が加えられた時は、これは新しい放牧期間の始りとして計 

算され、 新しい期間として記入される。

実験放牧地以外の放牧での神給放牧 (supplementary grazing) と合飼期 

間中に与えられた補給飼料について 未だ考慮されてない。補給放牧については放牧地日誌 

から"卜られ、神線放牧の時門救は全飼料消四証の%として表される。この%を引いた残り 

は 舎飼 を別として その paddockのﾡ料生ﾡ『と考えられる。

合飼の飼料価はの方法で差引かれる。先ず最初に、個体維^ のための餉料は放牧他で

-9 7-
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効う4炎 放牧地生産量年報

牧区番号または名称:

鈴牧地の型 (短年点地 または永久 草•也):

土 あ 型:_ 湿 度:

面 h a
福u稲:

梅種後経過年数 : 一… / 伙 施 設:

一般的事項 (特に排水、かんがいについて) :限 形:

(ﾡ曜はha、当りトタで与えらる)

T...........-..... ..... -
1 9 _ 19_______ 1 9 ・9

+第のら応、と 石区座用
計 --- ―

加墨ﾡ料
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1 一 --------
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1

入ス牧及び下牧月日------------------------- - - ------ --- -
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1 下繁の4長
ー ー •
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「e - ・-*" ― ■ • ** "** * T* ・ **--** ' " •―

ha、当り生商品 S、E 1 _______________ !

［ほ SE当りの生究ﾡ

預事項 1

一】 0I-



よ り 認入)
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第3今承 放炊記 (学4夕naRocouし) (依夫により認入)

氏 各

住 計 畜のﾡﾡ:株乳牛と整週牛 戸: ノ?5/年/2月*** ** "**"***"**"®*#**"****®®""®""*®"**********"****
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供給さ れたと仮定する。補給飼料の可消化 サ 白含研は京帝の生話物におけ るその評に換 

算され、 この証は放牧地から得られた全生際からﾡ引かれる。ミルク12は50grの 

祖質と 茶環であり、1 ”の生体重の増加は 4 00g rの獲白質とマﾡであると仮定十る。

の例がKoch (19ろ2 により与えられた。

もし放牧地の全生席量が

ミルク 14 0 02
生体I地加 1 っ っhy

2,う8り pasture-day units (M体権持)

であり、そして放牧期間中

45.2卜の孤白質を含び 100Nのgroundnut meal
27.2 " 100Msのlinseed meal
計 72.Mの獲白質

が与えられたと十れば、

72.100+り 0-1. ・ 82のミルクが放牧の生降品を殺等mに換nされ 

る 前に雍引かれなく てはならない。

務ゆ等証への最後の換算は第ろ0投で採用されたよ うな値によりなされる。

各 pad dock の生阳ft ば年次報告 —— それは放牧原純 (第うろ炎) の 各頁の一部分 

である---- ic示されるよ う に算出 さ れる。

屮忆別の帔河、放牧他生晩晩年報 cyear book of pasture y1e1d) (ﾡろ 

あ)がめる。放牧原約からの本質的な知きが、cゝで、年々の比較をするために記入さ 

れる。 cれは歩かまたは遺歩かを明にし、・民が、 彼のかした過ちを発見+るcとを可 

ﾡに+る。この帳寤は進歩的な農民のための ものである。

$s1、 ろ GPuicよるレコーディング

Richardsen は留粉绑盘よ りW地な単位をﾡ楽した。cれは " Grunlandlei s 
tungseinheit " (GLE) であり、"Grassland Production Unit" 
(GPU) と訳される。GPUはﾡ切邪より理解才るの容あでみるのならず、それは 

数学を使う こと が少い。尺ﾡはのとりである。

GPU-1 pasture day 十なわち5 0.0の生体mの 1 日の維持。

-19の生体車の増加

-1 0 7-



- 1 0ド牛生産 (平均的脂肪率の) 

.-25kァの中質の青事

・ --8kの中質の乾高

牛 青卒または乾載のための価は、質により変換される。家部の生流物の計算のﾡ易性 

はの例cよつて説明される。

9ろ5 cattle pasture days-9ろう*1-935GPU

789 &yの生体重の塩加-789*1-789GPU

8っ74 卜の牛孔 -8574+10-857GPU

全生産量 2581GPU

民民は仮の土地の生産力を G PUicょって知る。しかるにFalkeの算方式によれば 

み税PRに 換算才 るために 各項に そ れぞれの特定の数を掛 けなければならいだろう。一方 

GPUは地方の製民に、 もし他の出位で炎された生産物との比修が必要ならば、それはま 

たエネルギー単位に容易に換算させることが出来るにとで役立つ。 1GP Uは2.っ部部 

ﾡとしい。 ・

一方Falkeのﾡ的の上 う な逃位の価価を十分にﾡめドら、'Richardson、それ 

らは農民にな じみが うすく そして袋分確しいととから、 試民の支持を得る代りに隊民を地 

いとyまら泌 のみであろう と 危惧した。pasture recordingを成功させるために 

は、出坐る限り 多«の農民が、recordingの習tをつけるようにﾡまされなければな 

らない。そしてすべてにおいて始り が困燃であるから、 recordingは笑行しめいょう 

に愉単につくられなければならない.

$S1、 放牧日数と牛生際はによるレコーナィジグ
・「 ・** 、・= -

英国の 解場で実行されている この方法は、多分英国における recordingの最初cﾡ 

炎された例の一つでみる。 Cのrecordingは他の興場との比較のために企てられたも 

のではなくて、評刊のための針*与えるべく企てられたいのでめる。記保は放牧と条 

季間の飼料作物 (乾旅、棋茶、サイレージ) のﾡ養能力 (stock-feeding capac
・ .!き ・. • ・

ity) を示す。recOrdingは毎日のﾡ料の源の分析、飼料が生育しているM場Iに飼料 

を配分する こ と、典つた飼料の ミ ルク生席に対する影杵を示すこ とを目的とする。

この農場の家畜は年間. 日夜舎外に民かれる。命外に定された抑乳が用いられた。 

ﾡ場は大き く、 多くの家畜 (牝牛70!) を養 う。家ﾡ時に -つの画場に限定さ m 

W帝は日夜そとにいるから、記ﾡは家高が叩場から、または別現^移される時に喰べた飼 

料により市にされなない。しかしもし家市が途中で飼料を喰べるならば、そのよ うにして 

弊べた証の見りは、製測されてる岡場での採喚 騒から差引かれる。冬には家命は 乾ほ 

またはサイレージを食う。 放牧日改の見ﾡりは、もし家法が乾跋またはサイレージ用の作 

ﾡが生育しているﾡ場で生活しているならば容易に出求る. そのﾡ場から得られたﾡ卓ま 

たは他他の作字にはそのと3りのCOw-grazing dayが与えられ、そしてもしl地で 

叫にいく らかの飼料が残されてれば、それは当然その圃場に添加される。

二つのuxの記然がみる。すなわちgrading recordとmilk graphである。 

それは孔牛の群を受持っている者によって記録され、各人は彼自身の土地の区駒に居る後 

の洋に対して責任を持つ。

(1) Graging record
磁的な記録は放牧月報(monthly grazing record) (第う 5表)である。 

脚を焼けるために、Cow-dayの価が処る球畜のﾡ期毎に、別々の炎が用いられる。 

家市の 如 数 は 毎日 飼 料の 供 給源-- そ れが 放牧 された特定の聞 場で み る か、補桧网 料でお 

るか、冬が飼料(winter feed) でめるかというとと---毎に記入される。若し二っ 

以上の 供 給がか ら飼料を父けている 時は 家市の即数は供給される岡 料の ・の 見 り ic 比例 

して、 夫々の供給源に分配する。若い家畜が使われている時や、漫合放牧 (mixed gr 

aEing) されてる時はcOw-dayは換算費 (27-Cﾡ) から計算される。

家商過帯 (weakュy Stock sheet) には各選の終りの全家商m改が、移動の詳 

細とともに記録される。大ﾡ場では、 cの記台はそのﾡ場に出入十る牛の移動とといに、 

牧夫間の中の移動 を 迫跡才 る のを助け る 上で有 用である。毎月c の記録の 合計 は放牧月物 

(monthty graging record)のそれとチェックされ、見落しの他険をなく+ 

る。最終的な記録はエーカー当りの放牧日数 (grasing day)でめる。

(2) milke graphs
牛乳の生部陶,日数に対してプロ ットされる。町改、何料の供給源または放牧とその期 

間についてのコ料はgraging recordからfらnれ、方貞紙に記入される。a厚飼料 

の飛t(よは、 日処に引かれた水のでなでされる。1 0 0ガコンのが的で引かれた水平の 

突訟が、 牛乳の生穴が上昇しているか、 Ttしているかに注目するのと動け る。

み少の吹助が示される。 とれはﾡ対、iTH、予してるの回は、依の!taによる。ﾡ 

初の二つのi柄を見るためIに、もとの二つの後諄が除去されぬばならない。cれは同一の
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グラフに、実際の際間曲線と、Paterson Q952 のいうﾡ在的生麻曲線 (pote 

ntial yieldcurve)をプロット+るととによりなされる。 この後新はる年にIっ 

て催められた牛生席ﾡのデークから求められ、年Nの一定の手間に起るととが予期され 

る平均的変効を示十。潜在的な もの と実际® ものとの2つの曲線は長いﾡ開に軍つて一女 

十るだろう。一数しないととは平均からの、 実際の生際派のズレを示+。そこでグラフ上 

のデークから、飼料または皙理が、 牛乳の平均生産証からのズレにどのように総杯したか 

を見ると とが出来る。

(ろ 成 栄

Cのrecordingの方法は、拠つた段降において、いくつかのチェック を用意する。 

grasing recordとmilk graphからの質料を結びつけるcとにより、・民は 

彼自身の燃場での、彼のとつた方法の効率を砕価十ることが出来る。彼はいろいろな根の 

放牧地の間のﾡ、いろいろな迷括ﾡN地の間の表、いろいろな飼料作ﾡ(第う2、うう図) 

すたわち牛孔生 ■に刺測的影寻を持つ飼料、分俊のない場合、秋において正常を考えられ 

る副合Iに中乳生席を縦持するのに失敗し た御料の間の盗 e して比較し 博る条下にuけ 

る乳牛間と牧夫間の変を cOw-dayのﾡで知るc とが出*る。Paterson Q95つ)は 

殼物飼養の水準を低下さ せる と とのBについて価値める知議を得、そして1y当り生降 

間よりむしろェーカー当り生所量 この両者の間に関係はない. で従された牛乳生資 

量のうU～10 0%の増加を得るととが如何にして可能でめるかを知ることか出来る方社 

を要求十る。 ' •

recordingのこの方式はかなり c正確な知識を求める c とc大いに興味を持ってい 

る新には誰れで も 実行するのに羅しく ないが、長い期間にIつて努力を持終+るc とが、 

信新でさる材を得るのに必吸でめるととは疑い6ない。 Patersonは「m何c、おる 

・場が思いかと いうとと を理解 る こと は、唯紀節を取り 始める 場合にのみ可ﾡでぁ る』 

と述べている (1950)。

82ﾡ拡 ・ 査

ぬ培作物の生降品についてはそく の岫域調香がある が、放牧的の生降については"部分 

的なものしかない。1 9 世紀の終り頃、スイスの1誘放牧w(alpine-pagture) 

のﾡ許がSteblerにより実行された。 Cの調にいて、故牧"の牛際力は平均cow 

-days と平均ewe-daysicよる牧養力で表された。 19 35年ノルウェーにいて、 
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そして 19ろ8-ろ 9年フィ ンラン ドiCいて地域調ﾡが同一の原間にづいてT行され 

た。フィンランドのﾡの説明がjanttiicよりなされた。それはﾡ叶計的調 ("sta
tistical survey")として述べられたが、 C、ではCの普ﾡはﾡわれない。

フィンランドのU査(The finnish Survey)
(1) サムプリング、

フィンラン ドのt域調査に捉用された、 サムプリングの商はフィンランドのA林調 

(Finnish forest survey)---- これも19う8年に実行された---- のそれと 

回じである。 サムプリングは完全に無作為ではない。ﾡ1に全四を代炎べく、調査地域

cexperimental “strict) が選ばれる。めるものはろ〜っ教区(pari0ユi) 
にまたがり、あるものは1教区のみである。質料の供給源としてﾡのﾡ業ﾡ充果を用い 

て、これらの地域の僕場が大ささにより分ﾡされ、そしてそれぞれ大きさのグループから、 

若干のものが無作為に研究のためにﾡび出される。各地域で逆出されたﾡ場の数は、その 

曲域2の総数に対して1定の比率である。研究される農場の数は、導通化のために適切な基 

映を与え られるよ うに充分に多くなければなら 。 フィンランドの調査では1 9 う 0の良 

摒が選出 され、 これはフィンランドの全開場の6.7ろ%icあたる。注意係く考楽された様 

式が、記録をとるためにヂザィンされた、大曲域のそれぞれでは訓際された専任調査員が 

質料を集め、小地域では訓Bされた臨時調流回が災めた。

2) 放牧地の分ﾡ

前牧のﾡ一例えば、短年飯地 (temporary 2ey). 永久放牧地 (pormane 
nt pasture) , 樹放放牧(roegh grazing)、果樹勘枝牧(orchard g 
razing)、林内放牧(forest grazing)----は区別され、その地方、 または 

地毎に明確にされる。抽出された各ﾡ場の各微の面植が快定される。この資料から、N 
域または 地方の各放牧の型の全面松が推定される。

(ろ) 牧養力の計算

放牧地の各裂に放牧された家部のNﾡ毎に日敬が、調査員により放牧手節ﾡC記けされ 

る (ﾡろ6表)。フィンランドの郷では、この資料は蔵民--- 彼らには記録をとるとと 

は必要でない——からの開さ敗りで得られた。.これが弱点である。しかし、放牧千節が畑 

・ (ヶ月)そして1開場当り放牧の戦が2、 ろしかないフインランドのような回では、 

配録が、 かなり確な値を与えるだろう。放牧期間の長い四では、毎週のまた同毎日の記 

録が、 用ﾡさるべきだろう。
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いろいろなﾡ類の家命の放牧日数は十べて共通の放牧単位 (CO口mOn an1mA1-Er 

azing unit)に換算される。フィンランドでは、cれはaverage cOW-dayオ 

なわち孔牛の一日の栄養物の姿求情である。他の竽帝忆 対応す る m は推算衣 (327表6) 

から計算される。その価は、 エーカー当り平均COw-dayまたはﾡのマﾡによる放牧地の 

別々の創の生府量の比較のために用いるCとが出辛る。Cattle Control Socie 

ties (乳牛の4生席置のrecordingic書任を持つ) の記録は、cow-daysを飼 

料単位または湧pで証に換算十るためのヂ -クを提供十る。神給劇料がまた以に才るル 

ﾡになる。研し得る 稣が与えられた騎は花に、その証は記録さるべきでめり、飼養単位 

における評量が放牧の生産証からﾡ引かるべき でめる。ﾡは放牧地のそれぞれの4毎 

c. 農場の大 2 さ毎乙 符別の協区毎に、そして国全体が集計される。

(4) 計画嫁への応用

cのような調査は、事実を示し、比核を可ﾡに十るのみならず、土岫利用計画のための 

基礎的な仕事である。何えば、フィンランドでは、ﾡ在放牧地の大部分は林内放牧地でみ 

る。林内放牧は 価値 ある 輸出 ャでみる 木材の生m を解十る故にCれは非経係的である。 

林内放牧を相当に滅少せしめ、い«つかのヨーロ ッバの国でなされた よ うに相*: は完全 

になくすことが望ましい。しかしそこにば間順がある。 +なわち林内放牧をやめるCとに 

ょり、どの位の 風の飼料が失われる だろう か、そして家帝の牛•産 氏を同一水期に保つ ため 

cは、如何cしてそれを置»ﾡえ得るか? 調査は 放牧他の それぞれの別の生 降 力を参药 

にする ことに より、この問題に答える。

林内放牧地は 7,ろ00,000haを占める。

この面橋の林内放物は470,00 0,。 0 0飼料位を生商十る。

470,00 0,し 00飼料N位は短年章の 00,000h aから得られる。

故に7.う00.000ha の林内放牧地か ら得られるのと同じ家 桁の生際を ﾡ持+ 

るためIに 00,000h aの短年地が増ロされなければならない。

記録は、どの国において も、退業の発展の計面のためのﾡ礎として役立つ、 もし、同じ 

ように、そして回限的規校で実行されるならば、それは世界的北ﾡにいた生ﾡの計商の 

ために用いられるだろう。 (jantti)
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